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　前橋市は、雄大な裾野を広げる赤城山を背に、坂東太郎として名高い利

根川や詩情豊かな広瀬川が市街地を貫流する、四季折々の風情にあふれた

美しい県都です。

　前橋市域は古代より豊かな文化があふれる地であり、東日本でも際だっ

た内容を示しています。今から約2万8千年前の旧石器を始めとして、10

基を数える国指定の古墳、関東の華とうたわれた前橋城に関するもの等多

くの文化財が残されています。

　自然環境に恵まれたこの地では、古代からの人々の生活の跡が市内ほぼ

全域にわたり残されています。古代の人々が暮らした家の跡や使用した石

器や土器などの道具、水田跡なども多く、周辺の埋蔵文化財発掘調査によっ

て多くの新しい知見が集積されています。

　前橋市の北東部、赤城山南麗に位置する五代町では、五代南部工業団地

造成事業に伴う埋蔵文化財発掘調査が平成12年度から実施されてきており

ます。五代伊勢宮VI遺跡、五代中原II遺跡はその調査の3年目にあたり、

縄文時代から古墳・奈良・平安時代の住居跡、掘立柱建物跡など多くの遺構

と遺物を検出し、貴重な資料を得ることができました。

　発掘調査にあたり、ご協力いただきました市工業課、前橋工業団地造成

組合、地元関係者、酷暑の中調査に従事されました皆様に感謝とお礼を申

し上げます。

∫

平成15年3月

前橋市埋蔵文化財発掘調査団

　　団長　阿部　明雄



　　　　　　　　　　　　　　　例　 言
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴダイイ　セミヤロクイセキ　　ゴダイナカハラニ　イセキ
1　本報告書は、五代南部工業団地造成にさきがけて実施した五代伊勢宮VI遺跡、五代中原II遺跡の発掘調査報

　告書である。

2　遺跡の所在地　五代伊勢宮VI遺跡　群馬県前橋市五代町992－1番地外

　　　　　　五代中原II遺跡　群馬県前橋市五代町1038番地外

3　調査は、前橋市埋蔵文化財発掘調査団（団長阿部　明雄）の指導のもとに委託者、前橋工業団地造成組合

　（管理者萩　原　弥惣治）の委託を受け、スナガ環境測設株式会社（代表取締役須永　眞弘）が実施した。

　調査担当者　　近藤雅順（前橋市埋蔵文化財発掘調査団）

　　　　　　　金子正人・荻野博巳・板垣　宏・権田友寿・猪熊正晴（スナガ環境測設株式会社）

　調　　査　　員　　小林健二・山口和宏・岡本敬一（スナガ環境測設株式会社）

4　発掘調査期間　　平成14年8月19日～平成15年3月7日

　整理期間　平成14年11月1日～平成15年3月7日
　調査面積　　五代伊勢宮VI遺跡9，000㎡、五代中原II遺跡6，000㎡
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出土遺物は前橋市教育委員会が保管する。

測量・調査計画…須永眞弘、調査助言…金子正人、調査担当…荻野博巳・板垣　宏・権田友寿・猪熊正晴、

測量調査…小林健二・山口和宏・岡本敬一、安全管理…栗原昭一郎、重機オペレーター…金子正人・都丸保男、

作業事務…柴崎信江が担当した。

本書は、調査団指導のもと、スナガ環境測設株式会社が作成に当たり、原稿執筆…1については近藤雅順（前

橋市埋蔵文化財発掘調査団）、その他は荻野博巳（中原II）・板垣　宏・権田友寿（伊勢宮VI）が担当した。

尚、「鍛冶工房跡（H－16号）」の考察は、井上唯雄氏（前橋市教育委員会文化財保護課文化財整備指導員）に

執筆していただいた。編集・校正…須永眞弘・金子正人、実測図の整理他…猪熊正晴・岡本敬一、遺構・遺

物のトレース…小林健二・山口和宏、遺物の整理…神津芳夫、遺物実測…戸根浩美・佐々木智恵子・角田朱美・

田辺富士子・渡辺克弘・石倉悦子、遺物洗浄・注記・接合…柴崎信江・栗原昭一郎・小暮幸子・渡辺國治・

山本良政・山本恵美子・小林益二・清水元美、写真整理・内業事務…須永　豊・柴崎信江が担当した。

発掘調査に参加した方々（敬称略）

上村一視内山恵美子水石信雄奈良武利都丸藤子田辺富士子渡辺克弘貝瀬寿雄
内山　康下田和子平林クニ子佐藤作子佐藤治吉入沢定雄新井國久小林益二
山本秋芳清水元美安斎只男問船敏樹高木市太郎金子正男剣持靖一高柳美岐
石綿茂雄阿部裕一品川浪江峰岸　清坂内二三江奈良昭二鈴木勇笠原たく江
片桐澄子　伊藤はる江　萩原専一　萩原洋子　名久井正治　梅沢きく江　北爪一郎

石川サワ子　小暮幸子　渡辺国治　片貝美子　石田みよ子　根井よし子　狩野大男　諸田ケサエ

井上春江田中日出子高橋あき萩原咲枝中山千枝子金子一男・織問芳江横堀弘子
磯田栄二大島文夫鹿沼　信

凡 例

　遺跡の略称は、五代伊勢宮VI遺跡（14C33）、五代中原II遺跡（14C30）である。

　遺構名の略称縄文住居跡・・J、古墳～平安住居跡・・H、竪穴状遺構…T、掘立柱建物跡・・B、溝跡一W、

　土坑…D、ピット…P、井戸跡…1、道路状遺構…A、風倒木痕…0。実測図中の記号　P…土器、S…石。

3　実測図の縮尺は、次のとおりである。

　伊勢宮VI遺跡…遺跡平面図（1／400）、住居跡（1／80）、鍛冶工房跡（1／40）、土坑・ピット（1／60・1／200）、

　カマド・炉跡（1／40・1／20）、遺物実測図（1／3、1／6）を原則とし、それ以外はその都度表示した。

　中原II遺跡…遺跡平面図［住居跡・ピット・土坑・掘立柱建物跡・道路状遺構・風倒木痕］（1／400）、炉跡断

　面（1／40）、カマド（1／40、1／80）、住居跡・炉・ピット・土坑・貯蔵穴（1／80）、遺物実測図（1／1、1／2、

　1／3、1／5）を使用した。

　挿入図は、国土地理院発行の2万5千分の1「前橋・大胡・渋川・鼻毛石」を使用した。

　各遺跡の位置の基準は、国土地理院三角点及び水準点と照合済。

　五代伊勢宮VI遺跡　基準点X75、Y150グリッド地点　第IX系座標値　X45，600．000m、Y－64，400。000m、

　水準点BM．…128．50m、129．oom、130．oom、130．56m、131．oom、等高線20・40cm、グリッド4m間隔
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　五代中原II遺跡　基準点X75、Y70グリッド地点　第IX系座標値　X45，920。000m、Y－64，400．000m、

　水準点BM．…138．00m、140．50m、等高線50cm、グリッド4m間隔

6　土層断面の土色名及び土器類の色調名は『新版標準土色帖』（農林省農林水産技術会議事務局監修財団法人

　日本色彩研究所　色票監修）による。

8　各遺構の面積は平面図をもとに座標面積計算より算出した。
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　　　　五代伊勢宮VI遺跡
図版1　調査前、調査区全景、J－2・6・9・10号全景

図版2　J－11・12・17・25号全景、D－819・841・984・

　　1015号土坑全景
図版3　H－1・11・12・17・18・19・21号全景、H－11

　　号遺物出土状況
図版4　鍛冶工房跡（H－16号）全景、作業スペース、

　　石床炉下断面、地床炉、遺物出土状況

図版5　H－3～6・22号全景、B－1号掘立柱建物跡、

　　深掘りセクション、埋め戻し完了全景

図版6　縄文住居跡・土坑出土遺物

図版7　縄文土坑・グリッド出土遺物，

図版8　H－1・2・8～11号出土遺物

図版9　H－3・12・14・15・17～21号・D－634号出土遺物

図版10　H－4・5・6・22号、鍛冶工房跡（H－16号）

　　出土遺物
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図版11調査前、調査区全景、J－1～4号全景

図版12　H－1～3・5号全景、H－2号炉跡、H一’2・

　　3号遺物出土状況
図版13　H－7～13号全景、H－11・13号遺物出土状況

図版14　H－14～18号全景、H－15・18号遺物出土状況、

　　H－16号炉跡
図版15　H－19～23号全景、H：一21・22号遺物出土状況、

　　H－21号炉跡
図版16H－24～28・35・36・J－2・3号全景、H－23

　　号遺物出土状況、H－24・25号炉跡

図版17H－28号炉跡、H－29～33号全景、H－30・33号

　　遺物出土状況
図版18　H－33号P4と間仕切り、H－34・39号全景、

　　H－39号カマド全景、H－39号遺物出土状況、

　　B－1号掘立柱建物跡全景
図版19　B－2・3号掘立柱建物跡、ピット、土坑、道

　　路状遺構A－2、遺構確認トレンチ、深掘りセ

　　クション、作業風景、埋め戻し完了全景

図版20　H－2・3号出土遺物

図版21　H－5・11・13号出土遺物

図版22　H－13・15・16・18・19・21号出土遺物

図版23H－21～23号出土遺物

図版24H－23～30号出土遺物
図版25P　H－30・33・34・39号出土遺物

図版26H－39・」一1～4号、X88、Y60グリッド出

　　土遺物
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1　調査に至る経緯

本発掘調査は、五代南部工業団地造成事業実施に伴い行われた。本調査地は、平成12年度の試掘調査結果によ

り遺跡地であることが確認されている。今年度は、その発掘調査地年次計画に基づいて行われた調査の3年目に

あたるものである。

　平成14年4月25日、前橋工業団地造成組合（管理者萩原弥惣治）より、五代南部工業団地造成に伴う埋

蔵文化財発掘調査の依頼が前橋市教育委員会に提出された。前橋市教育委員会ではこれを受け、内部組織である

前橋市埋蔵文化財発掘調査団　団長　阿部　明雄（以下「調査団」という。）に対し調査実施を通知した。しかし、

既に市内数カ所において調査団直営による発掘調査が実施されており、本発掘調査を直営で行うことは困難と判

断し、前橋工業団地造成組合と調査団との問で4月17日付けで締結されている埋蔵文化財発掘調査に関する協定

書に基づき、民間調査会社による発掘調査を進める方針を決めた。これを受け、まず、依頼者である前橋工業団

地造成組合と調査団との間で8月12日に埋蔵文化財発掘調査委託契約を締結し、その後、8月19日付けで民間調

査会社であるスナガ環境測設株式会社　代表取締役　須永　眞弘と調査団との間で委託契約を締結し、現地調査

開始に至る。

　なお、遺跡名称「五代伊勢宮VI遺跡」（遺跡コード：14C33）、「五代中原II遺跡」（遺跡コード：14C30）の「伊

勢宮」「中原」は旧地籍の小字名を採用し、名称中のローマ数字「VI」「II」は、当調査団で過去に調査した遺跡

と区別するため付したものである。

II遺跡の位置と歴史的環境

1．遺跡の立地
遺跡の所在する五代町は、前橋市の中心市街地から北東へ約5㎞に位置する。遺跡の北には大正用水が西から

東へ流れ、芳賀東部工業団地（面積40ha）に隣接し、西に芳賀西部工業団地（面積20ha）がある。前橋市では「豊

かですばらしい社会を築く街づくり」を目途に、福祉、教育、文化、環境等の整備拡充を進めている。その施策

の一っとして、群馬県と前橋市で組織する前橋工業団地造成組合による工業団地や住宅団地の造成があり、昭和

35年以来多くの団地造成を行っている。その一つに、五代南部工業団地（面積42．8ha）がある。団地は、日本百

名山の一つ赤城山南麓火山斜面の緩やかで自然豊かな面にある。山麓に源を発する中小の河川が付近を南流し部

分的に開析谷を形成し舌状台地と谷地部を作り、谷と谷の間の丘陵性の台地には、住宅団地や畑地が広がり、谷

地部は水田が営まれている。この斜面の末端部は、本遺跡から1．6㎞南へ下った県道前橋赤堀線付近に当たり旧利

根川の作った広瀬川低地帯に接し、この付近から関東平野が南に広がっている。

2．歴史的環境
　五代伊勢宮VI遺跡、五代中原II遺跡の所在する前橋市五代町は、昭和29年に前橋市に合併している。旧村名「芳

賀村」は、和名類聚抄が勢多郡の一郷「芳賀郷」に比定されたことによるが、最近「芳郷」と書かれた墨書土器

が前橋市二之宮町で発見されたことから旧村名の根拠は弱くなった。いずれにしても、同村は旧荒砥村、粕川村、

旧桂萱村とともに赤城山南麓における古墳の集中域の一つとされている地区である。

　近年、この地域では大規模開発などにより数多くの遺跡調査が行われている。中でも本調査区に近接する芳賀

団地遺跡群（芳賀北部団地遺跡、芳賀西部団地遺跡、芳賀東部団地遺跡）では、昭和40年代後半から昭和50年代

前半にかけて大規模な発掘調査が行われ、縄文時代を始めとし近世までの遺構が数多く検出されている。芳賀北

部団地遺跡は昭和48、49年度に調査され縄文時代前期～後期の竪穴住居跡や中期の敷石住居跡、奈良・平安時代

の竪穴住居跡237軒や中世の勝沢城跡の一部を検出した。芳賀西部団地遺跡では、昭和50年度の調査で縄文時代前

期の竪穴住居跡7軒や配石遺構を検出した。また、昭和10年の上毛古墳総覧によれば芳賀地区で64基の古墳が記

載されているが古墳総覧記載漏れの古墳も31基集中して検出されている。芳賀東部団地遺跡は昭和51～55年度に

調査され、縄文時代前期の竪穴住居跡や中期末から後期前半の敷石住居跡など66軒が検出された。他に倉本遺跡

からは、弥生時代の竪穴住居跡、端気遺跡群1では方形周溝墓などが検出されている。また、小神明遺跡群II、

1



第2図　周辺遺跡図

Nα

遺跡名 概　　　　　　要 Nα

遺跡名 概　　　　　　要
1 五代伊勢宮VI遺跡 本遺跡 16 鳥取東原遺跡 古墳住居跡、近世埋葬施設

2 五代中原II遺跡 本遺跡 17 鳥取福蔵寺遺跡 縄文住居跡、古墳～平安時代の住居跡

3 芳賀北部団地遺跡 縄文住居跡、奈良・平安住居跡
18 鳥取福蔵寺II遺跡

旧石器（細石刃文化石器群）、縄文住居跡、

墳住居跡、奈良・平安住居跡4 芳賀西部団地遺跡 縄文住居跡、古墳
5 芳賀東部団地遺跡 縄文住居跡、古墳、古墳～奈良・平安住居跡

19 五代江戸屋敷遺跡
古墳～中世の住居跡・掘立柱建物跡・方形周溝
他6 檜峯遺跡 古墳住居跡、奈良・平安住居跡

7 小神明遺跡群1 縄文住居跡、奈良・平安住居跡
20 五代木福1遺跡

縄文住居跡、古墳住居跡
良・平安掘立柱建物跡、他

8
小神明遺跡群II

料遺跡
縄文住居跡（敷石）、古墳住居跡

良・平安住居跡 21 五代木福II遺跡 縄文配石遺構、古墳～奈良・平安住居跡

9
小神明遺跡群II
田遺跡

縄文住居跡、古墳住居跡、円墳、帆立貝式古墳
22 五代竹花遺跡 縄文住居跡、古墳～奈良・平安住居跡
23 五代深堀1遺跡 縄文住居跡、平安住居跡

10 端気遺跡群1・II 縄文住居跡、弥生方形周溝墓、古墳住居跡 24 五代伊勢宮1遺跡 古墳住居跡、奈良・平安住居跡、他
11 倉本遺跡 弥生住居跡 25 五代伊勢宮II遺跡 縄文住居跡、古墳住居跡、奈良住居跡

12
小神明遺跡群II

明神遺跡
古墳時代の住居跡

26 五代伊勢宮m遺跡 縄文土坑、平安住居跡、他
27 五代深堀II遺跡 縄文住居跡、古墳～奈良・平安住居跡

13 芳賀北曲輪遺跡 縄文住居跡、古墳 28 五代中原1遺跡 縄文住居跡、古墳・平安住居跡
14 芳賀北原遺跡 古墳住居跡、奈良・平安住居跡 29 五代伊勢宮IV遺跡 縄文住居跡・土坑、平安住居跡
15 五代檜峯遺跡跡 古墳住居跡 30 五代伊勢宮V遺跡 縄文住居跡・土坑、古墳～奈良・平安住居跡

◎その他の周辺の遺跡　31新田塚古墳（円墳、7世紀）　32檜峯古墳（円墳）　33桂正田稲塚古墳（円墳？）　34東公田古墳（墳墓）

　　　　　　35オブ塚古墳（前方後円墳、6世紀後半）　36オブ塚西古墳（墳丘無）

　　　　　　　　　　　　　第1表　周辺遺跡概要一覧表
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西田遺跡からは古墳時代後期（6世紀中頃）の円墳や帆立貝式古墳の検出があった。奈良・平安時代では、檜峯

遺跡から竪穴住居跡とともに奈良三彩小壷も検出されている。また、近年の調査では、鳥取福蔵寺遺跡で縄文時

代の竪穴住居跡や古墳～平安時代の竪穴住居跡、製鉄遺構、鳥取東原遺跡では古墳時代の竪穴住居跡や近世の埋

葬施設、芳賀東部団地遺跡（平成9年調査）では平安時代の竪穴住居跡、五代檜峯遺跡からは古墳時代の竪穴住

居跡、鳥取福蔵寺II遺跡（平成10年調査）では縄文、古墳、奈良・平安時代の各時代の竪穴住居跡とともに細石

刃文化石器群（旧石器）が検出されている。また、本遺跡を含めた五代遺跡の調査は、五代江戸屋敷遺跡、五代

木福1遺跡、五代木福II遺跡、五代竹花遺跡、五代深堀1遺跡、五代伊勢宮1遺跡（12年度調査）、五代伊勢宮II

遺跡、五代伊勢宮III遺跡、五代深堀II遺跡、五代中原1遺跡、五代伊勢宮IV遺跡（13年度調査）、五代伊勢宮V遺

跡（14年度調査）があり、縄文時代前期・中期の竪穴住居跡や古墳時代の竪穴住居跡・方形周溝墓・周溝状遺構・

土坑、奈良・平安時代の竪穴住居跡・掘立柱建物跡・土坑・ピット・溝・井戸等が検出され、中・近世では地下

式土坑・土坑・溝・井戸跡など検出されている。このように芳賀地区は、旧石器の調査を始め、縄文から弥生、

古墳、奈良・平安時代、中近世までの遺構が点在し、ほとんどの時代にわたり生活の痕跡が見られる地区である。

皿　調査の経過

1．調査方針

　委託された調査区は五代伊勢宮VI遺跡9，000㎡、五代中原II遺跡6，000㎡の2ヵ所である。調査実施に際しては、

市調査団の設定した五代遺跡全体グリッド、西から東へX　O～X200と北から南へY　O～Y350を基本として（グ

リッド原点X　O、Y　Oは、第IX系座標値X＝46，200、Y＝一64，700）各調査区にグリッドを設定した。五代伊勢

宮VI遺跡は北西杭X55、Y130（X45，680、Y－64，480）を原点としてX55～90とY130～171まで、同じく五代中

原II遺跡は北西杭X67、Y53（X45，988、Y－64，432）を原点としてX67～89どY53～78まで4m毎にグリッド

を設定した。グリッドは北西杭の名称を使用した。また、水準は公共水準点に基づき調査区内に測設した。

　図面作成は原則として、1／10、1／20、1／40、1／100等の縮尺を使用し、平板・遣り方による細部測量で作図を行っ

た。また、遺物は遺構グリッド単位で層位毎に収納し、遺物分布平面図及び遺物台帳に記載し付番処理して取り

上げた。また、遺構・遺物等の写真撮影（白黒・リバーサルフィルム）も行った。

2．調査経過

五代伊勢宮VI遺跡

本遺跡は、道路を挟んで南北に分かれているため北側調査区・南側調査区とした。

　平成14年8月19日から北側調査区の草刈り及び調査準備から始まり、平成14年8月20日から重機による表土掘

削を開始した。また、ジョレン掛け精査、遺構確認も行い順次、測量、記録作業を進めて行った。平成14年11月

6日北側調査区の終了検査を受け第1面の調査を終了した。引き続きサブトレンチを入れ確認調査を行ったとこ

ろ、縄文時代土坑が確認されたため、第2面調査を行い平成14年11月11日完了した。南側調査区は、平成14年8

月22日から重機による表土掘削を開始した。残土置場の都合から全体の2／3まで、ジョレン掛け精査、遺構確認を

行い順次、測量、記録作業を進めて行った。北側調査区の終了後、平成14年11月11日から残土を北側調査区に運

搬し、残りの1／3の区域も調査を開始した。平成15年2月10日に南側調査区は、市調査団業務監督係員（市教育委

員会）の調査終了検査を受け、平成15年2月12日に第1面の調査を完了した。引き続き縄文時代土坑が薄かった

所にサブトレンチを入れ確認調査を行ったところ、縄文時代土坑が数多く確認された。また、縄文時代住居も確

認されたため、南側調査区全面の、第2面調査を行った。平成15年2月28日に市調査団業務監督係員（市教育委

員会）の確認後残土埋め戻しを行い2面調査を完了した。

五代中原II遺跡

　8月19日より調査の準備を進めるとともに調査範囲の確認のため草刈りを行い、範囲出しを行った。また、安

全対策の防護ネットを設置して調査を開始した。表土掘削は、重機（バックホウ）と6t・10tの不整地運搬車

で行った。並行してジョレン掛け、遺構確認作業を行って現耕作土より平均50cm程下げた面で住居跡・土坑・ピッ
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ト等を検出した。8月27日に水準を、8月30日グリッドを調査区内に測設し、杭打ちを行った。また、並行して

住居跡の発掘に入った。9月2日より平板測量に入り、1／100の全体平面図を作成し遺構検出状況図を作る。遺構

写真撮影は、9月5日より始める。9月9日より土坑・ピットの調査に入る。9月12日からは住居跡の調査に入

る。10月に入り遺構の検出数量や遺物の出土状況などもほぼ確認でき、住居跡は残りがよく、遺物は完形品の出

土が多くあった。測量・記録作業は、掘りあがった遺構より随時行った。11月に入り縄文土器の分布範囲にサブ

トレンチを入れ、第2面の遺構確認調査を行った。その結果、縄文時代の住居を4軒検出し、調査に入る。12月

に入り各遺構の調査も最終段階に入り、遺構の測量・写真撮影等に追われる。12月3日に高所写真撮影を行う。

12月16日に第1面で検出した古墳時代住居跡等の調査を終了する。第2面で検出した縄文時代住居跡も12月20日

で終了した。12月24日に市調査団業務監督係員の調査終了検査を受けて、残土埋め戻しを行い完了した。

IV層 序

　層序は、五代伊勢宮VI遺跡、五代中原II遺跡内にそれぞれ入れた深掘り土層断面をもとに模式的に断面図を作

成し、それにっいての土層説明を下記に掲載した。

128。50m

128．OOm

127．OOm

126．00m

1

V［】X

1

皿

N　V

皿

皿

X

五代伊勢宮W遺跡

1．暗褐色土層　10YR3／4粘性、締まりややあり、白色軽石φ1～10㎜を多く含み、ロー

　ム粒を僅かに含む

II．黄褐色土層　10YR5／6粘性、締まりあり、白色軽石φ1～3㎜を僅か含み、ハード

　ロームブロックを5％含む
III．明黄褐色土層　10YR6／8粘性、締まりあり、白色軽石φ1～3㎜を僅か含み、明黄褐

　色土を2％含む

1紘明黄褐色土層　10YR6／8粘性、締まりややあり、白色軽石φ1～5㎜を僅か含み、As

　－BP粒やや多く含む
V．黄褐色土層　10YR5／8粘性、締まりややあり、As－BP粒を多く含み、暗褐色土を7％

　含む
VI．As－BP塊

Vll．明褐色土層7．5YR6／8粘性、締まりややあり、白色軽石φ1～3㎜とAs－BPを僅か

　含む
四1．

IX．

X．

鈍い褐色土層

明黄褐色土層

土

明黄褐色土層

7．5YR5／4粘性、締まりあり、白色軽石φ1～10㎜を多く含む粘質土

10YR6／6粘性、締まりあり、白色軽石φ1～5㎜をやや多く含む粘質

10YR6／6粘性、締まりあり、赤褐色粒φ2～5㎜を僅か含む粘質土

第3図　伊勢宮W基本土層断面図

140．50m

140．OOm

159．OOm

138．QOm

1
五

皿

】V

V
w

皿

皿

】X

X
XI

X肛

証

第4図　中原II基本土層断面図

五代中原II遺跡

1．褐灰色土層　7．5YR4／1粘性、締まりなく、小礫φ2～3mmを1％と軽石粒を含む

II．褐灰色土層　7．5YR4／1粘性、締まりあり、As－C軽石を3％含む

III．黒褐色土層10YR3／1粘性ややあり、締まりあり、As－C軽石φ1～3㎜を5％と

　ローム土を所々に含む

IV．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりあり、As－C軽石φ1～3㎜を1％とロームブ

　ロック3％含む

V．黄褐色ローム土層　10YR5／6粘性、締まりあり、ハードロームブロックを含む

VI．黄褐色ローム土層　10YR5／6粘性、締まりあり、青灰色軽石粒1％含む

Vll．黄褐色ローム土層　10YR5／6粘性、締まりあり、黄色軽石粒を1％と青灰色軽石を

　所々含む
VllL黄褐色ローム土層　10YR5／6粘性、締まりあり、青灰色軽石φ1～2mmを2％含む

IX．黄褐色ローム土層　10YR5／6粘性、締まりあり、青灰色軽石と明赤褐色軽石粒を所々

　に含む
X．黄褐色ローム土層　10YR5／6粘性、締まりあり、明赤褐色軽石ブロックを1％含む

】q．黄褐色ローム土層　10YR5／6粘性、締まりあり、明赤褐色軽石を層状に含む

M．黄褐色ローム土層　10YR5／6粘性、締まりあり、明赤褐色軽石ブロックと青灰色軽石

　を僅かに含む
皿．暗褐色土層　10YR3／3粘性、締まりあり、青灰色軽石φ5～10㎜を1％含む

※本文中に使用した略号　Hr－FP軽石＝6世紀中葉降下榛名山起因の軽石層

　　　　　　　　　As－C軽石：4世紀降下浅問山起因の軽石層
　　　　　　　　　As－BP：浅間板鼻褐色（1．7～2．1万年前）

4



lI

V　五代伊勢宮V【遺跡
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1．縄文時代の遺構と遺物

　（1）竪穴住居跡

　J－1号住居跡〔第19図、図版7〕

位置X77・78、Y137・138グリッド。西約2mにJ－3が隣接する。形状撹乱により形状は判然としないが、楕円

形を呈すると思われる。規模現存値で6．60×5．10m、深さ13～20cmを測る。面積現存値で19．1㎡。床面平坦で

よくしまっている。柱穴P1・2は、掘り込みもしっかりしており、主柱穴と考えられる。P10から遺物が多量

に出土し、P4・9からも土器片の出土がある。炉跡中央付近に焼土範囲が3ヶ所確認されたが、掘り込みを持

たない。焼土1の規模は81×58cmの楕円形、焼土2は77×60cmの不整形、焼土3は85×66cmの楕円形を呈する。

焼土3は、P7を囲むように検出された。遺物上層から床面にかけて多くの土器片が出土したが、完形資料とな

り得る個体は少ない。大型浅鉢片（Nd）や土製円盤は覆土からのものである。石器は、石鎌3点・打製石斧15点・

磨製石斧1点・結晶片岩1点・棒状石器片1点が出土した。

　J－2号住居跡〔第5・15・19図、図版1・7〕

位置X83・84、Y136・137グリッド。周辺には土坑が群在する。D－137・138・139と重複し、本住居のほうが古い。

形状楕円形を呈する。規模4．oo×3．60m、深さ21～34cmを測る。面積1L5㎡。床面平坦でややしまりがある。

柱穴P1～4は掘り込みもしっかりしており、主柱穴と考えられる。なお、P1はD－137の下から検出されてい

る。　炉跡明確な炉跡は検出されなかったが、P12の底面付近から焼土粒の検出があり炉跡の可能性が高いと考

える。遺物覆土中から多くの土器片を出土した。深鉢3個体（NQ1・2・3）は1ヵ所からまとまって出土したもの

である。ほかに深鉢（Nα5）を図示した。石器は、磨石が3点出土した。

　J－3号住居跡

位置X76、Y138・139グリッド。形状一部撹乱を受けているが、楕円形を呈する。規模推定で3．60×3．05m、

深さ11～23cmを測る。面積現存値で7．8㎡。床面堅い床面は検出されず、中央から北側にかけて緩やかに高くな

る。柱穴P1は掘り込みも深くしっかりしているが、それ以外のものについては規模も小さく掘り込みも浅めで

ある。炉跡確認されなかった。遺物土器の出土量は少ない。石器は、打製石斧片4点・磨石1点・石皿片1点

がある。ほかに台石や石柱状の大型石が床面付近から出土した。

　J－4号住居跡

位置X79・80、Y138・139グリッド。形状撹乱がはなはだしいが、楕円形を呈すると思われる。規模推定で5．50×

5。15m、最大深で41cmを測る。面積現存値で13．9㎡。床面段を持ち約30cmの高低差がある。P7・8付近に硬化

面が見られる。柱穴P2・3・4は上段にあり比較的しっかりした掘り込みであった。遺物の出土がP3・4から

あった。炉跡確認されなかった。遺物土器片の多くは覆土中から出土したが、みな小片である。勝坂系のもの

が多い。土製円盤1点出土。石器は、打製石斧20点・磨石2点・石皿片2点が出土した。

　J－5号住居跡〔第15・19図、図版7〕

位置X79・80、Y133・134グリッド。W－6と重複する。形状西側の大部分が調査区外のため不明である。規模検

出値で4．85×L45m、深さ30～38cmを測る。面積検出値で5．0㎡。床面平坦だがしまりはあまりない。柱穴2

基検出されたが、いずれも小さく掘り込みの浅いものである。炉跡確認されなかった。遺物覆土中より多くの

土器片を出土し、異形土器（Nα2）と深鉢（Nα4）を図示した。土製円盤1点出土。石器は、石鎌1点・打製石斧19

点・磨石2点・くぼみ石2点・棒状石器1点が出土した。

　J－6号住居跡〔第5・15・19図、図版1〕

位置X70・71、Y141グリッド。台地縁辺部にあたる。本住居跡の東から南側にかけて土坑が群在し、D－789と重

複する。形状やや歪んだ円形を呈する。規模3．90×3．50m、深さ12～32cmを測る。面積10．9㎡。床面しまり

はあまりなく、中央付近から北側にかけて緩やかに低くなる。柱穴11基検出された。P1・5・8・10が主柱穴と
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考えられ、またP6・7は出入口などの補助穴を想起させる。炉跡中央やや北寄りに位置する。地床炉で、64×

53c皿、深さ5cmほどの浅い掘り込みを持つ。遺物土器の出土量は少なく、深鉢を1個体（Nd）図示した。石器は、

打製石斧6点・削器1点・磨石3点・棒状石器片1点等が出土した。

　J－7号住居跡

位置X75・76、Y142・143グリッド。周辺には土坑群があり、D－790・791と重複する。形状北側が調査区外では

あるが、不整形を呈すると思われる。規模検出値で2．80×2．15m、深さ17～20cmを測る。面積検出値で6．1㎡。

床面平坦だが、しまりはあまりない。柱穴P1・2が主柱穴の可能性が高い。炉跡確認されなかった。遺物勝

坂系の土器片が数点出土した。

　J－8号住居跡

位置X75、Y146・147グリッド。H－4、A－1と重複するが、本住居跡はいずれの遺構より古い。形状円形を呈

すると思われる。規模2．90×2．85m、深さ37～50cmを測る。面積7．1㎡。床面平坦だが、しまりはあまりない。

柱穴P1～6が規則性をもって検出されたが、掘り込みは浅い。炉跡確認されなかった。遺物土器の出土量は

少ない。阿玉台系の土器片がある。石器は、石錐1点・石棒1点・板状の結晶片岩1点が出土した。

　J－9号住居跡〔第5・15図、図版1〕

位置X81・82、Y145・146グリッド。H－7、D－792と重複し、いずれの遺構より本住居跡は古い。形状隅丸長方

形を呈する。規模5．10×4．25m、深さ21～32cmを測る。面積18．0㎡。床面平坦で、比較的固くしまる。柱穴10

基検出した。P1・4・6・8・10は掘り込みも深いが、規則性が見られない。炉跡中央部から検出。地床炉で、83×

74cm、深さ5cm程の掘り込みを持つ。遺物覆土中から多くの土器片を出土し、浅鉢（Nd）と深鉢（Nα2）を図示し

た。石器は、打製石斧7点・磨石5点・石皿片2点・多孔石1点・石棒片1点・結晶片岩2点が出土した。

　J－10号住居跡〔第6・15図、図版1〕

位置X78・79、Y152・153グリッド。W－1・2、D－793・794・795と重複し、本住居跡のほうが古い。形状W－1に

大きく削られるが、不整形を呈すると思われる。規模現存値で4．70×3．95m、深さ18～32cmを測る。面積現存

値で15．2㎡。床面平坦で炉跡周辺に硬化面がみられた。柱穴掘り込みのしっかりしたものもあるが、規則性は

見えない。炉跡地床炉で、119×76cm、深さ4cmほどの掘り込みがある。遺物覆土中から土器片を出土し、深鉢

を1個体（Nd）図示した。石器は、石鎌2点・打製石斧12点・磨石2点・石棒2点・結晶片岩2点が出土した。

　J－11号住居跡〔第6・15・19図、図版2・7〕

位置X67・68、Y144・145グリッド。本住居は台地縁辺部に立地し古墳時代の住居跡R－1に大きく削られている。

D－453・796・906・907と重複するが、新旧関係は不明である。形状不整形を呈する。規模検出値で6．00×5．00m、

深さ20～25cmを測る。面積現存値で18．7㎡。床面北側に向かって緩やかに低くなる。炉跡周辺を中心にやや固

くしまっていた。柱穴10基検出した。P2・3・7・9・10は掘り込みも深くしっかりしているが、規則性が見えな

い。炉跡埋甕炉を検出。その東側に自然石が配置された状態で出土。遺物土器の出土量は少ない。深鉢を1個

体（Nα1）図示した。炉体土器は脆弱であるため図示しなかった。石器は、石鎌2点・打製石斧13点・磨製石斧1

点・石槍1点が出土した。

　J－12号住居跡〔第6－15・19図、図版2・6・7〕

位置X64・65、Y147・148グリッド。台地縁辺部に立地し、D－797・940と重複する。形状不整形を呈する。規模

5．10×4．55m、深さ36～51cmを測る。面積18．1㎡。床面平坦で比較的よくしまっており中央部が顕著である。

柱穴P1～4が主柱穴と考えられる。D－797は、床面で確認し本住居跡に伴うものと考えるが、用途などは不明

である。炉跡中央部に80×43c血、深さ3cmほどの掘り込みを持っ地床炉を検出した。その東側に40×30cmの楕円

形を呈する焼土範囲を検出。地床炉脇には石皿片が出土している。遺物上層から床面にかけて土器片を比較的多
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く出土し、深鉢を4個体（Nα1・2・3・6）図示した。石器は、石鎌片1点・打製石斧17点・磨石1点・石皿片1点・

棒状石器3点・結晶片岩3点が出土した。

J－13～16号住居跡　欠番

　J－17号住居跡〔第7・15図、図版2・6・7〕

位置X61・62、Y154・155グリッド。本住居跡の南東約5．5mに」一18、南西約5．OmにJ－19が隣接し、D－998と重

複する。形状円形を呈する。規模5．60×5．35m、深さ41～57cmを測る。面積23．7㎡。床面中央部分に硬化面

を検出した。柱穴12基検出した。P1・2・4・5・6・12が主柱穴と考えられる。規則性があり、掘り込みもしっ

かりしている。炉跡20×10cmの焼土範囲を検出した。遺物上層から床面にかけて多くの土器片を出土し、覆土

出土の耳栓（Nd）と床面付近から出土の深鉢（M2）を図示した。石器は、石鎌1点・打製石斧20点・磨石1点が

出土した。

　J－18号住居跡〔第19図、図版7〕

位置X63、Y156・157グリッド。本住居跡の北西約5．5mにJ－17、西約9．OmにJ－19があり、A－1、D－687と重

複する。形状不整形を呈する。規模2．65×2．60m、深さ41～50cmを測る。面積8．9㎡。床面ほぼ平坦だがしま

りに欠ける。柱穴壁に沿って巡るが、大きさも深さもまちまちで規則性は見えない。炉跡確認されなかった。

遺物土器の出土量は少ない。石器は、打製石斧3点が出土した。

　J－19号住居跡〔第7・15図〕

位置X59・60・61、Y156・157・158グリッド。本住居跡の北東約5mにJ－17、東約9mにJ－18、南東約5．5mに」

一21がある。形状西半分が調査区外であり北側にi麗乱があるが、円形を呈すると思われる。規模検出値で6．95×

3．90m、深さ27～35cmを測る。面積検出値で23．6㎡。床面焼土範囲を囲むようにしっかりした床面を検出した。

柱穴10基検出したが、規則性がなく判然としない。P1・6は掘り込みがしっかりしている。炉跡36×35cmの焼

土範囲を検出した。遺物覆土中から多くの土器片を出土し、深鉢を1個体（Nα1）図示した。石器は、石鎌3点・

打製石斧11点・削器1点・磨石2点が出土した。

　J－20号住居跡〔第15図〕

位置X74・75、Y163・164グリッド。本住居の北西約4mにJ－22、西約2mにJ－24が隣接し、W－8、D－801・802

に切られる。形状隅丸長方形を呈する。規模5．85×5．30m、深さ13～25cmを測る。面積26．7㎡。床面緩やか

に南に下がり中央付近1こ僅か硬化面が確認できた。柱穴主柱穴は特定できないが、P1・2・3・6が掘り込みも

深くしっかりしている。炉跡確認されなかった。遺物覆土中から土器片を出土し、深鉢（Nα1）を図示した。石

器は、打製石斧4点・磨石2点・石皿片4点・球形の石1点が出土した。

　J－21号住居跡

位置X61・62、Y159・160グリッド。本住居の北東約10mにJ－18、北西約5．5mにJ－19、南西約12．5mにJ－23が

あり、A－1に切られる。形状楕円形を呈する。規模4．80×4．35m、深さ26～37cmを測る。面積17．0㎡。床面

平坦で中央部が固くしまっていた。柱穴P1・2は深さも規模も良好ではあるが、規則性がない。炉跡P5の北

に焼土範囲を検出した。規模は24×12cm。遺物土器片は主に上層から出土したが、深鉢（NQ1）は床面付近からの

ものである。石器は、石鎌1点・打製石斧27点・磨石1点・石棒1点が出土した。

　J－22号住居跡〔第19図、図版7〕

位置X73・74、Y161・162グリッド。本住居の南東約4mにJ－20、南約5．5mにJ－24が隣接し、D－721と重複す

る。形状隅丸方形を呈する。規模3．20×3．05m、深さ23～43cmを測る。面積8．1㎡。床面僅か中央部が低いが、

ほぼ平坦と言える。柱穴5基検出したが、規則性はない。炉跡確認されなかった。遺物土器の出土量は少ない。
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石器は、石錐1点・打製石斧19点・磨石1点・未加工の菊翠1点・板状の結晶片岩1点が出土した。

　J－23号住居跡

位置X58・59、Y162・163グリッド。A－1と重複し本住居が切られるが、影響は少ない。形状楕円形を呈する。

規模3．60×3．35m、深さ18～30cmを測る。面積9．3㎡。床面ほぼ平坦で、中央部は固くしまる。柱穴P1・3・

6・9に規則性が見られるが、P9の掘り込みは浅い。炉跡明確な炉は検出していないが、中央部に凹凸が見ら

れ地床炉の可能性もある。遺物土器の出土は少ない。石器は、打製石斧片2点・磨製石斧片1点・石皿片1点・

結晶片岩1点が出土した。

　J－24号住居跡

位置X72・73・74、Y163・164グリッド。本住居の東約2mにJ－20、北約5．5mにJ－22が隣接し、D－814と重複す

る。形状楕円形を呈する。規模4．70×4．15m、深さは残りの良いところで11cmを測る。面積15．6㎡。床面平

坦で中央部がわずかくぼむ。南壁から中央部にかけて固い床面が検出され、出入口を想起させる。柱穴P1～4

を主柱穴とする。炉跡確認されなかった。遺物土器の出土量は少ない。石器は、打製石斧片1点・石槍1点が

出土した。

　J－25号住居跡〔第7・15図、図版2〕

位置X69、Y161・162グリッド。本住居の東約0．2mにJよ26が隣接する。周辺には土坑が群在し、D－807と重複

する。本住居は、D－807に切られる。形状楕円形を呈する。規模3．20×2．95m、深さ19～28cmを測る。面積7．6

㎡。床面平坦で、炉周辺が固くしまる。柱穴4基検出。配列も良好な主柱穴と考えられる。炉跡中央部から埋

甕炉を検出。遺物土器の出土量は少ない。炉体土器の深鉢（Nd）を図示した。石器は、打製石斧4点・多孔石1

点・結晶片岩1点が出土した。

　J－26号住居跡〔第19図、図版7〕

位置X69・70、Y161・162グリッド。本住居の西約0．2mにJ－25が隣接し、D－746・765と重複する。形状楕円形

を呈する。規模4．00×3．45m、深さは49～35cmを測る。面積10。5㎡b床面平坦で中央部がわずかにくぼむ。

柱穴1基のみ検出。炉跡確認されなかった。遺物土器の出土量は少ない。石器は、石鎌2点・打製石斧15点・

棒状石器1点が出土した。

　（2）土坑〔第8・9図、第2・3表、図版2〕

．縄文時代の土坑は753基を検出し、多くの遺物を伴出している。その分布状況は、疎密がはっきり分かれる。平

面形は、円形を呈するものが383基、楕円形324基、隅丸長方形1基、不整形45基である。断面形は、袋状を呈す

るものが179基、直下り142基、台形状262基、皿状147基、不整形23基である。また、その所属時期は、中期中葉

に属するものがほとんどである。紙面と時間的な制約から一部の土坑についてのみの記載となるため、各土坑の

計測値等を第2・3表にまとめた。

　D－43号土坑　X83、Y137グリッド。J－2の南西約2、5mに位置する。北側には土坑が群在し、浅めのD－44を

切る。平面形は円形を呈し、袋状の断面形状をもう。遺物は、下層から顔料付着の自然石のほか、胴部下半の深

鉢（Nα2）を横位で、また鉢（Nα1）も出土した。石器は、打製石斧・磨石・多孔石等が出土した。

　D－61号土坑　X80・81、Y133グリッド。J－5の東約1mに位置する。W－6と重複し撹乱もみられたが、遺構

への影響は浅いため少ない。平面形は隅丸長方形で断面形は直下りを呈し、他の土坑の平面形態とは様相を異に

する。遺物はほとんどなく、黒曜石片が底面から出土した。

　D－93号土坑　X84、Y136グリッド。J－2の北約l　mに位置する。平面形は不整形を呈し、断面形は掘り込み

の深い袋状である。遺物は、中層から倒位で深鉢胴部下半、下層から赤色塗彩された鉢（Nα1）を出土。石器は、

打製石斧6点・磨石2点が出土した。

一10一



D－114号土坑　X87、Y136グリッド。周辺には土坑が群在する。平面形は不整形を呈し、断面形も不整形を呈

し浅い。遺物は、潰れた状態で深鉢（Nα1）が横位で出土した。石器は、磨石が1点出土した。

D－122号土坑　X87・88、Y137・138グリッド。一部擬乱を受ける。楕円形の平面形を呈し、断面形は台形状を

呈す。遺物は、覆土下層から自然石とともに深鉢胴部下半（Nα1）を横位で出土した。石器はない。

D－135号土坑　X80、Y137グリッド。周辺には土坑が群在しD－31と重複する。平面形は円形を呈し、断面形

は袋状を呈す。底面は、ややすり鉢状を呈す。深鉢（Nα1）は、中層から斜位で出土した。石器は、石鎌が1点・

打製石斧2点が出土した。

D－139号土坑　X84、Y137グリッド。」一2と重複する。新旧関係は、本土坑のほうが」一2より新しい。また

周辺には土坑が群在する。平面形はほぼ円形で、断面形は台形状を呈す。鉢（Nα1）、深鉢（Nα2・3）は、」一2の

床面より高い位置から破片で出土している。石器は、打製石斧が1点出土した。

D－142号土坑　X82、Yl34グリッド。周辺には土坑が群在する。平面形は楕円形を呈し、断面形は台形を呈す。

底面はすり鉢状。遺物は、深鉢口縁部（Nα1）が磨石や角礫と共に下層から破片で出土した。

D－144号土坑　X84・85、Y136グリッド。周辺には土坑が群在する。平面形はほぼ円形を呈し、断面形は袋状

を呈す。遺物は、自然石のほか中層から深鉢（Nα1）が正位で出土している。石器は、打製石斧・磨石等が出土した。

D－145号土坑　X85・86、Y138・139グリッド。周辺の土坑はまばらであった。平面形はほぼ円形を呈し、断面

形は直下りを呈す。遺物は少ない。ミニチュア土器（恥1）は、上層から出土した。石器はない。

D－150号土坑　X83、Y139グリッド。一部撹乱を受ける。平面形は円形を呈し、断面形は袋状を呈す。遺物は、

深鉢（Nα1）が下層から横位で出土。石器は、打製石斧・磨石・棒状石器等が出土した。

D－151号土坑　X71、Y140・141グリッド。」一6の北側に接するように位置する。周辺に土坑は見あたらない。

平面形は楕円形を呈し、南北に長軸を持つ。断面形は台形状を呈す。遺物は、石器類が主体を占め、打製石斧2

点・磨石3点・石皿片1点（Nd）・棒状石器1点・瑛：状耳飾片（Nα2）等が自然石と共に出土した。

D－152号土坑　X71、Y142グリッド。J－6の南約1．5mに位置する。南側には土坑が群在する。平面形は円形

で、断面形は台形状を呈し浅い。遺物は、深鉢上半（Nq1）が破片で出土した。石器は、打製石斧2点が出土した。

D－170号土坑　X74、Y142・143グリッド。J－7の西約7mに位置する。平面形は楕円形で、断面形は皿状を

呈し浅い。遺物は、深鉢（Nα1）が上層から横位で出土した。

D－175号土坑　X74、Y143・144グリッド。周辺には土坑が群在する。平面形は楕円形を呈し、断面形は台形を

呈す。遺物は、上層から破片の状態の深鉢（Nα1）、中層から深鉢底部（Nα2）を出土。石器は打製石斧・磨石が出

土した。

D－191号土坑　X72、Y143グリッド。J－6の南東約6mに位置する。周辺には土坑が群在。平面形は楕円形

を呈し、断面形は皿状を呈す。遺物は、完形の深鉢（恥1）が底面付近から出土した。石器は、打製石斧2点・磨

石1点が出土した。

D－224号土坑　X76・77、Y144・145グリッド。A－1と重複する。周辺には土坑が散在する。平面形は楕円形を

呈し、断面形は直下りを呈す。遺物は、ほぼ完形の深鉢（Nα1）が底面付近から横位で出土した。

D－225号土坑　X77、Y145グリッド。D－224の南東約1．5mに位置する。平面形は円形を呈し、断面形は直下

りを呈す。遺物は、ほぼ完形の無文の深鉢（Nα1）が中層から横位で出土した。石器は、打製石斧2点が出土した。

D－275号土坑　X67、Y145・146グリッド。」一11の南約1mに位置する。周辺には土坑が群在し、D－276と重

複する。平面形は楕円形を呈し、断面形は袋状を呈す。遺物は、土製品（Nα1）等があるが石器が主体を占め、石

鎌・打製石斧等を出土した。礫102個出土。・

D－281号土坑　X68・69、Y146グリッド。周辺には土坑が群在しD－458と重複する。平面形は円形を呈し、断

面形は台形状を呈す。遺物は少ない。深鉢胴部下半（Nα1）が横位で出土した。石器は磨石1点が出土した。

D－335・336号土坑　X73、Y151グリッド。周辺の土坑の分布は、散在傾向にある。重複土坑であるが、新旧

関係は不明である。D－335の平面形は円形を呈し、断面形は一部袋状を呈す。遺物は、深鉢胴部下半（Nd）が出

土した。D－336の平面形は楕円形を呈し、断面形は直下りを呈す。遺物は、ほぼ完形の深鉢（M1）が出土した。

D－366号土坑　X68、Y146グリッド。周辺には土坑が群在する。D－278・454と重複するが重複状態は判然とし

ない。平面形は円形を呈し、断面形は台形状を呈す。遺物は、ほぼ完形の深鉢（Nα1）が中層から横位で出土した。
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石器はない。

D－465号土坑　X65、Y149グリッド。J－12の南東約4．5mに位置する。重複土坑で、D－464に切られる。平面

形は楕円形を呈し、断面形は台形を呈す。遺物は少ない。深鉢底部下半（Nq1）は、底面から横位で出土した。石

器は、打製石斧・棒状石器を出土した。

D－512号土坑　X63、Yl55グリッド。J－17の東約3．5mに位置する。平面形は円形を呈し、断面形は袋状を呈

す。遺物は、中層から深鉢（Nα1・2）が破片で出土した。石器はない。

D－523号土坑　X70、Y143グリッド。J－17の南約5mに位置する。平面形は円形を呈し、断面形は直下りを

呈す。遺物は、下層から深鉢胴部下半（Nα1）を斜位で出土した。石器はない。

D－554号土坑　X70、Y155・156グリッド。周辺の土坑はまばらである。平面形は不整形を呈し、断面形も不整

形を呈す。遺物は、深鉢（M1・2）を出土した。石器は、打製石斧・磨石等が出土した。礫は186個出土。

D－623号土坑　X65、Y153グリッド。周辺には土坑が群在する。重複土坑でD－627を切るが、D－493との新旧

関係は不明である。平面形は円形を呈し、断面形は直下りを呈す。遺物は、中層から浅鉢片（Nα1）、下層から深

鉢底部（Nα2）が出土した。石器は多く、打製石斧5点・磨石1点・棒状石器2点が出土した。

D－628号土坑　X66、Y155・156グリッド。周辺には土坑が群在する。平面形は楕円形を呈し、断面形は直下り

を呈し浅い。遺物は土器片を多量に出土し、深鉢片（Nα1・2）が復元できた。石器はない。

D－635号土坑　X66、Y160グリッド。周辺には土坑が群在する。平面形は楕円形を呈し、断面形は袋状を呈す。

遺物は、中層から深鉢口縁部片（Nα2）、下層からほぼ完形の鉢（Nd）が斜位で出土した。石器は、石鎌1点・打

製石斧3点が出土した。

D－661号土坑　X68、Y165・166グリッド。他の土坑とやや距離を置く位置にある。平面形は楕円形を呈し、断

面形は袋状を呈し径の割には深さがある。遺物は、底面付近から半完形の深鉢2個体（Nα1・3）とほぼ完形の浅鉢

（Nα2）が出土した。

D－678号土坑　X61・62、Y156グリッド。J－17の南東約1mに位置する。平面形は楕円形を呈し、断面形は直

下りを呈す。土器片は少なく、大型の自然石と共に磨石・敲石・多孔石等が出土した。

D－688号土坑　X70、Y160・161グリッド。D－637と重複する。新旧関係は不明。平面形は円形を呈し、断面形

は袋状を呈す。遺物は、土器片が中層から多量に出土し、半完形の深鉢（Nq1・2・3・4）が復元できた。石器は、

磨石が2点出土した。

D－689号土坑　X63・64、Y157グリッド。周辺には土坑が群在する。D－669・670・711と重複するが新旧関係は

不明である。平面形は不整形を呈し、断面形も不整形を呈す。遺物は、石柱状の石と共に土器片を多量に出土し、

半完形の深鉢（Nα1・2）が復元できた。

D－725号土坑　X65・66、Y164・165グリッド。D－736と重複し、本土坑が切られる。平面形は楕円形を呈し、

断面形は台形状を呈す。遺物は、大型の自然石と共に深鉢（恥1）が出土した。

D－739号土坑　X66、，Y160グリッド。周辺には土坑が群在する。平面形は円形を呈し、断面形は袋状を呈す。

遺物は、下層から焼町系の深鉢（Nα2）が潰れた状態で出土し、ほぼ完形に復元できた。また深鉢口縁部片（NQ1）

も出土。石器は、多孔石が出土した。

D－754号土坑　X62、Y161グリッド。J－21の南東約5．5mに位置し、同形態の土坑が隣接する。平面形は円形

を呈し、断面形は一部袋状を呈す。遺物は、舟形状の異形土器（N“）や打製石斧が出土した。礫は227個を数える。

D－780号土坑　X68、Y162・163グリッド。J－25の南西約4．5mに位置する。平面形は不整形を呈し、断面形は

台形状を呈す。遺物は、大型の自然石下からほぼ完形の深鉢（Nα1）が出土した。石器は、石鎌・打製石斧・削器・

棒状石器が出土した。

D－793号土坑　X78、Y152・153グリッド。J－10を切る。平面形は楕円形を呈し、断面形は袋状を呈す。遺物

は、深鉢胴部下半（Nα1）が出土し、礫221個出土。

D－807号土坑　X69、Y162グリッド。」一25を切る。平面形は円形を呈し、断面形は直下りを呈す。遺物は、

下層からほぼ完形の小型深鉢（Nα1）が斜位で出土した。石器は、打製石斧が4点出土した。

D－809号土坑　X69、Y163グリッド。J－25の南約3．5mに位置する。周辺には土坑が散在する。平面形は楕円

形を呈し、断面形は直下りを呈す。遺物は、北壁に寄りかかるように勝坂系の深鉢（NQ1）が出土した。石器は、
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石皿片が出土した。

　D－812号土坑　X65、Y160・161グリッド。D－749と重複し、周辺には土坑が散在する。平面形は円形を呈し、

断面形は袋状を呈す。遺物は、南壁際下層からほぼ完形の浅鉢（Nα1）と半完形の深鉢（Nq2）を出土した。石器は

磨石を1点出土し、礫も90個出土した。

　D－819号土坑　X64・65、Y159グリッド。周辺には土坑が群在する。平面形は楕円形を呈し、断面形は台形状

を呈す。遺物は、完形の深鉢（Nα1）が斜位で出土した。石器は、削器が出土した。

　D－841号土坑　X71、Y156・157グリッド。D－842と僅かに重複する。周辺には土坑が少ない。平面形は楕円形

を呈し、断面形は袋状を呈す。遺物は、深鉢2個体（Nα2・3）と大型浅鉢片（Nd）が共伴している。

　D－930号土坑　X66、Y147グリッド。周辺には土坑が群在する。平面形は楕円形を呈し、断面形は台形を呈す。

遺物は、深鉢胴部（Nd）と浅鉢片（Nα2）が出土した。

　D－931号土坑　X66、Y146グリッド。」一11と12の中間に位置する。平面形は円形を呈し、断面形は袋状を呈

す。遺物は、こぶし大の円礫・角礫の直下から半完形深鉢（Nα1）を出土した。石器は、円礫・角礫と共に磨石が3

点・石皿片1点が出土した。

　D－950号土坑　X67、Y149グリッド。J－12の南東約9mに位置する。平面形は円形を呈し、断面形は皿状を

呈す。遺物は、ほぼ完形の深鉢（Nq1）が潰れた状態で出土した。

　D－979号土坑　X64・65、Y151グリッド。周辺には土坑が群在。平面形は円形を呈し、断面形は直下りを呈す。

遺物は、大型浅鉢（Nα1）が底面付近から破片で出土した。

　D－984号土坑　X64・65、Y150グリッド。J－12の南約8．5mに位置する。周辺には土坑が群在する。平面形は

円形を呈し、断面形は袋状を呈す。遺物は、北陸系の大型深鉢（Nα1）が底面付近から大きな破片で出土し、完形

に復元できた。石器は、打製石斧5点・磨石1点が出土した。

　D－1015号土坑　X65、Y156・157グリッド。J－18の東約5．5mに位置し、周辺には土坑が群在している。平面

形は楕円形を呈し、断面形は台形を呈す。遺物は、突起部を欠損しているがほぼ完形の深鉢（Nα1）が斜位で出土

した。石器はない。

　D－1072号土坑　X65、Y160グリッド。H－14カマドの真下から検出されたものである。平面形は楕円形を呈し、

断面形は台形を呈す。遺物は、半完形の深鉢（Nα1）を横位で出土した。石器は磨石が1点出土した。

　D－1077号土坑　X78、Y155グリッド。」一10の南約8．5mに位置する。平面形は楕円形を呈し、断面形は直　

りを呈す。遺物は、半完形の深鉢（Nα1）を斜位で出土した。石器は、打製石斧等が出土した。

（3）遺　物

土　器〔第15～18図、第4表、図版6・7〕

　当遺跡からは、多量の土器が出土している。その所属時期は前期から中期にわたるが、大半は中期中葉に属す

るものである。これらの土器を皿群に大別した。（II群は、概ね房谷戸遺跡1に準拠して分類した。）

　1群前期に属する土器。

　II群　中期中葉に属する土器。

　　a：南関東系の土器。（1：勝坂系　2：阿玉台系）

　　b：在地系の深鉢土器。（1：三原田式　2：焼町系　3：1・2以外のもの）

　　c：北陸地方及び東北地方南部の影響を受けたと思われる土器。（1：火焔系　2：大木系）

　　d：無文及び縄文のみ施文される深鉢形土器。（1：無文　2：縄文施文）

　　e：深鉢以外の器形の土器。（1：中型以下の浅鉢　2：大型の浅鉢　3＝鉢）

　III群　中期後半に属する土器。（加曽利E式）

　石器〔第19図、第5表、図版7〕

　出土した石器類は多量であるが紙面の制約から、石鎌12点・石錐3点・石匙2点・打製石斧13点・磨製石斧4

点・削器1点・磨石7点・石皿8点・多孔石1点・棒状石器6点・石槍3点・その他5点の計65点を観察表に掲

載した。なお、磨石のうち凹石兼用のものが3点、石皿のうち多孔石兼用のものが5点ある。
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　　　　　　　　　　　　　第3表　縄文土坑別石器出土表
磨石のうち凹石や敲石を兼ねるものがあり、数量は磨石に加えたが、凹石・敲石の欄の（）内に数値を記入した。

石皿のうち多孔石を兼ねるものカ§あり、数量は石皿に加えたが、多孔石の欄の（）内に数値を記入した。

番号

石鎌 石錐 石匙 打石斧 磨石斧 削器 磨石 凹石 敲石 石皿 多孔石 棒状 石槍 その他

合計 番号

石鎌 石錐 石匙 打石斧 磨石斧 削器 磨石 凹石 敲石 石皿 多孔石 棒状 石槍 その他

合計

D－1 1 1 D－144 2 1 3

D－14 1 1 D－147 1 1

D－15 1 1 D－150 2 3 （1） 1 1 7

D－17 3 1 4 D－151 1 1 4 6

D－21 1 1 2 D－152 2 2

D－28 1 3 4 D－154 1 2 3
D－32 1 1 D－156 2 1 （1） 1 4

D－34 5 1 6 D－160 1 1

D－36 3 3 D－163 1 3 1 （1） 1 6

D－38 2 1 3 D－164 1 1 （1） 2

D－41 1 1 D－165 1 1

D－42 1 1 D－168 3 3
D－43 3 1 （1） （1） 1 5 D－169 2 2

D－45 2 2 D－173 1 1

D－46 1 2 1 1 5 D－174 2 2

D－47 1 1 D－175 1 3 4

D－48 1 1 D－176 1 1

D－49 2 2 D－177 1 1

D－67 1 1 D－180 1 1

D－85 1 （1） 1 D－182 2 1 2 5

D－86 1 1 D－184 1 1 2

D－87 3 1 4 D－188 2 2 （1） 4

D－88 1 1 D－191 2 1 3

D－89 2 4 （1） 6 D－194 1 1

D－90 1 1 D－195 1 1 2

D－93 6 2 （1） 8 D－196 2 2

D－94 1 1 D－201 1 1

D－96 2 2 D－216 2 2

D－98 7 1 1 9 D－217 1 1

D－99 1 1 D－222 1 1
D－103 1 1 D－225 2 2
D－104 1 1 D－231 1 1
D－106 1 1 D－250 1 1
D－112 1 1 D－257 1 1
D－113 1 1 D－265 1 1
D－114 1 1 D－274 1 1
D－117 1 1 D－275 1 2 1 2 6
D－125 1 1 2 D－276 1 1
D－127 1 1 D－277 1 1
D－128 4 3 1 （1） 8 D－279 1 1
D－130 1 1 2 D－280 1 1 2
D－131 1 1 D－281 1 1
D－134 1 1 D－282 3 3
D－135 1 2 3 D－285 1 1 1 3
D－137 1 1 D－288 2 2 4
D－138 1 1 1 3 D－297 1 1
D－139 1 1 D－298 1 1
D－142 1 1 D－299 1 1
D－143 1 1 D－300 1 1 2
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番号

石鎌 石錐 石匙 打石斧 磨石斧 削器 磨石 凹石 敲石 石皿 多孔石 棒状 石槍 その他

合計 番号

石鎌 石錐 石匙 打石斧 磨石斧 削器 磨石 凹石 敲石 石皿 多孔石 棒状 石槍 その他

合計

D－301 2 2 D－554 2 1 （1） 1 4
D－313 1 1 D－555 2 1 3
D－338 1 1 D－558 5 2 7
D－360 1 1 2 D－559 2 2
D－369 2 2 D－564 1 1 2
D－381 1 1 1 3 D－567 1 1
D－382 3 3 D－568 1 1
D－383 1 1 2 D－576 1 1
D－384 10 3 （2） 1 1 15 D－578 1 （1〉 1
D－401 2 2 D－581 1 1 2
D－402 1 （1） 1 D－582 1 1
D－406 1 1 D－589 1 1
D－412 1 4 1 （1） 6 D－599 2 2
D－417 1 1 D－600 1 1
D－425 1 （1） 1 D－602 2 2
D－426 2 2 D－607 1 1
D－438 1 2 3 D－611 1 1
D－439 1 1 D－612 1 1
D－440 1 1 D－621 2 1 3
D－445 1 1 1 1 4 D－623 5 1 2 8
D－449 2 2 D－624 2 2
D－450 1 1 D－625 2 2
D－453 2 1 3 D－626 2 2 1 （1） 5
D－454 1 1 D－631 1 （1） 1
D－465 2 1 3 D－633 1 1
D－472 1 1 D－635 1 3 4
D－474 2 1 3 D－637 2 1 3
D－476 3 1 4 D－642 1 （1） 1
D－477 4 1 1 6 D－643 1 1
D－483 3 1 4 D－647 1 5 2 1 （1） 9
D－484 1 1 1 3 D－652 1 1
D－486 4 1 （1） 5 D－654 2 2
D－488 1 1 D－661 1 1
D－493 1 1 D－666 2 1 3
D－498 1 1 D－667 1 1
D－499 2 3 1 1 7 D－668 1 1
D－500 1 1 （1） 2 D－669 3 1 1 （1） 2 7
D－508 8 1 1 （1） 2 12 D－671 1 1 2
D－510 1 1 2 D－677 4 1 1 6
D－515 1 2 （1） 3 D－678 1 1 1 1 4
D－518 1 1 D－680 1 1 2
D－519 1 2 4 1 8 D－683 1 1
D－521 1 1 D－688 2 2
D－525 5 5 D－690 1 2 2 5
D－526 1 1 1 3 D－696 2 （2） 1 3
D－527 1 1 D－698 2 2
D－528 2 2 D－700 1 1 1 3
D－529 1 1 D－708 1 1
D－535 1 2 3 D－709 1 1
D－536 5 1 （1） 6 D－715 1 1
D－542 1 2 3 D－719 1 1
D－550 3 3 D－720 1 1
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番号

石鎌 石錐 石匙 打石斧 磨石斧 削器 磨石 凹石 敲石 石皿 多孔石 棒状 石槍 その他

合計 番号

石鎌 石錐 石匙 打石斧 磨石斧 削器 磨石 凹石 敲石 石皿 多孔石 棒状 石槍 その他

合計

D－721 1 ！ D－899 1 1
D－722 1 1 D－914 4 1 5
D－724 2 2 D－925 1 1
D－725 1 1 D－926 1 1
D－728 1 1 D－929 1 1
D－739 1 1 D－930 1 1
D－741 1 1 D－931 3 （1） 1 1 5
D－745 1 1 D－932 1 1
D－752 3 1 4 D－944 1 1 2
D－754 1 1 D－947 1 1
D－755 3 3 D－950 1 1
D－756 1 1 D－956 1 1
D－765 1 1 D－957 1 1
D－780 1 2 1 1 5 D－960 1 4 5
D－803 1 1 D－961 1 1 2
D－806 1 1 D－963 1 1
D－807 4 1 5 D－979 1 1 2
D－809 1 1 D－983 5 1 6
D－810 4 1 1 6 D－984 5 1 （1） 6
D－811 1 1 D－986 1 1
D－812 1 （1） 1 D－992 1 1
D－815 2 1 3 D－997 1 1
D－816 3 1 4 D－998 1 1
D－818 1 1 D－999 1 1
D－819 1 1 D－1003 4 1 5
D－823 1 1 D－1004 1 1
D－824 1 1 D－1005 1 （1） 1
D－828 1 1 2 D－1006 1 1
D－832 2 2 D－1007 8 1 9
D－834 1 1 D－1013 1 1
D－835 1 （1） 1 D－1020 1 1
D－836 2 2 1 （1） 1 6 D－1022 2 2
D－838 2 2 D－1023 1 1 2
D－841 1 1 D－1024 1 1
D－842 1 1 D－1025 1 1 2
D－843 1 1 D－1027 1 1
D－850 4 1 5 D－1030 3 1 4
D－854 1 1 D－1037 1 1
D－861 1 1 D－1039 1 1
D－870 1 2 3 D－1042 1 1
D－871 1 1 D－1043 1 1
D－873 1 1 1 3 D－1052 1 （1） 1
D－874 2 2 D－1056 2 2
D－875 2 2 D－1063 1 1
D－876 1 1 D－1064 1 1
D－877 2 2 D－1066 1 1 2
D－884 1 1 D－1072 1 （1） 1
D－894 1 1 D－1077 2 1 3

合計 27 8 1鵬 2 13 伽 1 2 22 7 39 1 57 688
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第4表　縄文土器観察表

胎土は細粒（0．9㎜以下）中粒（1．0～1．9㎜）粗粒（2．0㎜以上）とした。焼成は、極良・良好・やや不良の三段階とした。

観察表の遺構番号は報告書の付番、台帳番号は調査時の付番を表す。（）は推定値、［］は現存値を表す。

出土位置　NQ一

台帳番号 器種
①胎土②焼成③色調④残存
器高×口径×底径（cm） 器形の特徴・文様要素・文様構成

」一1－1
」一1Nα1 浅鉢

型

①粗粒②やや不良③7．5YR6／6榿
口縁～体部片⑤一×［34．0］×一

口縁は内湾する。無文。IIe2

J－2Nα1 ①中粒②良好③2．5YR4／8赤褐 口唇上に孔のある突起を付しそこから把手が続く。口縁は無文。口縁・頸部境
④口縁～頸部片・胴部～底部 に1条の隆帯が巡り隆線による渦巻文や上下に互いちがいの押奈による波状

J－2－1 深鉢 ⑤（57．2）×（34。4）×13．6 文を施す。胴部は隆線のクランク文を底部まで5単位置く。地文に縄文RL。
口縁部と胴部との接合部は認められないが、観察の結果同一個体と考える。
II　b1

」一2Nα30・34 ①中粒②良好③2．5YR3／4暗赤褐 波状口縁。口縁に沿って中空状突起を巡らす・口縁から頸部は無文。頸・胴部

J－2－2 深鉢
④口縁～底部
（59．5）×（38．0）×12．6

境には隆帯が1周する。胴部上位は、横位S字状隆線を6単位配すと思われ
。下位は2条1組の隆線を4単位と1条の隆線を垂下する。地文に縄文
RL。

」一2Nα35・84 ①中粒②良好③5YR4／4鈍い赤褐 器形は頸部は直立状で、膨らみの強い胴部上半と筒形と思われる胴部下半か

J－2－3
深鉢

形

④口縁～胴部
［17．2］×12．8×一

らなる壼形状である。口縁部に幅広の角押文が2条めぐり、頸部は無文。胴

上半は幅広の角押文を2条施し、その下に幅広で浅めの沈線で弧状及び変
形した楕円状文を施文する。地文に縄文RL縦位・II　a1

」一2－4
J－2Nα79

深鉢
①中粒②良好③2．5YR5／8明赤褐
胴部片⑤［20．3］×一×一

環状突起を曲隆線で繋ぎ、太めの沈線が沿う。その間を沈線による鋸歯状・
く」の字状文や印刻三叉文等で埋める。II　b3

」一2Nα81 ①中粒②良好③2．5YR3／4暗赤褐 環状・双環状突起を曲隆線で繋ぎ、太めの沈線が沿う・間を沈線文で埋め、印
」一2－5 深鉢 ④口縁～胴部3／5残 刻三叉文や刻み目列等が施される。地文に縄文RL。II　b3

⑤［22．6］×（23．0）×一

J－5Nα51・67 ①中粒・雲母含む②良好 隆帯により口縁部、頸部、胴部を3分割する。双波状の突起を付す。口縁部
」一5－1 深鉢 ③5YR6／6榿④口縁～胴部 は楕円区画を4単位配し中に波状沈線を施す。頸部には波状平行沈線を施す。

⑤［35。1］×26．3×一 胴部は、刻み入り隆線を垂下し、平行沈線を波状または横位に施す。II　a2

」一5一括 ①中粒・雲母含む②良好 肥厚する口縁の長軸側は双波状を呈する。文様はなく、内面を丁寧に研磨。
」一5－2 異形土器 ③2．5YR6／6榿④口縁～底部2／3残 D－754からも形状の似ている異形土器のほぼ完形品が出土している。

⑤6．5×［11．0］×［5．5］

J－5一括 ①中粒②良好③2．5YR5／8明赤褐 口唇上の突起は隆線によるが、横位S字状か。また、隆線に沿ってペン先状
④口縁～底部 刺突文を施す。頸部は無文。頸・胴部境と胴部には隆帯が巡り、3分割される。

」一5－3 深鉢 ⑤49．3×（32．0）×（12．5） 上位は環状突起に連結した曲隆線が主体で、幅広の沈線、鋸歯状沈線やペン
先状刺突文を充填。中位も隆線が主体で、連続する三角枠を形成し、枠内に
は沈線やペン先状刺突文を充填する。下位は無文。II　a1

J－5一括 ①中粒・雲母含む②良好 頸部から口縁に向かいラッパ状に開き、平口縁を呈す。施文は縄文LR。
」一5－4 深鉢 ③2．5YR5／4鈍い赤褐 II　d2

④口縁～胴部⑤［16．5］×19．3×一

」一6Nα9 ①細粒・雲母僅か含む②良好 胴部上位に刻みのある隆帯で横位楕円区画文を4単位配し、隆線で連結させ
J－6－1 深鉢 ③2．5YR4／6赤褐④胴部～底部 る。区画内は爪形文を施文し、中央部に長めの沈線を横走させるものも見え

⑤［15．5］×一×（12．0） る。胴部下半は無文。II　a1

J－9－1

」一9Nα6・50・60・144
浅鉢
型

①中粒②良好③5YR4／8赤褐
口縁～底部2／5残
13．0×（38．0）×12．0

平口縁を呈し、口唇部は僅かに外反する。口縁部は内湾し、無文で内外面と
丁寧な磨き。II　e2

J－9Nα99・126 ①中粒②良好③2．5YR5／6明赤褐 胴部下位に膨らみを持つ。口唇に沿って幅広の沈線が1条巡る。縄文R横位
」一9－2 深鉢 ④口縁～底部1／4残 か。II　a1

⑤16．9×（13．3）×7．7

」一9－3
J－9Nα38・39・113・114

深鉢
①中粒②やや不良③5YR4／6赤褐
胴部⑤［17．5］×一×一

縄文RLを施文。II　d2

J－10－1
J－10NQ12・24・29・31・

0・74・77・80
深鉢
①中粒②良好③2．5YR3／6暗赤褐
胴部～底部⑤［14．7］×一×（12．5）

縦位隆線を5単位配すと思われる。その間は縦位の半隆起線を充填し、中心
近には沈線による意匠文を置く。II　b3

J－11Nα1 ①中粒②良好③2．5YR4／6赤褐 平口縁に中空状突起を付す。文様は爪形文入りの隆帯で3分割される・口縁
J－11－1 深鉢 ④口縁～胴部片 は相対する連弧文の隆線を施す。頸部は刻み入りの隆線で鋸歯状文を施し把

⑤［38．0］×（40．0〉x一 手を付す。胴部は隆線が垂下する。地文は縄文RL。II　c1

」一11炉Nα1 ①中粒②やや不良 炉体土器。平口縁。口唇上に突起を付すが残存が良くない。口縁に沿って指
」一11－2 深鉢 ③2．5YR5／6明赤褐④口縁～頸部片 頭圧痕の隆帯が巡るものと思われる。頸部は、隆線による相対する連弧文を

⑤一×（26．0）×一 施す。地文に縄文R横位。II　c1

J－12－1
」一12Nα6・10

深鉢
①中粒②良好③2．5YR4／8赤褐

胴部～底部⑤［2LO］×一×8．5
筒状の胴部を呈す。施文は縄文L縦位か。II　d1

J－12Nα7・8・11・12・ ①中粒・角閃石・石英・長石僅か含む 口縁部の屈曲部には隆線により横位S字状文を6単位付し、孔を設けた隆線

J－12－2
28・一括

深鉢
②良好③5YR5／6明赤褐
口縁～底部4／5残

で連結する。横位S字状隆線上には、1条の沈線を施す。頸部にはしっかり
た隆帯を巡らす。地文に縄文LR横位を施文し、横位S字状隆線や頸部隆帯

⑤28．2×22．9×11．3 にも施文。II　b1

」一12－3
J－12Nα16・30

深鉢
①中粒②良好③2．5YR3／4暗赤褐
胴部⑤［2G．0］×一×一

頸・胴部境には指頭圧痕を施す隆帯が巡ると思われる。地文は縄文RL。

I　a1

J－12Nα19 ①中粒②良好③5YR5／4鈍い赤褐 甕状を呈する深鉢であろう。縄文の入る隆帯により区画される。隆線による
J－12－4 深鉢 ④胴部片⑤［31．0］×一×一 渦巻文等が施され、問を半隆起線で充填し、円形内に刺突文を施すところも

ある。地文は縄文RL縦位。II　a1

J－12Nα27 ①中粒②良好③2．5YR3／6暗赤褐 波状を呈する口縁上に突起を付し、突起には半隆線を施す。口縁部は指頭圧
」一12－5 深鉢 ④口縁部片⑤［18．6］×一×一 痕を施す太めの隆線とS字状を呈する細めの隆線からなり中空状突起が付す

と思われる。地文は縄文RL。II　c1

」一12Nα34 ①中粒②やや不良 口縁は波状か。主突起の下位には橋状把手が付き、指頭圧痕のつく弧状の隆
J－12－6 深鉢 ③2．5YR4／6赤褐④口縁～頸部片 線と連結される。また、幅が狭小で断面三角形の隆線を施文する。地文に縄

⑤［19．0］×一×一 文RL横位。II　C　l
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出土位置
Nα一

台帳番号 器種
①胎土②焼成③色調④残存
器高×口径×底径（cm） 器形の特徴・文様要素・文様構成

J－17－1
J－17Nα1

土製品
①細粒②良好③7．5YR6／6榿
完形⑤高さ1．6×径1．6

耳栓。身部は括れる。中心部に孔が貫通。

J－17Nα3・5・7・一括 ①中粒②良好③2．5YR5／8明赤褐 口唇上に主突起と副突起を各々4単位配す。大型の主突起は山形状を呈し、

J－17－2 深鉢
④口縁～頸部⑤［3LO］×20．0×一 下位に双環状突起、コイル状隆帯、橋状把手の存在が想定されるが欠損して

る。副突起は双環状、コイル状を呈す。口縁から頸部は双環状突起を曲隆
線で連結し、間を半隆起線、印刻の三叉文等を充」眞。II　b2

J－17－3
」一17Nα19・一括

深鉢
①細粒②良好③2．5YR4／4鈍い赤褐

口縁部片⑤一×一×一
環状突起を隆線でつなぎ、頸部の隆帯に把手を連結するものと思われる。沈
は見えない。内面は丁寧な磨き。

」一19Nα16 ①中粒②良好③5YR4／6赤褐 口唇上には中空状突起を付す。また、口唇に沿って刻み入りの2条の隆帯を
J－19－1 深鉢 ④口縁～底部4／5残 巡らせ、下位の隆帯には指頭圧痕を施す。胴部は指頭圧痕の隆線を4単位垂

⑤（38．0）×（18．0）×9．0 下し区画する。地文は縄文RL縦位。Ilb1

J－20Nα1 ①中粒・輝石含む②やや不良 2条の微隆線で4単位に縦位区画する。区画内は沈線を施し縄文を充填する。
J－20－1 深鉢 ③5YR4／6赤褐④胴部下半 垂下する隆線上に縄文RL縦位を施し、太めの沈線が沿う。内面煤付着。

⑤［12．7］×一×13．0

」一21－1
J－21Nα4

深鉢
①中粒②良好③2．5YR5／6明赤褐

胴部片⑤一×一×一
3本1単位の半裁竹管による沈線を縦位に施す。II　a1

J－25炉Nα1 ①中粒②良好③5YR5／4鈍い赤褐 炉体土器。幅広の隆線により横位楕円区画を5単位に置く。区画内は、上位
J－25－1 深鉢 ④口縁部⑤［11．0］×31．7×一 中央付近の隆線による円形文や半載竹管による幅広で浅めの平行沈線文・円

形押奈文を配す。II　a1

D－31－1
D－31Nα2

ミニチュア
①中粒②良好③2．5YR4／6赤褐
口縁～底部2／5残⑤3、4×4．6×一

ミニチュア土器。口縁に補修孔ではない小穴2つ。

D－38－1
D－38NQ1・2・10・一括

深鉢
①中粒②良好③5YR4／6赤褐④胴部
［12．7］×一×一

刻み入り隆帯が1周し、その上位に隆線、沈線が施されるが詳細は不明。下
は無文。II　a1

D－43Nα12・14 ①細粒②良好③2．5YR5／4鈍い赤褐 無文。内外面丁寧な磨き。II　e3

D－43－1 鉢 ④口縁～底部2／5残
⑤［11．2］×23．0×（10．0）

D－43－2
D－43Nα15

深鉢
①中粒②良好③5YR5／6明赤褐
底部⑤［10．5］×一×12．5

胴部に縄文RL施文。底部付近は無文。II　d2

D－85Nα1 ①中粒②やや不良③5YR4／8赤褐 口縁に沿って施される2条の沈線は、4単位貼付されると思われる縦位の短

D－85－1 深鉢
④口縁～底部2／5残

23．0×14．0×10．5

めの隆線の際を縁取る。また、その下に波状の平行沈線が1条巡る。頸部か

胴部にかけて平行沈線による波状懸垂文を施文する・地文ぱ複節縄文
（RLRか）を施す。II　a1

D－93Nα2 ①細粒②良好③2．5YR4／6赤褐 口唇部は内傾し、口縁部は内湾する。口唇上には弱い沈線を巡らせ、口縁部
D－93－1 鉢 ④2／5残⑤11．5×（20．2）×（9．0） には沈線による渦巻文を施した突起を付す。内外面は丁寧な磨きで、口唇上

から外面に赤色塗彩。II　e3

D－114－1
D－114Nα1

深鉢
①中粒②良好③2．5YR5／6明赤褐
ほぼ完形⑤33．7×22．7×11．0

波状口縁。波頂部には尖鋭な小突起を付し、突起間を弧状隆線で連結する。
た隆線下には隆帯が巡り、その接合部には半円状小突起を付す。II　a1

D－122－1
D－122Nα1

深鉢
①中粒②良好③5YR5／6明赤褐
胴部～底部⑤［12．5］×一×9．0

筒状の胴部に、沈線による曲線文と鋸歯状文を施し、曲線文に沿って刺突文
置く。内面煤付着。II　a1

D－128Nα1 ①中粒②良好③5YR3／4暗赤褐 口縁は波状を呈し、その両脇に小突起を付すと思われる。口縁と小突起下に

D－128－1 深鉢
④口縁部片⑤一×一×一 付された円環文は、双環状の大きめの突起を曲隆線で繋ぎ、下方へと続く。

た、口縁下には楕円形を呈する隆線文を置くが、中に施文はない。曲隆線
間には半隆起線で施文され円形文、玉抱き三叉文等が充填される。II　b3

D－135Nα6 ①中粒②良好③5YR4／6赤褐 爪形文を配した把手が付く。頸・胴部境には爪形文が入る隆帯が巡る。頸部の

D－135－1 深鉢 ④胴部～底部⑤［19．2］×一×10．4 残された部分には縦位の平行沈線が見える。胴部は縄文RL縦位を施す。

II　a1

D－139Nα1・2。3・6・ ①細粒②良好③2．5YR5／6明赤褐 口縁部は内湾する。基本は半裁竹管による平行沈線で、口縁に沿って4条施

D－139－1 7．10 鉢 ④3／5残⑤13．2×24．4×11．2 し、胴部には渦巻文・波状文を施文する。その空間には三叉文・刺突文を置く。

内面は丁寧な磨き。II　e3

D－139聾α1・4 ①中粒②やや不良 無文。器面荒れ。II　d1

D－139－2 深鉢 ③2．5YR5／6明赤褐④胴部
⑤［14．2］×一×一

」一2内D－139Nα59 ①中粒②良好③2．5YR4／6赤褐 胴部は筒状で口縁に向かって緩く開く。無文で外面は縦位の磨き。内面は荒

D－139－3 深鉢 ④口縁～胴部2／3残 い。II　d1
⑤［12．5］×12．0×一

D－142Nα3 ①中粒②良好③5YR4／6赤褐 口唇上に中空状の大型突起と環状の小型突起を相対して配す。その突起には

D－142－1 深鉢
④口縁～頸部⑤［20．5］×15．0×一 爪形文や半裁竹管によるC字状文を施し、その下の把手へ続いて施文する。

縁から頸部にかけては平行沈線による相対する連弧文を置く。地文は縄文

RL縦位。II　a1

D－144Nα1 ①中粒②やや不良 双環状を呈する中空状突起を口唇上に付し、そこから垂下する2条の隆線は
③2．5YR5／8明赤褐 頸・胴部境の2条の隆帯まで達する。口縁に沿って巡る2条の沈線下には、波

D－144－1 深鉢 ④口縁～胴部3／5残 状平行沈線文や渦巻状沈線を施す。胴部は、爪形文入り隆線で渦巻文等を施
⑤［24．0］×17．7×一 文し、その間を曲線的な沈線で渦巻文等を充填する。地文に縄文RL。

II　a1

D－145Nα1 ①中粒②良好③2．5YR4／8赤褐 ミニチュア土器。内外面丁寧な磨き。無文。

D－145－1 ミニチュア ④ほぼ完形（口縁欠損〉

⑤5．6×（6．4）×6．0

D－150Nα1 ①中粒②やや不良 筒状を呈する胴部には平行沈線によるクランク文を6単位配す。地文は縄文

D－150－1 深鉢 ③2．5YR5／6明赤褐 RL縦位。内面煤付着。IIb1
④胴部～底部⑤［20．2］×一×8．8
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出土位置　Nα一

台帳番号 器種
①胎土②焼成③色調④残存
器高×口径×底径（cm）

器形の特徴・文様要素・文様構成

D－152Nα1 ①細粒②良好③5YR5／6明赤褐 口唇上に渦巻状隆線の突起を付すが、相対する位置にも突起を付けたと思わ
④口縁～胴部⑤［25．0］×18．3×一 れ、口唇に隆起の名残りが見える。口縁から頸部にかけて、偏平な弧状隆線

D－152－1 深鉢 を突起と対角する位置に貼付し、その中央部下端には把手を対で設ける。頸・
胴部境には隆帯が巡る。胴部は「ト」の字：をモチーフとした縁取りの隆線を4

単位貼付する。またすべての隆線・隆帯にはペン先状の刺突が付く。II　b3

D－170蕊α1 ①中粒②良好③2．5YR3／6暗赤褐 口唇に沿って半裁竹管による3条の横位沈線を施し、その下に2条沈線入り

D－170－1 深鉢
④口縁～胴部上半
［24．0］×20．6×一

の横位S字状隆線を4単位配す。S字状文問は中を空洞化している3条沈線
り隆線で橋状に繋いでいる。頸・胴部境には幅広の隆帯が巡りその上下には

1条の平行沈線が沿う。地文は縄文RL縦位。II　b1

D－175Nα4・10 ①中粒②良好③5YR4／6赤褐 刻み隆帯で口縁部・頸部・胴部を区画する。口唇上には刻み目のつく環状・動物

④口縁～胴部1／2残 の耳状突起を付す。口縁は、刻み隆線を渦巻状等に施し、間を半隆起線文・蓮

D－175－1 深鉢 ⑤［17．0］×（32．0）×一 華文・印刻の三叉文等で埋める。頸部は無文。胴部の残存は良くないが、刻み

隆線を波状またはラグビーボール状に施し突起を付す。この空間は平行沈線・

蓮華文・刻み目列を充填している。胴部下半は無文。II　a1

D－175－2
D－175Nα9

深鉢
①中粒②良好③5YR5／6明赤褐
胴部～底部⑤［8．0］×一×9．5

垂下する4単位の隆線間に半裁竹管による平行沈線や爪形文を配する。内面

付着。II　a1

D－191－1
D－191Nq1・5 深鉢

①中粒②良好③7．5YR7／4鈍い鐙
完形⑤25．9×16．6×7．5

4単位の横位S字状隆線を口縁に配し、隆線で連結する。頸部には2条の隆
を巡らす。隆帯上に縄文有り。地文に縄文RL施文。II　b1

D－198－1
D－198Nα1～4 深鉢

①中粒②良好③2．5YR5／6明赤褐
胴部～底部⑤［14．3］×一×12．0

垂下する2条1単位の隆線を2単位設け、その間に平行沈線を魚鱗状・丁字状

施文する。地文に縄文LR横位を施す。II　c2

D－224Nα1 ①中粒②良好③7．5YR6／6榿 口縁部は膨らみを持ち、胴部は筒状を呈す。文様帯は3条の沈線が巡り分帯

D－224－1 深鉢
④ほぼ完形（底部一部欠損）

25。3×16．8×9。1

される。口縁部文様帯は、沈線による重弧文を6単位配し、ペン先状刺突に

る線も見うけられる。胴部文様帯は垂下する沈線によって12区画に分けら
れ、区画内には沈線が鋸歯状に垂下する。II　a1

D－225Nα9 ①中粒②良好③5YR4／6赤褐 口縁部は膨らみを持ち、胴部は筒状を呈す。無文で、丁寧な磨き。II　d1

D－225－1 深鉢 ④ほぼ完形（底部一部欠損〉
⑤21．7×14．5×（8．0）

D－275－1
D－275Nα1

土製品
①中粒②良好③2．5YR6／8榿④完形
3．7×3．1（外）1．4（内）×一

ほぼ球体で、指先であけたと見られる孔1つ。指押さえ痕あり。

D－277－1
D－277Nα2

深鉢
①中粒②やや不良③2．5YR6／6榿
胴部～底部⑤［19．0］×一×12．0

縄文RL縦位を施文する・内面荒れ・II　d2

D－281Nα2 ①細粒②良好③5YR4／4鈍い赤褐 胴部上位は、隆線に刻みを施し、その間に平行沈線を縦位に配す。胴部下位

D－281－1 深鉢
④胴部⑤［17．2］×一×一 は、隆線により横位楕円区画文が施される。区画内は半裁竹管による短沈線

充填し、中央に爪形文を横位に施文するものと施文しないものがある。
II　a1

D－335－1
D－335Nα2

深鉢
①中粒②良好③5YR4／6赤褐
胴部～底部⑤［18．3］×一×10．2

2条の隆線を相対して垂下させ、その中間には1条の隆線を縦位に配し、4
画とする。沈線は隆線を縁取る様に施される。地文は縄文RL縦位。IIb1

D－336－1
D－336Nα1

深鉢
①細粒②良好③5YR4／4鈍い赤褐
ほぼ完形⑤15．5×11．2×7．1

無文。内外面磨き。II　d1

D－366Nα3 ①中粒②良好③5YR4／4鈍い赤褐 口唇上には円環文付きの突起を付し、口唇に沿って2条の沈線と大柄な蓮華

D－366－1 深鉢 ④ほぽ完形⑤3L1×15．6×9．2 文状沈線を施す。頸・胴部境には刻み入り隆帯が巡る。地文は縄文RL縦位。

II　c2

D－465Nα1 ①中粒②良好③2、5YR5／8明赤褐 1条の沈線を巡らせ、その下に縦位の長楕円文を並列し1周する。長楕円文

D－465－1 深鉢 ④胴部～底部⑤［15．3］×一×6．6 は、半戴竹管を使用して平行沈線とC字文の組み合わせより形作る。地文に
縄文を施すが不鮮明。

D－512－1
D－512Nα1・5 深鉢

①中粒②良好③2．5YR4／4鈍い赤褐
口縁部片⑤［9．3］×（18．0）×一

横位S字状隆帯に中空状突起が繋がるものと思われる。地文は縄文RLを施
。II　b1

D－512Nα2・3・一括 ①中粒②良好③2．5YR3／6暗赤褐 平行沈線を脇に添えた縄文施文の隆帯と指頭圧痕付の隆帯により大きく3分

D－512－2
深鉢

形

④口縁～底部4／5残
2L4×16．0×（9．4）

割され、把手を付ける。口縁部は、幅の狭い無文部分下に縄文を施す。胴部
半は、縦位隆線により2区画に分けられ・1区画内には沈線の2重楕円文
が2単位配される。地文の縄文はRL。II　a1

D－523Nα1 ①中粒②やや不良 縄文RL縦位を施す。内面煤付着。II　d2

D－523－1 深鉢 ③2．5YR5／8明赤褐④胴部～底部
⑤［14．5］×一X7．2

D－536Nα3 ①中粒②良好③2．5YR4／8赤褐 縄文RL横位を施文。II　d2

D－536－1 深鉢 ④口縁～胴部片
⑤［14．5］×（18．0〉×一

D－550－1
D－550M1・一括

深鉢
①中粒②良好③2．5YR3／4暗赤褐
胴部⑤［13．0］×一×（10．0）

3条1単位の沈線を縦横に施し6単位の長方形区画を行う。また、横位沈線
上位には爪形文が見られる。II　a1

D－554Nα6 ①中粒②良好③2．5YR4／4鈍い赤褐 口縁から頸部は無文で丁寧な磨きを施す。胴部は、刻みの入る隆線を主体と

D－554－1 深鉢
④口縁～底部2／5残
31．4×（24．1）×13．3

して蛇行懸垂文及び楕円形文と縦位隆線との組み合わせをそれぞれ対に配
。問を半哉竹管による爪形文・蓮華文・平行沈線文やペン先状の刺突文、キャ

タピラ文、印刻三叉文等で充填する。II　a1

D－554一括 ①中粒②良好③2．5YR4／8赤褐 口縁部は狭小の平行沈線を縦位に施す。頸部から胴部にかけて3条の沈線で

D－554－2 深鉢
④口縁～底部3／5残
24．5×16．3×（9．0）

渦巻文を3単位配し、刻み目列が外側に沿う。その間には平行沈線・刻み目列・

ン先状刺突による鋸歯状文が縦位に施され、短沈線を充填している・無文
の胴部下半は、若干の膨らみを持つ。II　a1

D－607－1
D－607NQ1・3・4・7・

浅鉢
型

①細粒②良好③2．5YR3／6暗赤褐
口縁～底部2／5残
13．5×（28．0）×（11．0）

口縁部に隆線を貼付し、曲線的な文様を施す。内外面丁寧な磨き。口唇上に
色塗彩。II　e2

D－623－1
D－623Nα1。2・5。8 浅鉢

型

①中粒②良好③2．5YR3／6暗赤褐
口縁～体部⑤［16．0］×（36．0）×一

口縁は屈曲して立ち上がる。無文。内外面丁寧な磨き。赤色塗彩。II　e3
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出土位置
Nα一

台帳番号 器種
①胎土②焼成③色調④残存
器高×口径×底径（cm） 器形の特徴・文様要素・文様構成

D－623－2
D－623Nα14

深鉢
①中粒②良好③2．5YR5／8明赤褐
胴部～底部⑤［9．9］×一×8．5

縄文RL縦位に施文。内面煤付着。II　d2

D－625－1
D－625Nα1・2

深鉢
①中粒②やや不良③2．5YR4／8赤褐
胴部～底部⑤［13．4］×一×7．8

器形は筒状を呈す。胴下部に2条1単位の幅広の沈線を横走させ、その上位
は4単位斜位に施す。地文に縄文があるがはっきりしない。

D－626Nα5 ①粗粒・雲母含む②良好 口縁は双波状を呈する。無文。内外面磨き。II　e2

D－626－1
D－535Nα2

－536Nα2

浅鉢
型

③7．5YR5／4鈍い褐

口縁～底部1／4残

D－542一括 ⑤22．0×（45．0）×（12．0）

D－628Nα1 ①中粒②良好③5YR5／6明赤褐 双環状突起を曲隆線でつなぎ突起上に大型の把手が付く。文様は曲隆線を円

D－628－1 深鉢
④胴部～底部⑤［43．5］×一×15．5 形に配しコイル状文を付すものがある。また半隆起線による円形文の中に縦

の隆起線や列点の刺突、印刻三叉文を置く。他の空間も半隆起線や印刻三
叉文で充填する。胴部下半は無文。II　b3

D－628Nα3・6 ①中粒②良好③2．5YR4／6赤褐 口唇上に突起を付すと思われる。その突起下には交互刺突の施された隆線が
④ほぼ完形⑤（34．3）×27．2×10．5 僅かに残る。口縁は無文。頸部下位には指頭圧痕を施す隆帯を付す。また頸・

D－628－2 深鉢
胴部境に隆帯を付し、上下を区画する。膨らみを持つ胴部は、中位に横位沈
を施し上下をはっきり区画する。上位は隆線を主体とし、渦巻状または楕
円状の施文をし、間を沈線で埋める。下位は撚糸文のみ施す・内面黒色。
II　a1

D－635Nα4 ①細粒②良好③5YR5／4鈍い赤褐 口唇部は僅かに外傾し、口縁部は膨らみ口唇部は僅かに外傾する。二段の隆

D－635－1 鉢 ④ほぼ完形（口縁一部欠損） 帯で文様構成される。上段は横位に施され、下段は一部波状に施されるが、
⑤13．4×17．0×8．4 上下を連結させる。内外面は丁寧な磨き。赤色塗彩。II　e3

D－635Nα6 ①中粒・輝石含む②良好 平口縁。口唇上に突起を付す。細かな刻み入り隆線を連弧状に貼付し、上位

D－635－2 深鉢 ③5YR3／6暗赤褐④口縁部片 2ヶ所を突起状にする。下端には双環状突起や楕円形隆線を付す。弧内には
⑤［6．5］×一×一 半隆起線を重ね他も半隆起線で充填する。II　a1

D－661Nq1 ①粗粒・雲母・石英・長石含む②良好 器形は、直線的に開く形態を呈す。隆帯で口縁部、頸部、胴部に3分割され
③7．5YR5／6明褐④口縁～胴部下半 る・口縁部には「口」字状突起を1対、それと直交して柱状の突起を1対付

D－661－1 深鉢
⑤［22．0］×19．0×一 す。頸胴部境の隆帯状にも口縁部同様の「［」字状突起と柱状突起をそれぞ

対に付している。これらの突起から胴部に隆線の蛇行や直線的懸垂文を付
す。隆線上には刻目を付したものもある。また器面に爪形状文や単列の結節
沈線が見える。II　a2

D－661－2
D－661Nq2 浅鉢

型

①中粒②良好③5YR4／8赤褐
口縁～底部4／5残

17．1×38．5×11．0

口唇上に円環状小突起を対に付す。無文で内外面磨きを施す。補修孔が2ヶ

に見られる。II　e2

D－661Nα3 ①中粒・雲母含む②良好③10R4／8赤 頸・胴部境の隆線下に逆U字状に隆線を垂下し、その連結部には小突起を付

D－661－3 深鉢 ④胴部～底部2／5残か し、隆線の縁取りに結節沈線を1条施す。内面煤付着。II　a2
⑤［14．3］×一×9．6

D－673NQ1・2、・4 ①中粒②良好③5YR5／6明赤褐 口唇に沿って隆線による渦巻文の主突起と副突起を各々対に配す。副突起は
④口縁～底部2／3残 2個で1単位。主突起下位には、中空で半球体の突起を付し、一方は刺突を
⑤49．6×20．6×（14．0） 施し、もう一方はキャタピラ文を渦巻状に施す。また、副突起下位には隆線

D－673－1 深鉢
で円形文や半円形文を配しキャタピラ文を充填する。文様構成は3本1組の
帯により4分割される。上位は、キャタピラ文と3条ないし4条の結節沈
線で縁取り、印刻による三叉文等を充填する。中位・下位は、縦位隆線により

方形区画を6単位配すと思われ、キャタピラ文と3条の結節沈線で縁取る。
最下位は無文。II　a1

D－677Nα1・2 ①中粒②やや不良③10R3／6暗赤 口縁に横位S字状隆線を4単位配すものと思われ、その隆線下に1条の平行

D－677－1 深鉢
④口縁～底部1／2残
22．5×（14．0）×（9．5）

沈線を施す。また、隆線問は半隆起線でつなぐと思われる。頸・胴部境には指

圧痕の隆帯を1周させ、その上に1条の平行沈線を沿う。地文に縄文RL横
位を施す。II　b1

D－688Nα1 ①中粒②良好③5YR5／4鈍い赤褐 双環状やコイル突起を曲隆線で繋ぎ間を半隆起線、鋸歯状沈線、円形状沈線

D－688－1 深鉢 ④口縁部下半～底部 等で充填する。II　b2
⑤［21．2］×一×8．5

D－688N6．2・3・7～9 ①中粒②良好③2．5YR4／6赤褐 口唇上に大小の突起を対に置く。また、突起の施文は刻みの入る隆線が主体
④口縁～頸部⑤［26．8］×30．8×一 で、表裏同一である。大型突起は人体意匠文で、両脇に円環文を付す。その

D－688－2 深鉢 中心には2重の円形文を配し中の円形文は縦位隆線が入る。直下には双環状
突起が付き2条の隆線が垂下する・小型の突起は変形した三角形を呈し、端
に円環文を1つ付ける。II　a1

D－688Nα6・10 ①中粒②やや不良③2．5YR4／6赤褐 口唇に沿って2条の沈線を施す。口縁には横位S字状隆線文を5単位配し、
④口縁～胴部⑤［26．2］×16．0×一 その連結には菱形状隆線文等を置く。また縁取りの沈線や平行沈線を施す。

D－688－3 深鉢 頸・胴部境には1条の隆帯を巡らせ上下を区画する。胴部は隆線または沈線に
よるクランク文等を施すが、欠損部が多いため全様は不明である。地文は縄
文R。II　b1

D－688Nα4・5 ①粗粒②良好③2．5YR4／6赤褐 口縁部・頸部は磨き。胴部に縄文RLを施す。II　d1

D－688－4 深鉢 ④口縁～底部4／5残
⑤42．2×29．4×13．5

D－689悪α1～3 ①中粒②良好③2．5YR4／8赤褐 口唇に沿って隆線を貼付し、その下位に幅広で浅めの沈線を置き交互刺突を

D－689－1 深鉢
④口縁～底部2／5残
37．2×（27．5）×（12．5）

施す。胴部は、刻み入り隆帯で3分割する。上位は、刻み入り隆線を蛇行さ

る。中位は刻み入り隆線により楕円区画され縦位の沈線を充填する。下位

は縄文LRを施す。II　a1

D－689Nα4・5・6 ①中粒②良好③2．5YR5／4鈍い赤褐 波状口縁。口縁に沿って中空状突起を付すと思われる。地文は縄文で、口縁

D－689－2 深鉢 ④口縁～底部 から頸部は細めのRL斜位、胴部はやや太めのLR縦位を施す。
⑤39．8×［34．8］×（13．3）

D－704Nq2。3・4 ①中粒・雲母含む②良好 口唇上は小波状を呈し・突起を付す・口縁は、細隆線による横位楕円文を配
③7．5YR5／6明褐 すが単位は不明。また、内側に1条の結節沈線が沿う。頸部は渦巻状に結節

D－704－1 深鉢 ④口縁～胴部上半片・底部 沈線を施し、そこから枝分かれした沈線が垂下する。頸・胴部境には4条の結
⑤一×（34．0）×13．0 節沈線と1条の鋸歯状沈線を横位に施し、上下を区画。底部に網代痕。

II　a2
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出土位置　Nα一

台帳番号 器種
①胎土②焼成③色調④残存
器高×口径×底径（cm）

器形の特徴・文様要素・文様構成

D－707Nα1 ①中粒・雲母含む②良好 波状を呈する口縁で口唇上に刻みを施す。II　a2

D－707－1 深鉢 ③5YR5／4鈍い赤褐
④口縁～胴部片⑤一×一×一

D－725Nα1 ①中粒②良好③2．5YR5／6明赤褐 2条の刻み入り隆帯で3区画される。口唇上には孔付きの小突起を1つ付け、
④ほぽ完形⑤28．8×20．7×9．6 口縁部は渦巻状隆線を貼付し、それに沿ってキャタピラ文・ペン先状刺突文を

D－725－1 深鉢 施す。頸部は隆帯に沿ってキャタピラ文のみ施文。胴部は環状突起付きの隆
線を貼付し、それに沿ってキャタピラ文・ペン先状刺突文を施す。また三叉文

も見える。II　a1

D－739Nα1 ①中粒②良好③2．5YR5／6明赤褐 大型の中空状突起を口唇部に配し、半裁竹管の背による押引文をS字状や潰

D－739－1 深鉢
④口縁部片⑤一×一×一 れたU字状に内外面に施文する。また内面縁には細い粘土紐を波状に貼付。

縁は半戴竹管による3条1単位の沈線で区画し渦巻状の施文をする。地文

に縄文RLを施す。

D－739Nα2 ①中粒②やや不良③2．5YR6／6榿 主突起4、副突起4単位と考えられるが、双環状を呈する形状にはあまり差
④ほぼ完形⑤32．0×20．4×11．5 が見られない。各突起下から派生する曲隆線は、中位にある瘤状突起と連結

D－739－2 深鉢 した後に分岐し、他から分岐した隆線とつながり底部付近の無文部との境と
なる。曲隆線の間には、半隆起線を施し沈刻の三叉文・列点刺突文・短沈線文・

円形文で埋める。II　b2

D－754Nα1 ①粗粒・雲母・長石・石英含む 口縁及び、底部を上・下から観察したときの形状は、楕円形を基本としている。

D－754－1 異形土器
②やや不良③2．5YR6／8榿

ほぼ完形⑤8．1×20．0×1L2

口縁部は、長軸側では双波状を呈し、その下に玉抱き三叉文つきの小突起を
す。また、短軸側にも同様の小突起を付す。」一5からも形状の似ている異

形土器が出土している。

D－756－1

D－756一括
有孔鍔付
土器

①中粒・雲母含む②良好

2．5YR5〆8明赤褐④口縁部片
一x（14．0）×一

口縁部は無文。穿孔の下に隆帯を2条巡らす。孔6つ。

D－780－1
D－780Nα1

深鉢
①細粒②良好③2．5YR6／6榿
ほぼ完形⑤28．8×19．5×10．4

口縁及び、頸部隆帯上位に幅広の平行沈線を2条配し、その間を沈線で5区
し横位渦巻状文等を施す。地文に撚糸文施文。II　a1

D－793－1
J－10内D－1Nα1

深鉢
①細粒②良好③5YR4／4鈍い赤褐
胴部～底部⑤［24．8］×一×13．8

1条の隆帯で上下を区画する。上位は、コイル状突起を曲隆線で連続し、間

半隆起線、鋸歯状沈線、印刻三叉文等で充填する。下位は無文。II　b3

D－803Nα2 ①中粒②良好③2．5YR4／8赤褐 平行沈線を1周させて上部と下部とに分ける。上部には平行沈線を曲線的に

D－803－1 深鉢 ④胴部下半～底部 配したり、鋸歯状沈線を縦位に施文する。地文に縄文LR縦位を施す。II　a1
⑤［10．3］×一×9．7

D－807－1
D－807Nα5 深鉢

型

①細粒②良好③5YR3／6暗赤褐
ほぼ完形⑤13．7×10．5×8．0

緩やかに開く器形で、底面は僅かに上げ底状。口唇部は僅か波状を呈し、内

には磨きを施す。地文に縄文LR施文。II　d2

D－809画α2 ①粗粒②良好③2．5YR5／6明赤褐 口縁部は無文。双環状の把手を1つ付し、口縁下の刻みを有する円環文に曲

D－809－1 深鉢 ④ほぼ完形⑤（23．2）×14．5×（8．6） 隆線を連結させる。口縁下には平行沈線による連弧文が巡る。地文に縄文RL
施文。II　a1

D－812－1
D－812Nα2

浅鉢
①中粒②良好③2．5YR4／6赤褐
ほぼ完形⑤9．8×19．5×7．8

無文。外面は丁寧な磨き。II　e1

D－812Nq4 ①中粒②やや不良③2．5YR6／6榿 胴部は筒状で口縁に向かって緩やかに開く。無文。外面丁寧な磨き。内面煤

D－812－2 深鉢 ④口縁～底部1／2残 付着。II　d1
⑤20．5×（14．0）×7．2

D－819Nα1 ①中粒・雲母含む②良好 口唇上には4単位の摘み状小突起を付す。口唇部、胴部には1条の結節沈線

D－819－1 深鉢 ③2．5YR5／6明赤褐④完形 を横位に施す。II　a2

⑤34．1×24．5×10．8

D－824Nα1 ①中粒②良好③2．5YR4／8赤褐 平行沈線が沿う2条1単位の隆線を垂下させ4単位設ける。区画内の施文は

D－824－1 深鉢
④胴部～底部⑤［24．8］×一×13．3 半戯竹管による3条1単位の沈線が基本で、横走する沈線で小区画化し中を

字状文・蓮華文・縦位平行沈線を充填するもの、L字状文を4単位配するも

のがある。地文に縄文RLを施すが隆線上にも見える。II　b1

D－838－1
D－838Nα1・2 深鉢

形

①粗粒・片岩・石英含む②やや不良

2．5YR4／4鈍い赤褐④口縁部片
［9．5］×（36．0）×一

甕形を呈する深鉢と思われる。文様は見えず器面の整形も荒い。II　d1

D－841Nα1 ①細粒②良好③2．5YR4／6赤褐 口縁部は内折する。隆線を貼付して潰れた三角形文等を付す。内外面丁寧な

D－841－1 浅鉢 ④口縁～体部2／5残 磨き。補修孔あり。赤色塗彩。II　e1

⑤一×一×一

D－841Hα2 ①細粒②良好③2．5YR3／6暗赤褐 口唇上に環状突起を付す。口縁は無文で、丁寧な磨きを施す。胴部は刻みの

D－841－2 台付鉢
④口縁～底部5／6残
26．8×（13．8）×15．9

入る楕円状突起を置き刻み入り隆線で縁取る。また刻み入り隆線による渦巻
を配し、沈線や印刻三叉文等を充填する。台部は丁寧な磨きを施し、三角

形と円形の透しを対に配す。Ila1

D－841甑3 ①中粒②良好③2．5YR5／6明赤褐 口唇に沿って隆帯を1周させる。その下位には曲隆線による渦巻文と弧状文

D－841－3 深鉢 ④口縁～底部⑤18．0×（16．5）×9．5 をそれぞれ対に2単位置き、問を半隆起線、円形刺突文、印刻三叉文で充填
する。胴部下半は無文。II　b2

D－842Nα1 ①中粒②やや不良③5YR4／8赤褐 頸部は曲隆線と半隆起線により渦巻文・円形文等を施文し、隙問に印刻の三叉

D－842－1 深鉢 ④頸部～底部⑤［22．0］×一×12．5 文を充填する。胴・頸部境に隆帯を貼付して区画する。胴部は無文で縦位の磨

き。II　b2

D－845Nα1 ①細粒②良好③5YR5／6明赤褐 ミニチュア土器。外面丁寧な磨き。

D－845－1 ミニチュア ④口縁～底部1／2残
⑤2。5×（L8）×1．2

D－852－1
D－852Nα1

深鉢
①中粒②良好③2．5YR4／8赤褐
胴部～底部⑤［15．6］×一×11．0

3単位の垂下する隆線に沿って爪形文、平行沈線文を施し、間¶に爪形文、沈

による鋸歯状文、刺突文等を充填する。II　a1

D－856－1
D－856Nα1

台付鉢
①中粒②良好③5YR6／6榿
台部⑤［9．2］×一×11．0

内部底面煤付着。縄文R施文。台部底面窪みあり。
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出土位置
Nα一

台帳番号 器種
①胎土②焼成③色調④残存
器高×口径×底径（cm） 器形の特徴・文様要素・文様構成

D－859Nα1 ①中粒②やや不良 口縁から頸部は無文で、把手を付す。頸・胴部境には隆帯を巡らせ区画する。

D－859－1 深鉢
③2．5YR3／4暗赤褐

口縁～頸部・胴部～底部
胴部には縄文RLを施す。II　a1

⑤一×（18．0）×（8．7）

D－864－1
D－864Nα1・一括

鉢
①中粒②良好③5YR4／6赤褐
口縁～体部⑤（15．5）×（32．0）×一

口縁は内傾する。内外面丁寧な磨き。赤色塗彩。II　e3

D－922一括 ①中粒②良好③5YR4／6赤褐 口縁には刻み入り隆線を波状に施す。頸部は無文・頸・胴部境には刻み入りの

D－922－1 深鉢 ④口縁一胴部片⑤［10．7］×一×一 隆帯が巡る。胴部は刻み入り隆線を縦位に施し方形に区画し、区画内を縦横
の沈線で充填する。II　a1

D－926Nd・3・一括 ①中粒・雲母含む②良好 4単位の波状口縁を呈する深鉢であろう。口縁には隆線を貼付し、その上か

D－926－1 深鉢 ③7．5YR4／4褐④突起片 ら刻みを施す。地文に縄文L施文。II　a2
⑤一×一×一

D－928－1
D－928Nα1

深鉢
①中粒②やや不良③5YR5／4鈍い赤
④胴部⑤［14．5コ×一×（7．5）

縄文RL縦位に施文。内面煤付着。II　d2

D－929－1
D－929Nd 深鉢

①中粒②良好③2．5YR4／6赤褐
頸部～底部⑤［20．3］×一×8．0

縄文RL縦位に施文。内面煤付着。II　d2

D－930－1
D－930Nα1

深鉢
①中粒②良好③2．5YR3／6暗赤褐
胴部⑤［9．6］×一×7．0

指頭庄痕の隆帯が1条巡る。II　a1

D－930Nα2 ①中粒②良好③2．5YR4／8赤褐 渦巻状隆線を付す。内外面丁寧な磨きを施す。II　e1

D－930－2 浅鉢 ④口縁～底部片
⑤10．3×（24．0）×（10．0）

D－931Nα5 ①中粒②良好③2．5YR4／6赤褐 口縁に沿って数条の沈線が巡ると思われる。口縁部は半裁竹管による楕円形

D－931－1 深鉢
④口縁～底部3／5残
27．4×（22．0）×（10．7）

文や縦位沈線が見られる。頸・胴部境と胴部下半はそれぞれ2条の隆帯が巡
、刻みを施すところと施さないところがある。隆帯内には刻み入り隆線の
連弧文を相対して貼付し、隆線に沿って浅めの平行沈線を施す。II　a1

D－950Nα1 ①細粒②良好③5YR5／6明赤褐 口唇上にコイル状または楕円状の主突起を4単位付し、その間の口唇下に双

D－950－1 深鉢
④ほぼ完形⑤25．8×18．5×8．7 環状副突起を置く。文様は、主・副突起から垂下する隆線と曲隆線をコイル状

起で連結し、間を渦巻状沈線文、結節沈線文、印刻三叉文、円形押奈文等

で埋める。II　b3

D－979－1

D－979Nα1
浅鉢
型

①中粒②良好③2．5YR3／4暗赤褐
口縁～底部4／5残

20．5×54．0×14．3

双波状口縁。内外面丁寧な磨き。II　e2

D－984Nα1・2 ①中粒②良好③2．5YR5／9明赤褐 口縁部は4単位の鶏頭冠状突起下に眼鏡状突起を付す。頸部は隆線による相

D－984－1 深鉢 ④ほぼ完形⑤69．0×4L5×17．0 対する連弧文を施す。胴部は沈線によるクランク文が主体である。地文に縄
文施文。II　c1

D－1007－1
D－1007Nα1

深鉢
①中粒②良好③5YR4／6赤褐
胴～底部⑤［1L7］×一×10。0

2条の隆帯で上下を区画する。隆帯下は半隆起線を垂下させる。内面煤付着。

I　a1

D－1015Nα1 ①中粒②良好③2．5YR5／8明赤褐 突起を2対配す。1対は大型で孔を有し、もう1対は小型である。文様は3
④ほぼ完形⑤45．0×26．5×10．0 条の刻み入り隆帯で4分割される。口縁部は刻み入り隆線で楕円区画文や渦

D－1015－1 深鉢 巻文を施し間に短沈線や印刻三叉文等を充填する。胴部上位は縄文のみ施文
する。中位は刻み入り隆線で楕円状に区画し間に短沈線を充填する。下位は
無文。II　a1

D－1022－1
D－1022Nα1

深鉢
①中粒②良好③2．5YR4／6赤褐
胴部～底部⑤［27．8］×一×13．1

頸・胴部境に刻み入り隆帯を巡らすものと思われる。胴部は隆線が主体で沈線

沿わせる。地文は縄文LRか。II　a1

D－1072M1・一括 ①中粒②やや不良③2．5YR6／6榿 口唇上に刻み隆線の突起を置き、両側に小さな環状突起も配す。口縁から頸

D－1072－1 深鉢
④口縁～胴部下半
［35．0］×2L5×一

部は無文。頸・胴部境に1条の隆帯を巡らせて区画とする。その直下には双環
突起を4単位配し、隆線が垂下する。隆線間には縦位の半隆起線や半肉彫
手法による円形文等を施す。胴部のみ地文に縄文LRを施す。II　a1

D－1077Nα1 ①中粒②良好③5YR3／4暗赤褐 口唇上には刻みが施され「［」状の突起を4単位付す。隆線により口縁部、
④4／5残底部欠損 頸部、胴部と3分割される。口縁部は、突起下は2条1単位の結節沈線と波

D－1077－1 深鉢 ⑤［39．3］×33．0×一 状沈線が施され、突起間は結節沈線1条で縁取り4条1単位として充填する。
頸部は、刻み目列、波状沈線等を施す。胴部は波状に垂下する2条1組の隆
線を4単位配し、波状沈線、刻み目列を添える。II　a2

X79
148グ

X79Y148グNα103
深鉢

①中粒②良好③2．5YR4／4鈍い赤褐
口縁～胴部1／2残
（24．1）×37．0×一

口唇上に大きめの双環状突起を4単位、その下部と中間に小ぶりのコイル状
起を置くと考えられる。施文は、曲隆線で小突起を連結し下の隆帯まで続
。間は半隆起線を施し、玉抱き三叉文等を置く。胴部下半は無文。II　b2

X81
152グ

X81Y152グNα1
深鉢

①中粒②良好③2．5YR4／8赤褐
口縁～底部4／5残

23．4×12．8×8．5

形状は筒状を呈する。口縁部は無文。胴部は4本1単位の平行沈線を縦横に
して方形状に区画し、中を渦巻状や短い平行沈線で埋める・IIa1
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第5表　石器観察表

観察表の遺構番号は報告書の付番、台帳番号は調査時の付番を表す。［］は現存値を表す。

出土位置Nα 台帳番号 器種 長径（cm） 短径（cm） 厚さ（cm） 重さ（9） 石材 備　　　　考
J－1－2 」一1Nα12 石鎌 ［L9］ 1．2 5．1 ［0．48］ チャート 凹基無茎鎌基部欠損
」一1－3 J－1NQ21 磨製石斧 ［1L8］ 3．3 1．5 ［117。8］ 頁岩 基端部・刃部欠損

J－2－6 J－2Nα68 磨石・凹石 11．7 9．6 5．6 870．0 安山岩 4面使用　凹表2裏2
J－5－5 J－5Nα39 石鎌 2．9 1．2 0．4 1．1 黒色頁岩 凹基無茎鎌先端欠損
」一5－6 J－5Nα49 棒状石器 13．6 4．3 3．0 320．0 頁岩・

」一6－2 J－6Nα5 石皿・多孔石 27．8 26．0 4．5 4200．0 安山岩

J－11－3 J－11Nα7 磨製石斧 ［10．9］ ［5．1］ ［3。9］ ［200．0］ 頁岩 刃部欠損

」一11－4 J1－11一括 石槍 9．1 3．9 1．0 35．7 黒色頁岩

」一12－7 」一12Nα39 棒状石器 13．1 4．1 1．8 117．1 結晶片岩

J－18－1 J－18一括 削器 5．4 4．3 0．6 11．9 黒色頁岩

」一19－2 J－19Nα39 磨石 15．2 8．6 3．9 870．0 安山岩 4面使用

J－22－1 」一22Nα4 磨石・凹石 10．5 8．6 4．1 540．0 安山岩 側面に紐掛け溝あり　凹表2裏2
J－22－2 J－22一括 石錐 4．8 3．3 0．7 5．6 黒色頁岩

J－26－1 D－641一括 打製石斧 7．1 2．3 1．2 25．7 黒色頁岩 短冊形調査当初の土坑から住居に変更

D－17－1 D－17Nα4 打製石斧 8．5 3．8 1．4 67．5 黒色頁岩 短冊形

D－17－2 D－17一括 打製石斧 8．7 5．3 1．O 58．0 黒色頁岩 擬形

D－34－1 D－34Nα9 打製石斧 12．2 4．9 1．6 170．0 黒色頁岩 短冊形

D－46－1 D－46Nα4 石皿 ［13．5］ ［6．6］ ［4．8］ ［460。0］ 安山岩 縁に線刻　煤付着

D－46－2 D－46Nα14 石匙 3．8 5．3 1．1 12．3 チャート

D－96－1 D－96一括 打製石斧 7．3 4．1 1．1 41．9 黒色頁岩 擾形

D－117－1 D－117一括 石錐 ［4．8］ 3．3 0．7 ［8．8］ 黒色頁岩 先端部欠損

D－135－2 D－135Nα1 石鎌 2．6 1．9 0．4’ 1．61 頁岩 凹基無茎鎌

D－151－1 D－151一括 石皿 ［13．8］ ［9．8］ ［5．8］ ［880。0］ 安山岩 1／2残

D－151－2 D－151一括 瑛状耳飾 ［6．0］ ［5．3］ ［0．6］ ［7．4］ 蛇紋岩 1／6残

．D－191－2 D－191Nα7 磨石 11．7 8．5 4．4 720．0 安山岩 4面使用　煤付着

D－231－1 D－231一括 石鎌 2．0 1．5 0．3 0．83安山岩 凹基無茎鎌

D－381－1 D－381Nα3 棒状石器 16．5 3．7 1．4 160．0 結晶片岩

D－384－1 D－384Nα4 剥片石器 13．8 4．4 1．2 68．3 黒色頁岩 ブーメラン形

D－384－2 D－384Nα6 打製石斧 12．5 5．6 2．4 190．0 黒色頁岩 擾形

D－417－1 D－417Nα1 打製石斧 15．3 10．0 2．6 480．0 黒色頁岩 分銅形

D－453－1 D－453Nα7 打製石斧 11．2 4．2 1．4 90．4 黒色頁岩 短冊形

D－454－1 D－454Nq1 棒状石器 13．2 3．1 1．5 96．3 結晶片岩

D－474－！ D－474Nα1 球形石 9．2 8．9 7．6 700．0 安山岩

D－478－1 D－478一括 石錐 4．2 2．5 0．6 4．1 黒色頁岩

D－480－1 D－480一括 石鎌 2．6 1．4 0．4 1．42チャート 凹基無茎鎌

D－484－1 D－484Nα1 石皿 ［23．0］ ［14．8］ ［5．2］ ［2690．0］ 安山岩 未完成1／2残

D－486－1 D－486Nα2 石皿・多孔石 ［32．1］ ［31．41 ［9．3］ ［6800．0］ 安山岩 2／3残

D－500－1 D－500Nα2 石皿・多孔石 25．6 29．0 4．7 ［3800。0］ 安山岩 完形

D－508－1 D－508一括 磨製石斧 ［8．8］ ［4．9］ ［3．4］ ［200．O］ 頁岩 刃部欠損煤付着

D－547－1 D－547Nα9． 石鎌 2．5 1．4 0．3 0．74黒曜石 凹基無茎鎌

D－555－1 D－555Nα1 打製石斧 15．5 6．2 1．4 190．0 黒色頁岩 擾形

D－576－1 D－576Nα2 磨石・凹石 12．4 9．2 4．2 710．0 安山岩 4側面に紐掛溝　4面使用　凹表2裏2

D－581－1 D－581一括 石鎌 2．9 1．6 0．3 1．84チャート 凹基無茎鎌

D－607－2 D－607Nα11 石鎌 2．5 2．0 0．4 1．32安山岩 凹基無茎鎌

D－639－1 D－639一括 石鎌 2．3 1．3 0．3 0．58頁岩 凹基無茎鍍

D－642－1 D－642Nα1 石皿・多孔石 ［19．0］ ［20．9］ ［10．9］ ［3200。0］ 安山岩 縁に線刻

D－647－1 D－647一括 磨石 12．3 7．6 3．6 570．0 安山岩 4面使用

D－671－1 D－671一括 石槍 10．5 2．9 1．0 32．1 黒色頁岩 煤付着

D－678－1 D－678Nα3 多孔石 28．0 18．1 7．7 3800．0 安山岩

D－721－1 D－721一括 石鎌 2．4 1．7 0．4 1．38頁岩 凹基無茎鎌

D－722－1 D－722Nα1 打製石斧 20．6 10．7 3．3 790．0 黒色頁岩 短冊形　大型

D－810－1 D－810Nα1 棒状石器 13．0 3．6 2．1 16．0 結晶片岩

D－810－2 D－810一括 打製石斧 12．9 5．2 1．9 170．0 黒色頁岩 短冊形

D－812－3 D－812一括 磨石・凹石 11．8 7．3 4．3 530．0 安山岩 4面使用　凹表1裏2
D－816－1 D－816一括 棒状石器 ［12．0］ ［3．0］ ［1．5］ ［75．4］ 結晶片岩 3／4残

D－999－1 D－999一括 石槍 5．5 3．2 0．7 14．1 黒色頁岩

D－1030－1 D－1030Nα4 打製石斧 19．3 7．3 3．6 800．0 黒色頁岩 短冊形　大型

D－1030－2 D－1030Nq5 棒状石器 14．5 4．5 2．0 21Q．0 結晶片岩

W－1－1 W－1・2Nα101 磨製石斧 11．3 5．1 2．8 300．0 結晶片岩

X68Y141グ X68Y141グー括 石鎌 4．2 1．8 0．7 4．47頁岩 凹基無茎鎌

X68Yl42グ 」一13Nα1 石匙 3．4 3．7 0．9 9．2 黒色頁岩

X69Y166グ X69Y166グNα5 菊翠 5．3 2．2 1．7 35．0 薪翠 未製品

X74Y143グ X74Y143グSNα1 石鎌 3．5 1．5 0．4 2．11頁岩 平基無茎鎌

X76Y155グ X76Y155グS1 大珠 6．8 3．5 2．8 98．4 輩翠

14C33一括 表採 石皿・多孔石 41．8 26．3 9．7 9800．0 安山岩
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2．古墳時代以降の遺構と遺物

（1）竪穴住居跡

古墳時代の竪穴住居跡が13軒（H－1・2・8・9・11・12・14・15・17～21）、南側調査区の南半分に集中して検出され

た。奈良・平安時代の竪穴住居跡は9軒（H－3・4・5・6・7・10・13・22・23）、・南側調査区の北半分に集中して検出

された。

　①古墳時代

　H－1号住居跡〔図版3〕

　位置X68、Y143・144グリッド。形状正方形を呈す。重複J－11号住居跡を切っている。規模長軸4．22m、

短軸4．18m、確認面から床面までの壁高55～65cm。面積17．20㎡長軸方向N－250－W、床面平坦で堅緻な床面。

壁周溝は北東隅の一部を除き巡っている。柱穴4基検出。P1南西隅、長径72cm、短径62cm、深さ49cmの楕円形。

P2南東隅、長径64cm、短径57cm、深さ50cmの楕円形。P3北東隅、長径65cm、短径55cm、深さ63cmの楕円形。

P4北西隅、長径66cm、短径65cm、深さ56cmの円形。貯蔵穴南東隅に検出。長径86cm、短径58cm、深さ56cmの長

方形。カマド東壁の中央からやや南寄りに位置する。主軸方向N－65。一Eで、全長83cm、最大幅92cm、焚口部幅

35cm。住居内に入り込んでいる袖の部分はカマド構築の時、袖の形に地山ロームを残して掘削し、その上に粘土

を貼り付けている。遺物図示した遺物は、土師器の圷1点・小形甕1点の2点。

　H－11号住居跡〔第10図、図版3〕

位置X73・74、Y159・160グリッド。形状長方形を呈す。規模長軸4．00m、短軸3．80m、確認面から床面まで

の壁高46～54cm。面積14．57㎡長軸方向N－26。一W、床面平坦で堅緻な床面。壁周溝は全週する。柱穴4基検

出した。P1北東隅、長径44cm、短径34cm、深さ68cmの楕円形。P2北西隅、長径52cm、短径42cm、深さ56cmの

楕円形。P3南西隅、長径68cm、短径54cm、深さ70cmの楕円形。P4南東隅、長径62cm、短径55cm、深さ83cmの

楕円形。カマド東壁の中央に位置する。主軸方向N－69。一Eで、全長91cm、最大幅82cm、焚口部幅41cm。カマド

中央に支脚石があり、右袖先端に石、左袖先端には口縁を下にした長甕を出土した。遺物南東隅に胴部の1／4か

ら口縁に至る部分を、口縁を上にして床面から2cmほど埋まった状態で土師器の甕を出土した。なお、胴部の1／4

から下の部分はH－12から出土している。図示した遺物は、土師器の圷2点・甕2点・壷1点・小形壷2点・1甑1点な

ど8点。

　②奈良・平安時代

　H－3号住居跡〔第12図、図版5〕

　位置X74・75、Y147グリッド。形状長方形を呈す。重複A－1号道路状遺構に切られている。規模長軸3．97

m、短軸3．30m、確認面から床面までの壁高19～26cm。面積12．18㎡、長軸方向N－17。一E、床面平坦で堅緻な

床面。壁周溝は東壁から北壁及び西壁際を一部欠除し巡っている。柱穴検出されなかった。貯蔵穴南東隅に検

出。長径62cm、短径56cm、深さ31cmの楕円形。カマド東壁の南寄りに位置する。主軸方向N’一112。一Eで、全長63

cm、最大幅103cm、焚口部幅37cm。遺物鉄製品を出土し、図示した遺物は、須恵器の墨書碗など4点。

　H－4号住居跡〔第12図、図版5〕

　位置X75・76、Y146・147グリッド。形状長方形を呈す。北壁はカクランされていたが、床から20cmほどの高

さまで壁は残存していた。規模長軸4．43m、短軸3．13m、確認面から床面までの壁高35～40cm。面積13．29㎡、

長軸方向N－19。一E、床面平坦で堅緻な床面。壁周溝は東壁際の一部分、北、西壁際を巡っている。柱穴検出さ

れなかった。貯蔵穴南東隅に検出。長径70cm、短径53cm、深さ25cmの楕円形。カマド東壁のやや南寄りに位置

する。主軸方向N－110。一Eで、全長112cm、最大幅97cm、焚口部幅51cm。遺物鉄製品を出土し、図示した遺物は、

須恵器の墨書椀など6点。

　本文掲載以外の各遺構については、計測表にまとめて報告する。
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　（2）鍛冶工房跡（H－16号）〔第13図、図版4〕

　位置X71・72、Y162・163グリッド。形状東西方向に長く、東壁の隅は直角だが西壁隅は蒲鉾状に丸みを持つ

不整形を呈している。規模壁周溝の状態からみて拡張の痕跡が明瞭である。当初の規模は、長軸4．12m、短軸3．50

m、東壁長3．52mで面積は13．30㎡。拡張後は長軸4．64m、短軸4．22m、東壁長3．72mで面積は18．20㎡。全体的

には、東壁側は固定され、西壁を80cmほど外側に拡張した形である。壁高は確認面から21～50cmである。

長軸方向N－1220－E。床面鍛冶関連の操業中心部の2m四方は低く、その周辺部はやや高く拡張部分は一段と高

くなり床面は固くない。カマド東壁中央からやや南寄りに壁外に作り出す粘土カマドで、全長97cm、焚口部幅33

cmを測る。柱穴東壁寄りの2主柱穴を除いて拡張前、拡張後とも壁に近く設けられている。上屋の状況は、壁際

の立ち上がりを高くした屋根の高い変則的な形状を呈していたものと見られるがこれも高温の火気への対応を考

慮したものとみられる。

　工房関連遺構　地床炉操業中心部の西北部に、2基の南北に重複した地床炉を検出した。南側に位置する炉で

は、35×38cmの焼土が円形に認められ、中央が深さ12cmほど椀底状に窪んでいる。中央部の径25cmの範囲は粘土

が青灰色に還元するまで焼けている。炉の周囲は13cmの幅で焼けた粘土が存在する。北側の炉は46×43cmの円形

で、中央部は深さ10cmほど椀底状に窪んでいる。中央部は径26cmの範囲が還元するまで焼けて青灰色を呈してい

る。炉の周囲は12cmの幅で焼けた粘土が全周する。両者の壁の残存状況から見て、南側の炉が先行することが確

認された。なお、炉床を断ち割った状況からは炉床下の防湿装置は施されていない。この2基の炉の西に接して

30×50cmの平坦な部分④が検出され、工作に拘わるものとみられた。石床炉中央部南東隅に52．0×45．5cm、厚さ

6．7～18．Ocm、重さ58．0㎏で中央が椀底状に掘り窪められた安山岩の強力に焼けた不正方形な大石を確認した。後

述するピット（P1）の埋め土の上に、下部に石を詰めて固定していることや、そのすぐ北に鉄床石とみられる摩

滅痕のある長めの円礫が出土したことなどから、これを埋め込んで周りに粘土をまわして炉としたものと想定し

た。この北に接して70×60cmの方形の平坦な部分⑧が炭置場など工作に拘わる部分とみられた。ピット石床炉の

下部（P1）及びその西側に重複する隅丸方形ピット（P2）2基を確認した。東側のP1は石床炉の下部に確認さ

れたもので、1辺100cmのほぼ方形を呈し、深さ60cmほどである。この下層には、灰や鉄津片、剥がれ落ちた鍛造

皮膜などが積もって踏み固められた黒色硬化面が2層に渡って確認された。これを埋めて西側に軸線を南に移し

て65×70cmの方形で、深さ55cmほどのP2が窄たれている。埋め土の状況で判断すると、先行する東側のP1を

埋め戻し、その上に石床炉と鉄床石を据え、その西に接してP2を拡張して設置したものとみられ、炉と関連を

持つピットで工作に関連していると想定される。また、中央の低地部西南にも35×24cm、深さ65cmほどのP3が

長方形気味にあく。この穴の南に接して鉄床石様の川原石が据えられた状況で確認され、その周辺に鍛造剥片や

炭などが散乱している部分があり、その東にP4が帯状に延び長さ140cm、幅45cm、深さ20cmほどで鉄津、鍛造剥

片、炭などが埋められており、このP4の周辺にも地床炉があったとも推定される。出土遺物　土器カマドの中

及び周辺部を中心に土師器、須恵器などの日常雑器が出土している。中でも土師器の圷は、体部の浅いことや、

口縁部の形状から9世紀前半の圷とみられる。また、甕片も出土しているが器壁を箆で鋭く、薄く削り込んだ技

法がみられる。特に、頸部の形状でみると「コ」の字形の前段階とみられる「く」の字形とみられる。また、P1の

埋め土中下部から須恵器の高盤が出土した。体部は皿の内面中ほどの断面が三角形状の凸帯が1条低く巡ってい

たり、接合部の幅の広い1段の透かしが4条ある特徴的なものである。

　工房関連遺物羽口はほぼ完形のものも含めて個体として認識できるものが11点と、他に88点に及ぶ羽口片が出

土している。これらの多くは、遺構の周縁部に散乱する状態で出土したが、とりわけ東側カマド前部と西側拡張

部に多く認められた。鉄津は総量で30㎏ほど出土したが、典型的な椀状津9点を含んで遺構の性格を示している。

また、表面が磨耗した鉄床石とみられるものが、中央の低い方形部分の西北部（地床炉付近）、東中央部（石床炉付

近）、西南部（P4付近）の3ヶ所から出土している。この周辺には、鉄津や鍛造剥片も多量に認められる。この他、

比較的大型で面がきめ細かい石で砥石として利用されたかとみられる川原石も数点検出されている。また、鉄製

品としては、鎌や帯の辻金具、止め金具様のものなどが出土している。

　以上の遺構の状態や出土遺物からみて鍛冶工房としての性格をもっものであることは疑いを入れない。
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第7表　鍛冶工房跡ピット計測表 （）は推定値を示す

ピツト
　号
遺構位置 長径

cm）
短径
cm）
深さ
cm） 形状 用　　　途

ピツト
　号
遺構位置

長径
cm）
短径
cm）

深さ
cm） 形状 用　　　途

P1 石床炉下部 102 100 60 ほぼ方形 作業穴 P10 南西隅 25 23 14 円形 壁柱穴

P2 石床炉西側 70 65 55 ほぽ方形 作業穴 P11 南壁際西寄り （47〉 （47） 51 （円形） 壁柱穴

P3 中央やや西南 35 24 65 長方形 作業穴 P12 鉄床石直下 71 40 32 楕円形 元柱穴

P4 南壁際 140 45 20 長楕円形 作業穴 P13 南東隅 （52） （52） 47 （円形） 柱穴

P5 北東隅 63 56 51 楕円形 柱穴 P14 中央やや北 ・28 27 43 円形 不明

P6 北西壁際 40 20 22 不整形 壁柱穴 P15 中央やや北 30 29 23 円形 不明

P7 西壁北寄り 35 29 13 楕円形 壁柱穴 P16 南西隅 43 35 30 楕円形 不明

P8 西壁中央 28 23 18 楕円形 壁柱穴 貯蔵穴 南東隅 （54） （54） 38 （円形） 貯蔵穴

P9 西壁南寄り 20 15 11 楕円形 壁柱穴

　（3）竪穴状遺構（T－1）

　竪穴状遺構は1棟検出された。位置X69、Y145グリッド。形状長方形を呈す。重複北西隅を新しいピット

に切られていたり、縄文時代の土坑を切っている。規模長軸2．25m、短軸1．86m、確認面から床面までの壁高

25～30cm。面積4．26㎡長軸方向N－30。一W。床面平坦で堅緻な床面。柱穴、貯蔵穴、カマドは検出されなかっ

た。遺物流れ込んだと思われるものや、重複している土坑の縄文土器片や石斧を出土した。時期不明である。

（4）溝状遺構

W－1～W－8の8条検出した。各遺構については、計測表にまとめて報告する。

第8表溝状遺構計測表
（）は推定値、［］は検出値、N－S－W－Eは方向を示す

溝番号

溝の位置
長さ
m）

深さ
cm）
底のレベル
（m）
勾配
％）
上幅
幅（cm） 流水方向

　W－1
側調査区

X86，Y137
　～

82，Y142

（24．2） 10～53 NE131．18
W130．27

3．8
62～176

0～40 NE→SW
明治29年、元陸軍の迅速測図による五代村周辺の地図に騎小径とあり、馬車も

用した道路である。土地改良の時、道路を整備した際、この道路は埋め立て

れ現在の直線道路となった。また、断面形状を見ると数次にわたり作り替え

れた痕跡が見られる。覆土からは石器、縄文土器片、土師・須恵器片、陶器、

多く出土した。　W－2
側調査区

X86，Y135
　～

82，Y142

（31．4） 12～50 NE131．22
W130．34

2．8
113～192

～52 NE→SW

　W－1
W－2
側調査区

X81，Y144
　～

75，Y167

90．1 30～61 NE129．94
W127．40

2．8
182～383

0～53 NE→SW

W－3 X85，Y136 4．1 2～10
NE131．34
W131．25

2．2
13～50

～35 NE→SW
土地改良の時表面を削り取られたため、わずか検出した。最上流から2．4mまで

が狭く下流は幅が広い。新しい溝である。

W－4
回

X86，Y138
　～

86，Y139

（7．7）

5～12
SE131．12
W130．99

1．7
30～48

～21 NE→SW
南側がカクランされている。楕円形の周溝の様相を呈している。北東側が一番

く馬の背で流水方向が変わっている。W－1，2に切られている。新しい溝で
る。

W－4
回

X86，Y138
　～

83，Y139

（18．3） 7～29
SE131．12
W130．94

1．0
35～95

0～24 NE→SW

W－5
X79，Y134
　～

84，Y137

24．1 7～63
SE131．24
W130．29

3．9
54～114

2～66 SE→NW
カクランとW－6に切られている。W－4から分岐し分岐点から下流へ2mほど
底が削られている。新しい溝である。

W－6
X80，Y133
　～

78，Y135

11．2 4～6
NE131．00
W130．79

1．9
24～50

4～30 NE→SW
J－5とW－5を切っている。新しい溝である。

W－7
X68，Y142
　～

62，Y147

31．3 2～32
NE130．10
W128．63

4．7
60～150

0～142 NE→SW
土地改良の時表面を削り取られたため、上流部分は検出できない。下流は調査

域外まで延びている。覆土から新しい溝である。

W－8
X80，Y144
　～

74，Y168

99．7 2～32
NE130．24
W127．78

2．5
44～138

0～60 NE→SW
W－1，2と同様に道路として利用されていたと思われる。W－1，2と平行に走
するが、途中W級，2に合流し、また分岐し平行に走行する。

　（5）ピット（柱穴）〔第14図〕

　調査区全体で336基のピットを検出した。検出状況は、南側調査区で北端中央付近（X74～77、Y143～149グリッ

ド）、中央付近（X68～72、Yl53～159グリッド）と中央東端（X77～79、Y157～160グリッド）で3ヶ所のピット群

をなしている状況がみられた。北端中央付近のピット群では、掘立柱建物跡を1棟（B－1）組むことができた。中

央付近では2棟（B－2．一3）、中央東端では柱穴以外の要素（木の根や耕作痕）が考えられるものが多く、組めなかっ

たQ

　なお、各柱穴の計測値は表にまとめて報告する。
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第9表　ピット計測表
（）は推定値を示す

ピツト
　号 遺構位置

長径
cm）
短径
cm）
深さ
cm） 形状 備　　　考

ピツト
　号 遺構位置

長径
cm）
短径
c皿）
深さ
cm） 形状 備　　　考

P－1 X81，Y134 45 37 72 楕円形 P－63 X80，Y149 47 45 34 円形

P－2 X78，Y136 79 33 40 楕円形 P－64 X80，Y148 97 59 37 楕円形

P－3 X78，Y136 46 32 16 楕円形 P－65 X80，Y149 52 31 54 楕円形

P－4 X77，Y137 38 33 13 不整形 P－66 X80，Y149 52 46 42 楕円形

P－5 X77，Yl37 39 30 13 楕円形 P－67 X80，Y149 30 24 19 楕円形

P－6 X77，Y137 35 29 13 楕円形 P－68 X80，Y149 68 60 42 不整形

P－7 X77，Y137 32 32 21 円形 P－69 X81，Y150 61
（43） 15 （楕円形）

P－8 X82，Y135 41 28 31 楕円形 P－70 X81，Y150 （46） 44 45 （円形）

P－9 X83，Y135 47 36 18 楕円形 P－71 X81，Y150 35 30 13 楕円形

P－10 X87，Y138 50 42 16 楕円形 P－72 X81，Y150 （68） 67 33 （円形）

P－11 X85，Y139 40 35 22 楕円形 P－73 X81，Y150 （62） （40） 39 （不整形）

P－12 X85，Y139 54 40 18 楕円形 P－74 X82，Y150 51 36 58 楕円形

P－13 X85，Y139 65 51 40 楕円形 P－75 X82，Y150 41 33 22 不整形

P－14 X84，Y142 76 65 34 楕円形 P－76 X82，Y151 33 20 20 楕円形

P－15 X84，Y142 64 47 16 楕円形 P－77 X82，Y150 （65） 56 66 （楕円形）

P－16 X84，Y143 72 69 25 円形 P－78 X82，Y151 106
（44） 62 （楕円形）

P－17 （欠番） P－79 X81，Y151 （85） 68 36 （楕円形）

P－18 （欠番） P－80 X81，Y151 83
（74） 23 （楕円形）

P－19 （欠番） P－81 X81，Y152 69 66 49 円形

P－20 （欠番） P－82 X80，Y153 44 43 18 円形

P－21 X75，Y144 41 40 20 円形 掘立柱建物跡（B－1） P－83 X67，Y144 52 52 33 円形

P－22 X74，Y144 30 29 10 正方形 P－84 X66，Y144 43 42 39 円形

P－23 X74，Y145 （45） （40） 28 （楕円形） 掘立柱建物跡（B－1） P－85 X68，Y146 58 45 25 楕円形

P－24 X75，Y145 （36） （31） 20 （楕円形） 掘立柱建物跡（B－1） P－86 X70，Y147 50 38 33 楕円形

P－25 X75，Y144 73 61 41 楕円形 P－87 X69，Y144 41 40 16 円形

P－26 X75，Y144 69 54 52 楕円形 P－88 X71，Y146 42 42 32 円形

P－27 X75，Y144 32 32 19 円形 掘立柱建物跡（B－1） P－89 X75，Y147 52 37 28 楕円形

P－28 X76，Y144 34 33 7 円形 掘立柱建物跡（B－1） P－90 X76，Y147 39 26 25 楕円形

P－29 X75，Y144 35 32 32 不整形 P－91 X76，Y147 45 31 28 楕円形

P－30 X75，Y144 39 36 24 楕円形 P－92 X76，Y147 34 25 16 楕円形

P－31 X75，Y145 73 53 9 楕円形 P－93 X76，Y147 37 26 11 楕円形

P－32 X75，Y145 47 41 24 円形 掘立柱建物跡（B－1） P－94 X77，Y147 31 23 38 楕円形

P－33 X76，Y145 52 43 27 不整形 り P－95 X77，Y147 47 33 31 楕円形

P－34 X76，Y145 65 34 5 楕円形 P－96 X77，Y147 46 36 23 楕円形

P－35 X76，Y144 58 47 27 楕円形 P－97 X77，Y147 （57） 43 45 （楕円形）

P－36 X77，Y144 87 56 45 楕円形 P－98 X77，Y147 （49） 45 72 （円形）

P－37 X76，Y143 136 100 57 不整形 P－99 X77，Y147
（48） 21 18 （楕円形）

P－38 X77，Y143 55 45 16 楕円形 P－100 X77，Y147 （41） （27） 50 （楕円形）

P－39 X77，Y148 25 24 10 円形 P－101 X77，Y147
（32） 25 37 （楕円形）

P－40 X73，Y146 （欠番） H－2旧竈煙道部分 P－102 X77，Y147 58 47 69 楕円形

P－41 X74，Y146 46 45 24 円形 P－103 X77，Y147 22 20 14 円形

P－42 X74，Y146 48 48 28 円形 P－104 X77，Y147 20 20 10 円形

P－43 X74，Y146 38 35 30 円形 P－105 X77，Y147 37 36 45 円形

P－44 X74，Y146 31 29 23 円形 P－106 X77，Y148 27 26 23 円形

P－45 X77，Yl44 75 59 41 楕円形 P－107 X77，Y147 24 18 20 楕円形

P－46 X78，Y144 90 58 39 楕円形 P－108 X77，Y148 20 20 15 円形

P－47 X78，Y143 44 33 33 楕円形 P－109 X77，Y148 28 28 35 円形

P－48 X78，Y144 64 62 36 円形 P－110 X78，Y148 23 17 19 楕円形

P－49 X79，Y144 39 23 26 楕円形 P－111 X78，Y148 35 33 26 円形

P－50 X79，Y144 51 25 29 不整形 P－112 （欠番）

P－51 X78，Y146 23 20 47 長方形 P－113 X73，Y149 69 54 27 楕円形

P－52 X77，Y146 19 19 20 正方形 P－114 X73，Y150 110 87 17 楕円形

P－53 X77，Y146 35 32 13 不整形 P－115 X73，Y150 97 68 18 不整形

P－54 X78，Y146 81 68 31 楕円形 P－116 X72，Y150 65 50 35 楕円形

P－55 X82，Y145 44 43 19 円形 P－117 X72，Y150 44 34 24 楕円形

P－56 X82，Y145 44 41 32 楕円形 P－118 X72，Y151 55 51 15 円形

P－57 X82，Y145 48 36 37 楕円形 P－119 X73，Y151 79 69 66 不整形

P－58 X82，Y149 46 40 15 楕円形 P－120 X74，Y150 62 41 16 楕円形

P－59 X82，Y149 24 18 6 楕円形 P－121 X75，Y152 73 61 30 楕円形

P－60 X82，Y149 40 38 19 円形 P－122 X75，Y152 47 41 22 楕円形

P－61 X81，Y149 46 40 35 楕円形 P－123 X75，Y150 95 75 23 楕円形

P－62 X81，Y149 54 50 42 不整形 P－124 X74，Y150 （38） 27 8 （楕円形）

一34一



（）は推定値を示す

ピツト
　号
遺構位置

長径
cm）
短径
cm）
深さ
cm） 形状 備　　　考

ピツト
　号
遺構位置

長径
cm）
短径
cm）

深さ
cm） 形状 備　　　考

P－125 X76，Y152 62 39 18 楕円形 P－188 X77，Y158 80 （54） 76 （楕円形）

P－126 X64，Yl46 102 90 25 楕円形 P－189 X77，Y158 （45） 37 51 （楕円形）

P－127 X65，Y146 43 36 10 楕円形 P－190 X77，Y158 （49） 47 33 （円形）

P－128 （欠番） D－503に変更 P－191 X77，Y158
（58） 52 47 （楕円形）

P－129 （欠番） D－505に変更 P－192 X77，Y158 35 30 20 不整形

P－130 X74，Y145 62 43 19 楕円形 P－193 X77，Y159 32 32 30 円形

P－131 X75，Y146 32 27 15 楕円形 P－194 X77，Y159 46 33 30 楕円形

P－132 X80，Y147 47 43 19 円形 P－195 X78，Y158 77 36 32 楕円形

P－133 X80，Y147 40 38 25 円形 P－196 X78，Y159 （49） （49） 58 （円形）

P－134 X80，Y147 46 38 21 楕円形 P－197 （欠番） D－575に変更

P－135 X80，Y147 25 21 5 楕円形 P－198 X77，Y159 81 64 20 楕円形

P－136 X81，Y148 41 35 24 楕円形 P－199 X77，Y160 50 41 18 楕円形

P－137 X80，Y148 36 36 25 円形 P－200 X77，Y160 55 55 50 円形

P－138 X81，Y149 44 26 9 不整形 P－201 X77，Y160 28 25 19 円形

P－139 X79，Y149 46 45 35 円形 P－202 X77，Y161 59 55 17 円形

P－140 （欠番） P－203 X77，Y161 51 51 42 円形

P－141 （欠番） P－204 （欠番〉

P－142 X78，Y152 24 20 29 楕円形 P－205 （欠番）

P－143 X78，Y152 25 25 23 円形 P－206 （欠番）

P－144 （欠番） D－504に変更 P－207 （欠番）

P－145 （欠番） D－506，D－507に変更 P－208 （欠番）

P－146 X70，Y146 61 48 33 楕円形 P－209 （欠番）

P－147 X70，Y146 56 47 10 楕円形 P－210 （欠番）

P－148 X70，Y146 62 45 19 楕円形 P－211 （欠番）

P－149 X70，Y146 55 48 16 楕円形 P－212 （欠番）

P－150 X72，Y146 72 55 18 楕円形 P－213 （欠番）

P－151 X71，Y146 98 73 28 楕円形 P－214 （欠番）

P－152 X69，Y148 64 43 16 楕円形 P－215 （欠番）

P－153 X70，Y149 77 60 23 楕円形 P－216 （欠番）

P－154 X69，Y150 97 81 81 不整形 P－217 （欠番）

P－155 X74，Y145 65 58 21 楕円形 P－218 （欠番）

P－156 X74，Y145 81 68 25 楕円形 P－219 （欠番）

P－157 （欠番） P－220 （欠番）

P－158 X74，Y146 98 87 11 楕円形 P－221 X69，Y153 32 28 21 円形 掘立柱建物跡（B－2）

P－159 X74，Y146 66 63 12 円形 P－222 X69，Y154 34 28 26 円形

P－160 X73，Y146 68 67 7 円形 P－223 X69，Y154 28 26 24 円形

P－161 X74，Y146 85 56 20 楕円形 P－224 X69，Y154 42 36 47 楕円形 掘立柱建物跡（B－2）

P－162 X74，Y146 66 63 14 円形 P－225 X70，Y154 42 28 24 楕円形 掘立柱建物跡（B－2）

P－163 X74，Y146 51 46 6 楕円形 P－226 X70，Y154 40 28 28 楕円形 掘立柱建物跡（B－2）

P－164 X72，Y151 64 63 24 円形 P－227 X71，Y154 34 34 33 円形 掘立柱建物跡（B－2）

P－165 X79，Y155 46 40 28 楕円形 P－228 X71，Y154 38 24 28 楕円形 掘立柱建物跡（B－2）

P－166 X78，Y156 55 42 49 楕円形 P－229 X71，Y154 36 30 23 楕円形

P－167 X78，Y157 55 53 27 円形 P－230 X71，Y153 30 26 15 楕円形 掘立柱建物跡（B－2）

P－168 X78，Y157 28 27 12 円形 P－231 X70，Y153 40 36 27 円形 掘立柱建物跡（B－2）

P－169 X78，Y157 38 38 37 円形 P－232 X69，Y154 48 32 45 楕円形 掘立柱建物跡（B－3）

P－170 X78，Y157 35 33 42 円形 P－233 X69，Y155 28 26 15 円形 掘立柱建物跡（B－3）

P－171 X78，Y157 68 38 17 楕円形 P－234 X69，Y155 56 34 45 楕円形 掘立柱建物跡（B－3）

P－172 X78，Y157 27 25 17 円形 P－235 X70，Y155 34 （34） 26 （円形） 掘立柱建物跡（B－3）

P－173 X78，Y158 23 21 28 円形 P－236 X70，Y155 36 （36） 31 （円形）

P－174 X78，Y157 24 21 17 円形 P－237 X71，Y155 40 36 32 円形 掘立柱建物跡（B－3）

P－175 X78，Y157 32 27 30 楕円形 P－238 X70，Y154 32 32 34 円形 掘立柱建物跡（B－3）

P－176 X78，Y158 24 21 36 円形 P－239 X69，Y154 58 22 19 楕円形 掘立柱建物跡（B－2）

P－177 X79，Y158 20 16 20 楕円形 P－240 X69，Y154 44 32 30 楕円形 掘立柱建物跡（B－2）

P－178 X79，Y158 32 31 21 円形 P－241 X69，Y154 32 20 11 楕円形

P－179 X78，Y158
（106） 76 22 （楕円形） P－242 X70，Y153 54 54 15 円形

P－180 X77，Y157 41 38 65 楕円形 P－243 X70，Y154 30 22 21 楕円形

P－181 X77，Y157 42 42 56 円形 P－244 X70，Y154 44 34 45 楕円形

P－182 X77，Y158 38 27 80 楕円形 P－245 X70，Y154 36 36 11 円形

P－183 X77，Y158 32 23 44 楕円形 P－246 X69，Y154 28 26 28 円形

P－184 X77，Y158 39 34 55 楕円形 P－247 X70，Y155 32 30 16 円形

P－185 X77，Y158 60 52 64 楕円形 P－248 X70，Y155 30 28 26 円形 掘立柱建物跡（B－3）

P－186 X77，Y158 40 25 38 楕円形 P－249 X69，Y153 36 24 26 楕円形

P－187 X77，Y158 34 31 18 円形 P－250 X68，Y153 36 28 21 楕円形
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（）は推定値を示す

ピツト
　号 遺構位置

長径
cm）
短径
cm）
深さ
cm） 形状 備　　　考

ピツト
　号
遺構位置

長径
cm）
短径
cm）

深さ
cm） 形状 備　　　考

P－251 X69，Y154 30 26 21 楕円形 P－310 X70，Y156 26 26 16 円形

P－252 X69，Y154 32 30 15 円形 P－311 X70，Y156 24 22 14 円形

P－253 X69，Y154 30 30 17 円形 P－312 X70，Y156 22 12 9 長方形
P－254 X68，Y154 38 30 31 楕円形 P－313 X70，Y156 20 20 13 円形

P－255 X69，Y154 24 16 32 楕円形 P－314 X67，Y155 30 24 11 楕円形

P－256 X69，Y154 40 30 34 楕円形 P－315 X67，Y155 34 26 41 楕円形

P－257 X68，Y154 28 20 16 楕円形 P－316 X67，Y155 30 24 40 楕円形

P－258 X68，Y154 34 26 15 楕円形 P－317 X67，Y155 62 40 31 楕円形

P－259 X68，Y154 22 22 21 正方形 P－318 X67，Y156 46 32 28 楕円形

P－260 X68，Y154 48 38 36 楕円形 P－319 X67，Y156 26 24 19 円形

P－261 X68，Y154 （60） 46 13 （楕円形） P－320 X67，Y156 32 26 15 楕円形

P－262 X68，Y154 28 26 17 円形 P－321 X67，Y156 36 22 12 長方形

P－263 X68，Y154 22 20 38 円形 P－322 X67，Y156 28 26 35 円形

P－264 X68，Y154 20 14 33 長方形 P－323 X68，Y156 30 28 37 円形

P－265 X68，Y154 20 18 6 円形 P－324 X68，Y156 30 26 15 楕円形

P－266 X67，Y154 60 （58） 30 （円形） P－325 X68，Y156 26 22 22 楕円形

P－267 X67，Y155 38 （38） 31 （円形） P－326 X68，Y156 36 28 19 楕円形

P－268 X67，Y155 （40） 30 44 （楕円形） P－327 X68，Y156 24 24 12 円形

P－269 X68，Y155 20 20 11 円形 P－328 X68，Y156 26 24 12 円形

P－270 X68，Y154 26 26 17 円形 P－329 X68，Y156 40 24 21 楕円形

P－271 X68，Y154 22 20 13 円形 P－330 X67，Y156 32 32 40 円形

P－272 X68，Y154 26 26 23 円形 P－331 X67，Y156 34 32 30 円形

P－273 X69，Y154 28 28 21 円形 P－332 X67，Y156 80 60 23 楕円形

P－274 X69，Y154 40 30 39 楕円形 P－333 X67，Y156 28 28 19 円形

P－275 X68，Y155 32 32 19 円形 P－334 X67，Y156 30 26 18 楕円形

P－276 X68，Y155 28 28 14 円形 P－335 X67，Y156 36 28 24 楕円形

P－277 X67，Y155 24 22 16 円形 P－336 X67，Y156 32 32 32 円形

P－278 X68，Y155 28 28 20 円形 P－337 X68，Y156 28 22 8 楕円形
P－279 X68，Y155 30 30 39 円形 P－338 X67，Y156 34

（34〉 16 （円形）

P－280 X68，Y155 30 22 22 楕円形 P－339 X67，Y156
（36） 30 11 （楕円形）

P－281 X68，Y155 22 18 25 楕円形 P－340 X67，Y156 26 24 17 円形

P－282 X68，Y155 48 30 44 楕円形 P－341 X66，Y156 28 26 25 円形

P－283 X68，Y155 36 36 25 円形 P－342 X66，Y156 28 28 27 円形

P－284 X68，Y155 36 28 14 楕円形
讐

P－343 X66，Y156 26 22 18 楕円形

P－285 X69，Y155 40 36 44 楕円形 P－344 X66，Y156 28 22 33 楕円形

P－286 X69，Y155 30 22 19 楕円形 P－345 X67，Y157 28 28 16 円形

P－287 X69，Y155 24 22 7 円形 P－346 X66，Y157 30 30 27 円形

P－288 X69，Y155 38 28 36 楕円形 P－347 X66，Y157 32 26 15 楕円形

P－289 X69，Y155 50 44 21 楕円形 P－348 X66，Y157 24 22 16 長方形

P－290 X69，Y155 32 26 27 楕円形 P－349 X66，Y157 28 24 10 円形

P－291 X69，Y155 22 22 8 円形 P－350 X66，Y158 38 38 20 円形

P－292 X69，Y155 34 28 7 楕円形 P－351 X66，Y157 38 28 16 楕円形

P－293 X69，Y155 30 28 19 円形 P－352 X67，Y157 34 34 19 円形

P－294 X69，Y155 28 28 20 円形 P－353 X67，Y157 62 32 42 不整形

P－295 X70，Y155 30 30 22 円形 P－354 X67，Y157
（36） 24 18 （楕円形）

P－296 X70，Y155 20 20 11 正方形 P－355 X67，Y157 36 34 27 円形

P－297 X69，Y155 28 （28） 12 （円形） P－356 X69，Y158 20 18 12 円形

P－298 X70，Y156 44 34 18 楕円形 P－357 X69，Y158 22 22 11 円形

P－299 X71，Y154 24 24 16 円形 P－358 X69，Y158 18 18 12 正方形

P－300 X71，Y154 30 24 11 楕円形 P－359 X69，Y158 20 20 12 円形

P－301 X71，Y154 28 20 11 楕円形 P－360 X69，Y158 28 24 3 楕円形
P－302 X71，Y155 34 34 26 円形 P－361 X69，Y158 30 24 10 楕円形

P－303 X71，Y155 28 22 32 楕円形 P－362 X69，Y158 22 18 14 楕円形

P－304 X71，Y155 18 18 18 正方形 P－363 X70，Y158 20 20 19 正方形

P－305 X71，Y155 24 18 11 楕円形 P－364 X70，Y158 32 22 10 楕円形

P－306 X71，Y155 18 18 33 正方形 P－365 X69，Y158 40 38 28 円形

P－307 X71，Y155 16 16 27 正方形 P－366 X69，Y158 22 14 13 楕円形

P－308 X71，Y155 28 20 11 楕円形 P－367 X70，Y158 24 22 26 円形

P－309 X70，Y156 18 18 21 円形

（6）土　坑

縄文時代以外の土坑は、調査区全体で311基検出した。時期を特定できるものは数基で、大多数は時期不明であっ
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た。その他に木の根や耕作痕と思われるものもあった。また、規則性などは確認できなかった。縄文時代の土器

片や礫などが出土している土坑も検出したが、覆土の質が縄文土坑とは明らかに違い、柔らかく、白色軽石粒や

ローム粒が多く含まれていて、後世に穴を掘った時、縄文土器などを埋めたか、埋まってしまったのであろう。

また、縄文土坑と重複する土坑もあった。なお、各土坑の計測値は第10表にまとめた。

第10表　土坑計測表

（）は推定値、★は縄文土器片出土を示す

土坑
号
遺構位置

長径
cm）
短径
cm）
深さ
cm） 形状 備　　　考

土坑
号
遺構位置

長径
cm）
短径
cm）

深さ
cm） 形状 備　　　考

D－56 X82，Y135 90 63 29 楕円形 D－252 X81，Y149 125 70 75 楕円形

D－68 X78，Y135 116 53 13 楕円形 ★ D－253 X81，Y149 211 186 35 楕円形 重複★

D－69 X78，Y135 77 64 15 楕円形 ★ D－254 X81，Y150
（131） （126） （32） （円形） ★多く出土

D－70 X78，Y135 93
（65） 6 （楕円形） カクランに切られる D－255 X82，Y150 （92） （92） （30） （円形） 一部調査区域外

D－82 X80，Y136 84 33 22 楕円形 木根跡 D－256 X80，Y150 55 41 38 不整形 ★

D－83 X81，Y136 87 52 18 楕円形 D－258 X80，Y150 117 59 13 楕円形

D－84 X82，Y137 65 60 11 楕円形 D－259 X81，Y150 103 99 83 円形 ★

D－123 X88，Y138 72 45 20 楕円形 D－260 X81，Y151 93 69 59 楕円形

D－124 X88，Y138 65 41 25 楕円形 D－261 X80，Y151 152 134 27 楕円形

D－129 X84，Y142 132 122 44 円形 D－13Gと重複★ D－263 X80，Y151 81 70 18 楕円形

D－132 X85，Y142 （121） 120 42 （円形） D－131と重複 D－264 X81，Y151 80 72 24 楕円形

D－153 X71，Y142 103 99 46 円形 ★ D－267 X80，Y152 96 90 38 円形

D－161 X72，Y142 50 49 65 円形 D－268 X80，Y153 112 93 32 楕円形

D－178 X76，Y143 93 85 33 円形 ★ D－269 X79，Y153 174 119 29 楕円形

D－179 X76，Y143 132 129 21 円形 D－271 X67，Y143 75 73 21 円形 W－7に切られる

D－181 X75，Y144 149 105 14 楕円形 D－272 X66，Y143 105 103 39 円形 木根跡★

D－185 X74，Y144 125 98 33 楕円形 ★ D－273 X66，Y143 77 74 45 円形 ★

D－187 X73，Y145 78 72 39 楕円形 ★多く出土 D－278 X68，Y146 （129） （129） 36 （円形） D－336，454と重複★

D－189 X72，Y143 114 90 41 楕円形 D－880と重複 D－287 X68，Y146 221 220 38 円形 ★

D－190 X72，Y143 104 82 21 楕円形 D－292 X69，Y147 137 104 29 楕円形 ★

D－193 X72，Y143 105 100 20 円形 D－892と重複 D－293 X69，Y147 132 130 30 円形 ★

D－197 X71，Y145 118 87 30 楕円形 D－198と重複 D－294 X69，Y147 192 133 45 不整形 D－295，459と重複

D－200 X69，Y142 141 109 19 楕円形 ★ D－296 X69，Y148 138 118 30 楕円形 ★

D－202 X76，Y143 70 46 26 不整形 D－302 X70，Y145 115 93 45 楕円形

D－203 X76，Y144 69 45 12 楕円形 ★ D－303 X70，Y145 178 （178） 40 （円形） D－529，530と重複★

D－204 X77，Y144 74 72 32 楕円形 D－304 X71，Y145 200 184 31 楕円形 ★

D－206 X71，Y144 52 47 30 円形 D－876と重複★ D－307 X70，Y146 79 63 23 楕円形

D－207 X72，Y144 57 53 27 円形 ★ D－309 X71，Y147 230 201 28 楕円形

D－208 X77，Y143 84 84 14 円形 D－310 X71，Y148 224 135 43 楕円形

D－209 X77，Y144 91 71 16 楕円形 D－312 X71，Y148 130 98 34 楕円形 ★

D－210 X77，Y143 151 144 36 円形 D－315 X70，Y149 176 98 17 楕円形

D－211 X78，Y143 70 54 12 楕円形 D－316 X70，Y149 183 150 35 楕円形

D－215 X78，Y144 41 34 11 不整形 D－317 X74，Y148 87 76 21 楕円形

D－218 X82，Y147 62 62 33 円形 D－318 X75，Y148 88 61 20 楕円形 ★

D－219 X79，Y144 56 51 6 楕円形 D－319 X75，Y148 75 63 52 楕円形

D－220 X79，Y145 46 34 13 楕円形 D－320 X75，Y148 80 43 18 楕円形

D－221 X78，Y145 72 66 20 楕円形 D－321 X74，Y148・ 65 40 23 楕円形 ★

D－223 X78，Y146 181 132 45 不整形 ★ D－322 X74，Y149 121 115 46 楕円形

D－226 X76，Y146 209 163 37 楕円形 D－323 X74，Y149 115 100 35 楕円形

D－227 X77，Y146 154 129 42 楕円形 P－53と重複 D－324 X74，Y150 100 97 37 円形

D－228 X77，Y146 153 138 36 不整形 D－325 X75，Y150 126 120 34 円形

D－229 X77，Y146 56 52 22 楕円形 D－326 X75，Y148 87 61 22 楕円形

D－230 X77，Y146 150 95 25 楕円形 D－327 X76，Y148 67 52 34 楕円形

D－233 X71，Y144 70 68 76 不整形 D－199と重複 D－328 X77，Y148 153 123 50 楕円形

D－234 X84，Y146 55 45 18 楕円形 D－330 X77，Y150 135 110 36 楕円形

D－236 X82，Y147 117 82 21 楕円形 ★ D－331 X73，Y150 72 69 48 円形

D－239 X83，Y147 （100） （100） （20） （円形） 一部調査区域外 D－332 X73，Y150 （110） （108） 20 （円形） D－333と重複

D－241 X82，Y148 149 140 25 楕円形 D－1039，1041と重複★ D－333 X73，Y150 （125） （125） 51 （円形） D－332と重複

D－242 X80，Y147 241 179 24 不整形 ★ D－339 X74，Y151 144 112 21 楕円形 ★多く出土

D－243 X79，Y152 （150） 123 19 楕円形 D－270と重複 D－340 X74，Y150 90 68 42 楕円形

D－244 X81，Y147 49 46 26 円形 D－341 X74，Y151 80 77 34 円形

D－247 X82，Yl48 164 144 30 不整形 ★ D－342 X74，Y151 77 63 31 楕円形

D－248 X82，Y149 117 70 31 楕円形 D－343 X75，Y151 104 64 24 楕円形

D－249 X82，Y149 （131） （108） （36） （楕円形） 一部調査区域外 D－344 X74，Y150 76 66 34 楕円形

D－251 X80，Y150 67 48 66 楕円形 D－345 X76，Y150 93 86 29 円形
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（）は推定値、★は縄文土器片出土を示す

土坑
号
遺構位置

長径
cm）
短径
cm）
深さ
cm） 形状 備　　　考

土坑
号
遺構位置

長径
cm）
短径
cm〉
深さ
cm） 形状 備　　　考

D－346 X75，Y150 94 83 20 楕円形 D－455 X68，Y145 （156） （127） 45 楕円形 D－279，280と重複

D－347 X75，Y150 82 54 28 楕円形 D－459 X69，Y147 123
（120） 43 （円形） D－294，295と重複

D－351 X76，Y151 89 88 29 円形 D－462 X63，Y149 137 108 25 楕円形 ★

D－352 X76，Y152 112 97 27 楕円形 D－463 X63，Y149 96 95 17 円形 ★

D－354 X76，Y153 85 82 18 円形 D－464 X65，Y149
（124） （116） 21 （楕円形） D－465と重複★

D－355 X64，Y144 124 123 69 円形 D－936と重複★ D－469 X63，Y150 137 132 26 円形 新しい土坑

D－356 X64，Y144 118 111 47 円形 ★ D－471 X65，Y150 107 103 28 円形 新しい土坑★

D－357 X64，Y145 138 123 52 楕円形 D－473 X65，Y150 129 95 19 楕円形 ★多く出土

D－358 X65，Y145 128 95 37 楕円形 W－7に切られる★ D－475 X67，Y150 98 88 26 楕円形 ★

D－359 X65，Y145 133 116 28 楕円形 木根跡★ D－478 X67，Y152 118 113 60 円形

D－361 X64，Y146 （180） （18G） 36 （円形） W－7に切られる★ D－480 X66，Y152 （166） 135 24 （楕円形） D－626，674と重複★

D－262 X63，Y145 （200） 200 38 （円形） 一部調査区域外★ D－481 X66，Y152
（236） （231） 18 （円形） D－624，625，631と重複

D－363 X65，Y146 185 155 29 楕円形 D－940と重複★ D－482 X67，Y153 80 76 15 円形 ★

D－364 X65，Y146 201 124 20 楕円形 ★ D－485 X65，Y151 128 103 27 楕円形 ★

D－367 X74，Y145 108 106 18 楕円形 ★ D－487 X64，Y152 169 144 25 楕円形 D－989と重複，新しい★

D－371 X76，Y146 106 103 25 楕円形 D－491 X62，Y153 118 118 27 円形 新しい土坑

D－373 X80，Y148 66 57 14 楕円形 D－492 X63，Y153 159 158 22 円形

D－374 X80，Y148 87 73 22 楕円形 D－502 X66，Y154 121 99 16 楕円形 A－1に切られる

D－375 X81，Y148 270 180 26 不整形 D－503 X66，Y147 99 98 17 円形

D－376 X80，Y148 55 53 36 円形 D－504 X66，Y147 163 100 38 楕円形 D－382と重複★

D－377 X81，Y148 167 94 42 不整形 ★ D－507 X66，Y148 56 36 13 不整形 D－506と重複★多い

D－378 X81，Y149 82 63 14 楕円形 D－511 X63，Y154 114 107 22 円形

D－379 X81，Y149 77 64 27 楕円形 D－513 X63，Y155 120 115 28 円形

D－380 X66，Y145
（120） （100） 40 （楕円形） D－381と重複★ D－520 X64，Y156 98 83 23 楕円形 ★

D－386 X68，Y148 222 82 44 不整形 D－389と重複★ D－522 X64，Y154 131 108 41 楕円形

D－387 X69，Y148 109 98 32 楕円形 D－524 X70，Y143 47 45 11 円形

D－388 X68，Y148 121 102 32 楕円形 D－532 X69，Y153 127 63 26 不整形

D－389 X68，Y148 95 80 26 楕円形 D－386と重複★ D－533 X69，Y154 127 97 43 不整形

D－390 X69，Y146 103 87 23 楕円形 D－534 X68，Y154 117 107 29 円形

D－391 X71，Y145 174 158 18 楕円形 D－538 X67，Y154
（90） （73〉 32 （不整形） D－537，539と重複★

D－392 X72，Y145 （133） （117） （55） （楕円形） D－531と重複★ D－540 X68，Y155 （47） 43 37 （不整形） D－539と重複

D－393 X72，Y146 135 123 44 円形 D－541 X68，Y155 94 78 17 楕円形

D－394 X72，Y147 103 67 10 楕円形 D－544 X69，Yl55 122 102 34 楕円形 D－1032と重複★

D－395 X71，Y146
（88） 62 18 （楕円形） D－3％と重複 D－545 X69，Y155 87 87 42 円形

D－396 X71，Y146 （92） 60 10 （楕円形） D－395，397と重複 D－547 X70，Y154 105 102 42 円形 ★多く出土

D－397 X71，Y146 153 10 16 楕円形 D－396と重複 D－548 X70，Y155 54 42 31 楕円形

D－398 X71，Y147 135 97 28 楕円形 D－549 X70，Y155 71 60 25 楕円形

D－399 X70，Y147 137 116 26 楕円形 D－867と重複 D－552 X70，Y155 83 81 21 円形 ★

D－400 X70，Y147 84 84 15 円形 D－867と重複 D－553 X70，Y155 141
（140〉 29 （円形） D－554と重複★多い

D－403 X68，Y149 110 105 51 円形 D－556 X71，Y155 102
（100〉 39 （円形） D－555と重複★

D－405 X69，Y149 149 127 27 楕円形 D－557 X74，Y153 88 78 19 楕円形 ★

D－407 X69，Y150 104 93 20 円形 D－562 X71，Y156 96 94 20 円形

D－408 X69，Y150 123 116 31 円形 D－563 X75，Y154 72 68 25 円形

D－410 X69，Y151 86 84． 18 円形 D－565 X75，Y156 178 103 46 楕円形

D－413 X74，Y146 108 81 18 楕円形 D－566 X74，Y155 88 84 24 円形

D－414 X74，Y146 144 64 17 楕円形 D－570 X75，Y159
（128） 105 21 （楕円形） D－571と重複

D－415 X72，Y150 98 77 30 楕円形 D－571 X75，Y159 128 115 36 楕円形 D－570と重複

D－416 X72，Y151 153 135 30 楕円形 D－572 X75，Y159 115 101 27 楕円形

D－418 X72，Y152 198 78 21 不整形 ★ D－574 X75，Y159 136 127 46 楕円形

D－419 X72，Y152 117 112 16 円形 D－579 X75，Yl61 130 117 25 楕円形

D－420 X72，Y151 110 70 43 楕円形 D－580 X73，Y160 104 104 17 円形

D－423 X77，Y154 84 73 29 楕円形 W－1，2内 D－583 X71，Y159 92 81 21 楕円形

D－424 X79，Y153 107 98 28 楕円形 D－585 X70，Y158 81 65 28 楕円形

D－427 X79，Y155 141 130 40 楕円形 D－586 X70，Y159 89 76 26 楕円形

D－428 X78，Y155 95 95 29 円形 D－587 X69，Y159 88 85 21 円形

D－429 X78，Y155 122 116 59 不整形 D－588 X69，Y159 86 85 19 円形

D－430 X79，Y155 150 140 32 円形 D－590 X69，Y157 98 94 15 円形

D－435 X79，Y156 171 166 27 円形 D－591 X69，Y156 150 135 18 楕円形

D－437 X79，Y157 167 126 25 楕円形 D－592 X70，Y156 134 82 21 楕円形

D－442 X77，Y157 89 72 23 楕円形 須恵器（平安時代） D－593 X69，Y156 100 87 46 楕円形

D－443 X77，Y158 165 96 30 楕円形 D－594 X69，Y157 95 91 15 円形

D－446 X78，Y159 122 117 35 楕円形 P－195と重複★ D－595 X68，Y157 77 69 33 楕円形

D－447 X78，Y159 182 157 20 楕円形 P－196と重複★ D－596 X68，Y157 94 80 39 楕円形
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（）は推定値、★は縄文土器片出土を示す

土坑
号
遺構位置

長径
cm〉
短径
cm）

深さ
cm） 形状 備　　　考

土坑
号
遺構位置

長径
cm）
短径
cm）

深さ
cm） 形状 備　　　考

D－601 X68，Y157 115 102 49 楕円形 D－732 X62，Y150 67 65 26 円形

D－603 X67，Y156 130 98 18 楕円形 D－733 X62，Y150 54 51 35 円形

D－604 X67，Y156
（108） 87 45 不整形 D－605と重複★ D－734 X62，Y151 82 78 30 円形

D－606 X68，Y156 124 98 34 楕円形 ★ D－735 X61，Y151 137 132 45 円形

D－608 X68，Yl55 85 61 56 楕円形 D－738 X64，Y159 115 89 30 楕円形

D－610 X68，Y155 132 66 29 不整形 D－740 X66，Y163 147 120 26 楕円形 ★

D－615 X66，Y159 138 110 64 楕円形 D－614と重複 D－747 X66，Y161 59 59 23 円形

D－617 X67，Y149 96 83 32 楕円形 カクランあり D－748 X65，Y162 72 61 22 楕円形

D－618 X67，Y149 113 104 27 楕円形 新しい土坑 D－749 X65，Y160 145 88 25 楕円形 ★

D－620 X68，Y151 105
（104） 34 （円形） D－619と重複，新しい★ D－750 X64，Y161 73 72 18 円形

D－632 X64，Y154 （130） 97 125 （楕円形） D－510と重複，獣穴★ D－751 X64，Y161 61 60 15 円形

D－634 X67，Y159 246 222 25 楕円形 長甕出土（7世紀後半） D－753 X63，Y160 73 53 38 楕円形

D－636 X69，Y160 117 115 57 円形 D－757 X62，Y162 77 64 14 楕円形 ★

D－639 X69，Y161 100
（98） 57 （円形） D－785と重複 D－758 X61，Y162 117 95 42 楕円形 ★

D－640 X70，Y161 109 91 32 不整形 D－759 X61，Y162 79 34 43 不整形 ★

D－649 X72，Y161 73 58 50 不整形 D－760 X60，Y162 （44） 44 15 （円形） D－761と重複

D－650 X72，Y161 99 94 55 円形 D－761 X60，Y162 （53） 43 16 （楕円形） D－760と重複★

D－655 X74，Y165 133 120 29 楕円形 D－762 X60，Y162 41 37 22 円形

D－657 X72，Y165 132 120 42 楕円形 D－763 X60，Y163 75 57 26 楕円形 ★

D－658 X71，Y164 125 112 26 楕円形 D－764 X60，Y163 88 81 19 楕円形

D－659 X72，Y165 145 131 30 楕円形 ★ D－766 X71，Y168 199 195 15 円形

D－660 X70，Y164 141 89 44 楕円形 ★ D－767 X71，Y169 179 120 22 不整形

D－663 X68，Y152 64 59 33 円形 D－962と重複 D－768 X71，Y168 132 121 23 円形

D－664 X64，Y157 110 107 15 円形 ★ D－769 X71，Y168 150 120 54 不整形

D－665 X65，Y157 （150） （125） 47 （楕円形） D－666と重複 D－770 X71，Y167 97 72 30 楕円形 D－772と重複

D－672 X63，Y161
（114） 114 44 （円形） D－673と重複 D－771 X70，Y168 237 193 16 楕円形

D－679 X60，Y158 （98） （98） 22 （円形） D－680，681と重複 D－772 X71，Y168 185 176 55 円形 D－770と重複

D－685 X59，Y160 62 58 17 円形 D－773 X73，Y162 152 127 29 不整形

D－691 X71，Y167 98 90 20 楕円形 D－774 X73，Y162 122 88 30 楕円形

D－692 X70，Y167 146 （142） 20 （円形） D－775 X72，Y163 （100） 83 27 （楕円形） D－777と重複

D－693 X70，Y167 150 136 19 楕円形 D－776 X73，Y163 （215） 124 28 （楕円形〉 D－777と重複★

D－694 X69，Y168 （210） 139 33 （楕円形） ★ D－777 X72，Y163
（203） 90 42 （楕円形） D－775，776と重複

D－695 X69，Y167 120 98 28 楕円形 ★ D－778 X70，Y163 122 116 25 円形 ★

D－701 X68，Y163 131 115 26 楕円形 D－779 X70，Y163 115 97 31 楕円形 ★

D－705 X65，Y161 42 38 29 円形 D－782 X62，Y164 （146） 146 24 （円形） D－710と重複

D－729 X66，Y165 203 191 34 円形 D－783 X62，Y164 100 95 22 円形

D－730 X65，Y166 131 124 30 円形 D－784 X62，Y165 112 92 22 楕円形 ★

D－731 X62，Y150 108100 50 楕円形

（7）井戸状遺構〔第14図〕

2基の井戸状遺構を検出した。2基とも遺物は検出せず、時期不明である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第11表　井戸状遺構計測表 （）は推定値、［］は検出値を示す

井戸番号 遺構位置． 長径（cm） 短径（cm） 深さ（cm） 形状 備　　　　　　　　　　　　考

1－1 X－72，Y－154

汲口 364 240 （80） 不整形 確認面から80cmの深さまで不整形でその下は円形。
井穴 130 125 ［276］ 円　　形

P1 （100） （65） 50 楕円形 柱穴を3基検出。

P2 （68） ［56］ 37 楕円形
P3 ［48］ ［34］ 57 楕円形

1－2 X－71・72，Y－160 173 163 ［154］ 円　　形 H－12と重複し床を掘り込んでいる。

　（8）道路状遺構〔第14図〕

　明治29年、元陸軍の迅速測図や昭和43年の都市計画図に道路として記載されており、最近まで使用していた道

路である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第12表　道路状遺構計測表　　　　　　　　　　　　N．S－W．Eは方向を示す

遺構
号
遺構位置

長さ
m）

深さ
cm）
底のレベル
（m）
勾配
％）
上幅
幅（cm） 傾斜方向 備　　　　　　　　　　　　考

A－1
X77，Y143
　～

58，Y163

109．8 3～24
N　E130．47

W127．42
2．8
114～215

1～70
N　E→SW

覆土は、砂が多くガラス片が混入し、最下層に砂鉄が堆積していた。断面形状

皿状で、底部には流水痕が見られる。また、20．0×15．Ocm、深さ10．0～15．O

mの長方形の穴が道路東側縁に50cmピッチで延長40mにわたり検出した。道路

敷地との境柵跡と思われる。
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（9）掘立柱建物跡〔第14図、図版5〕

ピット群1・2の中から、3棟の掘立柱建物跡を検出した。各遺構については、第13表計測表にまとめた。

第13表　掘立柱建物跡計測表

（）は推定値、N－S－W－Eは方向を示す

番号 遺構位置 形状（m）
長軸方向
（cm〉
推定面積
（㎡） 柱問寸法（m〉

柱　穴（cm）

備　　　　　考
平・断面形状 長径 短径 深さ

B－1

X74・75

114・115

ツト群1

東西2間

北1間
方形

N－100。一E （16．83）

東西4．18（2．13＋2．05）

　4．02（1．90＋2．12）

北4．14

　4．08

　平面形状
形・楕円形

断面形状

字形・鍋底形

34

47

（31）

41

7～28 P－21，23，24，27，28，32の柱穴。

－21から土師器の圷片、一片が出土。古墳

代以降のものと思われる。

B－2

X69～71

153・154

ツト群2

東西2間・4間

北2間
方形

N－1050－E （25．31）

東西5．80（2．00＋3．80）

　6．30（0．63＋1．60＋

　　　2．42＋1．65）

北4．33て2．73＋1．60）

　4．00（3．07＋0．93）

　平面形状
形・楕円形

断面形状

字形・鍋底形

28

42

24

36

15

47

P－221，239，240，224，225，226，227，

228，23Q，231の柱穴。

－2とB－3は時期不明であるが作り替え

れたと推測される。

B－3

X69～71

154・155

ット群2

東西2間

北1問・2間
方形

N－1040－E （16．48）

東西5．04（3．14＋1。90）

　5．07（1．55＋3．52）

北3．45

　3．42（2．63＋0．79）

　平面形状
形・楕円形

断面形状

字形・鍋底形

28

56

26

36

15

45

P－232，233，234，235，248，237，238の
穴。

注）　推定面積は、柱穴を囲んだ面積。

　　　　　　　　　　　　　第14表　鍛冶工房跡（H－16号）出土土器観察表
法量は①口径②底径③高台径④器高⑤長さ⑥幅⑦穿孔径⑧厚さを表す。

番号一恥 台帳番号 器形 法　量 ①胎土②焼成③色④残存
成　　　整　形　方　法

備　考 実測図 図版
口縁・胴部（体部） 底　部

H－16－1 一括
土師 ①14．3

3．4

①細粒②良好（酸化）③内外面榿色5YR6／6

底部から口縁3／4

浅めの底部から体部に稜を持ち、

縁外反し横撫で。

丸底

削り
22 10

H－16－2 力翫3
土師 ①13．3

3．7

①細粒②良好（酸化）③内外面榿色5YR6／6

底部から口縁3／4

浅い底部から丸みを持ち外傾。箆

り。口縁直立し横撫で。

丸底

削り
22 10

H－16－3 カNα2
土師 ①12．8

3．2

①細粒②良好（酸化）

内面榿色5YR6／6外面榿色7．5YR6／6④1／2

浅い底部から丸みをもち外傾。箆

り。直立し口縁に至る。横撫で。

丸底

削り
22 10

H－16－4 Nα34
須恵

盤

③（8．5）

（8．5）

①細粒②良好（還元）

内外面褐灰色10YR6／1④2／3

ロクロ成形。脚部に4穴の長方形
リットあり。皿内面に断面三角

状凸帯1状

盤底部回転糸

り
22 10

H－16－5 Nα22 羽口

⑤15．5⑥7．8

1．7～3．0

2．5～3．4’

①中粒②良好（酸化～還元）

褐灰色10YR6／1～明黄褐色10YR7／6④4／5

先端部鉄津付着し小気泡散在。

けた様子がうかがえる。

押さえ。撫で。

挿入角度
8。

22 10

H－16－6 Nα15 羽口

⑤13．8⑥8．1

2．2～3．5

2，3～3．2

　　　　　　　　管中粒②良好（酸化～還元〉

灰白10YR8／1～浅黄榿色10YR8／3④9／10

先端部鉄津付着し小気泡散在。

けた様子がうかがえる。

押さえ。撫で。

挿入角度
11。

22 10

H－16－7 Nα33 羽口

⑤10．0⑥7．8

1．9～3．0

2．1～3．2

①中粒②良好（酸化～還元）

褐灰10YR6／1～明黄褐色10YR7／6④完形

先端部鉄澤付着し小気泡散在。

けた様子がうかがえる。

押さえ。撫で。

挿入角度
9。

22 10

注）　出土土器観察表の記載基準は以下の基準で行った。

　①胎土は、細粒（0．9㎜以下）、中粒（LO～1．9㎜）、粗粒（2．Omm以上）とした。②焼成は、極良、良好、不良の3段階。

　③法量の単位はcm、（）は現存値を記載した。観察表の番号一Nαは各遺構ごとの番号を表す。

第15表　鍛冶工房跡（H－16号）石製品観察表

番号一Nα 台帳番号 器種 縦（cm） 横（cm） 厚さ（cm） 重さ（㎏） 材質 特　　　　　　徴 実測図 図版

H－16－8 Nα35 石床炉 52．0 45．5 6．7～18．0 58．0 安山岩

側面に平らで滑らかな部分あり。上半分が赤みを帯び、炉内

は窪みを作るため、少しずつ割っていった加工痕と、高温

ためか炉底が薄く剥がれ、全体にひび割れあり。

22 10

耳一16－9 Nα37 鉄床石 35．0 31．0 10．0～18．0 27．0 安山岩
表面は平らで滑らか。半分は割れたままで凸凹している。使

痕2面あり。鉄津付着。 一
10

H－16－10 Nα36 鉄床石 40．0 18．0 25．0 25．5 安山岩
石棒の様な形状。表面がボロボロしている。表面が平らで滑

かな使用痕2ケ所あり。 一
10

H－16－11 一括 砥　石 26．5 14．0 22．0 2．81 安山岩 表面は平らで滑らか。6面中5面使用痕あり。 『
10

一40一



』1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第16表　出土土器観察表
法量は①口径②底径③高台径④器高⑤長さ⑥幅⑦穿孔径⑧厚さ⑨胴部最大径を表す。

番号一晦 台帳番号 器形 法　量 ①胎土②焼成③色④残存
成　　　整　形　方　法

備　考 実測図 図版
口縁・胴部（体部） 底部

H－1－1 Nα14
土師 ①（1L8）

5．2

①細粒②良好（酸化）

内外面黄榿色7．5YR7／8

底部から口縁1／2

口縁ゆるく外傾。口唇は内傾する

撫で。体部に稜を持つ。箆削り。

丸底

削り
20 8

H－1－2 Nα2，3
土師 ①12．6

15．7⑨13．8

①細粒②良好（酸化）③内外面榿色5YR6／8

口縁から底部4／5

胴部丸味を持ち頸部でゆるく外傾

口縁に至る。肩、胴部箆調整。

積み痕。

丸底

削り
小型甕 20 8

H－2－1 一括
土師
①（15．4）

7．6④12．0

L8

①中粒②良好（酸化）

両面にぶい黄榿色10YR7／4

口縁から底部1／2

胴部は丸みを持って外傾し口縁に

る。箆削り。輪積み痕。

わずかに丸み

る平底
底部1孔 20 8

H－2－2 Nα4
土師 ①IL4

4．0

①細粒②良好（酸化）

内外面黄榿色10YR7／8④底部から口縁1／2

口縁の立ち上がり短く直立し横撫

。体部に稜を持つ。扁平。

丸底

削り
模倣圷 20 8

H－2－3 Nα3
土師 ①12．7

4．5

①細粒②良好（酸化）

内外面黄榿色10YR7／8④口縁から底部3／4

底部から丸みをもち外傾。体部2
の稜を持ち口縁に至。横撫で。

平底

削り
20 8

H－2－4 Nα14
土師

捏

②4．2

4．5

①中粒②不良（酸化）

内外面黄褐色10YR5／6④口縁から底部2／3
手捏。指頭調整。指摘み跡あり。 平底 20 8

H－2－5 Nα15
土師

捏

①6．8②6．0

4．5

①中粒②不良（酸化）

内外面にぶい黄榿色10YR6／4④ほぼ完形
手捏。指頭調整。指摘み跡あり。 平底 20 8

H－2－6
’Nα1，3，5

8，13，22

土師 ①20．0②4．0

36．0

①中粒②良好（酸化）

内面榿色5YR6／8外面榿色7．5YR6／6

9／10

口縁「く」の字外反。横撫で。胴部

半に膨らみ・尻すぽみ底部に至

。箆削り。

平底

削り
長胴甕 20 8

H－3－1 カNα1
須恵 ①（14．0）

（6．0）④5．0

①細粒②良好（還元）③内面明黄褐色

0YR7／6外面褐灰色10YR5／1④1／3

体部外傾。口縁外反。内外面ロク
成形。

回転糸切り後

高台
21 9

H－3－2 Nα4
須恵 ①（14．2）

6．2④5．0

①細粒②良好（還元）

にぶい黄榿10YR7／4④口縁から底部3／4

体部は直線的に外傾し口縁で外
。内外面ロクロ成形。

回転糸切り後

高台
21 9

H－3－3 Nα5，6
須恵 ①14．6②7．2

5．1

①細粒②良好（還元）

内外面灰白色10YR7／1④口縁から底部3／4

体部やや丸みを持ち外傾。口縁で

反。内外面ロクロ成形。

回転糸切り後

高台
外面に墨書 21 9

H－3－4 一括
須恵 ②（6．6）

（3．7）

①細粒②良好（還元）③内外面にぶい黄褐色

0YR7／4④口縁部欠損1／6

体部やや丸みを持ち外傾。

外面ロクロ成形。

回転糸切り後

高台
内面に墨書 21 9

H－4－1 Nα3，9
須恵 ①（15．0）

6．3④5．0

①細粒②良好（還元）

内外面灰白色10YR．7／1④口縁から底部1／2

体部丸みを持ち外傾。口縁で外反。

外面ロクロ成形

回転糸切り後

高台
22 10

H－4－2 P　l　Nα1
須恵 ①15．0②6．5

6．0

①細粒②良好（還元）③内面榿色5YR7／8

面鈍い黄榿色10YR7／4④3／4

体部わずか丸みを持ち外傾。口縁

やや外反。内外面ロクロ成形

回転糸切り後

高台
22 10

H－4－3 Nα1
須恵 ①14．7②7．8

4．0

①細粒②良好（還元）③内外面榿色5YR7／6

口縁から底部2／3

体部外傾。口縁で外反。

外面ロクロ成形

回転糸切り

底、未調整
外面に墨書 22 10

H－4－4 貯漁4
須恵 ①（14．4）

7．4④5．5

①細粒②良好（還元）③内外面榿色5YR6／6

口縁から底部3／4

体部丸みを持ち外傾。口縁で外反。

外面ロクロ成形

回転糸切り後

高台
22 10

H－4－5 貯Nα7
須恵 ①（14．0）

5．0④5．2

①細粒②良好（還元）③内外面褐灰色

0YR6／1④口縁から底部1／4

体部やや丸みを持ち外傾。口縁で

や外反。内外面ロクロ成形。

回転糸切り後

高台
22 10

H－4－6 一括
須恵 ①（13．8）

（3．9）

①細粒②良好（還元）③内外面褐灰色

0YR6／1④口縁から体部破片

体部丸みを持ち外傾。口縁で外反。

外面ロクロ成形。
底部欠損 外面に墨書 22 10

H－5－1 カNα1，6
須恵 ①13．0②5．7

4．0

①細粒②良好（還元）③両面にぶい黄榿色

0YR7／3④口縁から体部破片

体部は丸みを持ち外傾し口縁に至

。内外面ロクロ成形。全体歪み
り。

回転糸切り

底、未調整
外面に墨書 22 10

H－5－2
カNα4

Nα1

須恵 ①（18．0）

（7．7）④7．2

①細粒②良好（酸化）

内外面榿色7．5YR7／6④口縁から底部2／5

体部丸みを持ち外傾。口縁で外反。

外面ロクロ成形。

回転糸切り後

高台
22 10

H－6－1 Nα1
須恵 ①（12．5）

6。4④3．3

①細粒②良好（還元）

内外面黄灰色2．5Y6／1④口縁から底部2／5

体部は丸みを持ち外傾し口縁に至

。内外面ロクロ成形。

回転糸切り

底、未調整
22 10

H－8－1 Nq1
土師 ①20．6②4．6

39．5

①中粒②良好（酸化）

内外面明黄褐色10YR7／6

底部から口縁9／10

外反する「く」の字口縁で横撫で。

部上半に膨らみを持ち尻すぽ
。箆削り。

平底

削り
長胴甕 20 8

H－8－2
カNα1，2， 土師 ①21．0②4．0

36．2

①中粒②良好（酸化）③内外面明黄褐色

0YR6／6④口縁から底部9／10

「く」の字：口縁。横撫で。胴部上半

膨らみを持ち尻すぼみ。箆削り。
平底、葉脈痕 長胴甕 20 8

H－9－1 Nα1，2
土師 ①11．1

4．0

①細粒②良好（酸化）③内外面榿色5YR6／8

ほぼ完形

体部に稜を持ち、口縁外傾し横撫

。

丸底

削り
20［ 8

H－10－1
NQ2，3，
，7．13

土師 ①13．3

3．6

①細粒②良好（酸化）③内外面明赤褐色

YR5／8④底部から口縁9／10

口径大きく外傾し、口縁横撫で。

部は丸みを持ち。扁平。

丸底

削り
22 8

H－11－1 Nα18
土師 ①13．4

5．1

①細粒②良好（酸化）③内面黒色10YR2／1

面榿色2．5YR7／6④2／3

底部から丸みをもち外傾。体部に

さがない稜を持ち口縁に至り横
で。

丸底

削り
20 8

H－11－2 Nα34
土師 ①11．6

4．1

①細粒②良好（酸化）③内面黄榿色7．5YR7／8

面榿色5YR7／8④完形

体部に2段の稜を持ち外傾。口縁
至る横撫で。

丸底

削り
20 8

H－11－3 Nα32
土師 ①17．6②4．0

13．5⑦6．0

①細粒②良好（酸化）

内外面明黄褐色10YR7／6④完形

胴部下半分から急にすぼまる。箆

り。頸部に弱いくびれ。口縁外

する。

平底 底部6孔 20 8

H－11－4 Nα33
土師 ①10．7

13．8⑨14．7

①細粒②良好（酸化）

両面榿色5YR6／8④口縁から底部4／5

球形の胴部箆削り。口縁は外反し

く、肩との接合部に稜をわずか
持つ。

丸底 小型壺 20 8

H－11－5 カNα3
土師 ①14．3

20．2⑨18．0

①細粒②良好（酸化）

両面にぶい黄榿色10YR7／4④完形

やや縦長の球形の胴部。箆削り。

縁は緩く外反。横撫で。

丸底

削り
2G 8
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番号一Nα 台帳番号 器形 法　量 ①胎土②焼成③色④残存
成　・　整　形　方　法

備　考 実測図 図版
口縁・胴部（体部） 底　部

H－11－6 Nα30
土師 ①21．5②4．8

36．2

①中粒②良好（酸化）

明黄褐色10YR7／6④口縁から底部9／10

「く」の字頸部。横撫で。胴部上半

膨らみを持ち尻すぼみ。箆削り。
平底 長胴甕 20 8

H－11－7 カNα1
土師 ①20．3②3．8

36．4

①中粒②良好（酸化）

両面明黄褐色10YR6／6

口縁から底部9／10

「く」の字頸部。横撫で・胴部上半

膨らみを持ち尻すぼみ。箆削り。
平底 長胴甕 20 8

H－11－8

H－11
α1，29

－12

α22～24

土師 ①20、6②10．0

33．7

①中粒②良好（酸化）

内面明黄褐色10YR6／6外面榿色5YR6／6
4／5

縦長の球形。箆削り。肩に張りが

く直立した後外反し口縁に至
。横撫で。

平底

削り

H－12の遺
と接合

20 8

H－12－1 Nα30
土師 ①1L7

5．0

①細粒②良好（酸化）③内外面榿色5YR6／6

口縁から底部3／4

深めの底部から体部に稜を持ち箆

り。口縁は内傾し、横撫で。

丸底

削り
模倣圷 20 9

H－12－2 Nα25
土師 ①12．0

4．2

①細粒②良好（酸化）

内外面黄榿色7。5YR7／8④完形

浅めの底部から体部に稜を持つ箆

り。口縁は外反し、横撫で。

丸底

削り
20 9

H－12－3 Nα10，40
土師 ①12．4

4．0

①細粒②良好（酸化）

内外面明黄褐色10YR7／6

口縁から底部1／2

浅めの底部から体部に稜を持つ箆

り。口縁は外反し、横撫で。

丸底

削り
20 9

H－12－4 Nα6
土師 ①9．3⑨11．1

（8．5）

①細粒②良好（酸化）

内外面黄榿色7．5YR7／8

口縁から底部1／2

球形の胴部。箆削り。口縁はやや

反。横撫で。

丸底

削り
小形壷 20 9

H－12－5 カNα2，5
土師 ①21．3

（29．7）

①中粒②良好（酸化）③両面榿色7。5YR7／6

口縁から底部2／3

外反する「く」の字口縁。横撫で。

部上半に膨らみを持ち尻すぼ
。箆削り。

底部欠損 長胴甕 21 9

H－14－1 Nα3～8，10
土師 ①13．8⑨2L4

（16．7）

①細粒②良好（酸化）

両面にぶい黄榿色10YR7／4

口縁から胴部1／3

外反する「く」の字口縁。横撫で。

に張りがなく丸みのある胴部。
削り。

底部欠損 21 9

H－15－1 Nα4，7
土師 ①（13．0）

3．6

①細粒②良好（酸化）③内面褐灰色10YR4／1

面黒褐色10YR3／1④1／4

浅めの底部から体部に2段の稜を
つ。横撫で。口縁は外傾し、横
で。

丸底

削り
21 9

H－15－2
Nα6，8，

1．19

土師 ①20．7

（15．0）

①中粒②良好（酸化）③内外面榿色7．5YR7／6

口縁から胴部1／3

胴部に膨らみはなく箆削り。頸部

わずか稜あり急激に外反横撫

。

底部欠損 長胴甕 21 9

H－17－1 Nα24
土師 ①12．2

4．3⑦2．5

①細粒②良好（酸化）

内面榿：7．5YR6／6外面鈍い榿色7．5YR7／4

完形

やや浅い底部。箆削り。体部に稜

持ち口縁が外反。横撫で。底部

孔あり。

丸底

削り
底部1孔甑
用か

21 9

H－17－2 Nα14，15
土師 ①12．8

5．7

①細粒②良好（酸化）

両面榿色7．5YR6／8④ほぼ完形

深めの底部から体部に稜を持つ箆

り。口縁は外反し、横撫で。

丸底

削り
21 9

H－18－1 カNα1
土師 ①13．1

4．6

①中粒②良好（酸化）

内外面明黄褐色10YR7／6④完形

深めの底部から体部に緩やかな稜

持つ。箆削り。口縁は外反し、

撫で。底～体部肥厚

丸底

削り
21 9

H－18－2 Nα12
土師 ①10．0②5．4

11．9

①細粒②良好（酸化）

内外面明黄褐色10YR7／6④完形

底部から丸みを持ち胴部箆削り。

部に稜を持ち口縁は外反し、横

で。肥厚

平底

削り
21 9

H－18－3 Nα2
土師 ①13．6②1L8

18．2

①細粒②良好（酸化）

内外面黄榿色7．5YR7／8④口縁から脚4／5

「く」の字口縁。横撫で。胴部上半

らみを持ち箆削り。歪みあり。
箆削り、撫で 小型台付甕 21 9

H－18－4 Nq1
土師 ①16．2②5．2

12．9⑦1．9

①中粒②良好（酸化）

内外面明黄褐色10YR7／6④完形

底部から口縁にかけてやや丸みを

ち外傾。箆削り。輪積み痕あり。

雑

平底

削り
底部1孔 21 9

H－18－5
貯Nα1，2，

α13，14

土師 ①（20．0）

8．5④35．0

①中粒②良好（酸化）

内外面鈍い黄榿色10YR7／4

口縁から底部9／10

「く」の字口縁。横撫で。肩の張り

く縦長の胴部中央に膨らみを持

、箆削り。

平底

削り
21 9

H－19－1 Nα4
土師 ①14。0’

4．5

①細粒②良好（酸化）

内外面榿色7．5YR7／6④口縁から底部1／2

浅い底部。体部に稜を持つ。稜か

口縁は長く外傾。横撫で。

丸底

削り
21 9

H－20－1

貯Nα5，一括

土師 ①18．7

（7．7）

①細粒②良好（酸化）

内外面明黄褐色10YR7／6④口縁から頸部

「く」の字口縁。横撫で。肩に稜を

つ。
底部欠損 21 9

H－21－1 Nα9
土師 ①12．1

4．1

①細粒②良好（酸化）

内外面榿色5YR7／6④口縁から底部3／4

深めの底部。体部に穏やかな稜を

つ。稜から口縁は長く外傾。横
で。

丸底

削り
21 9

H－21－2 Nα10
土師
④（7．6）

①細粒②良好（酸化）③内面鈍い黄穫

0YR7／4外面榿色7．5YR7／6④1／8

底部に脚部貼付の跡あり。胴部球

。箆削り。

口縁、脚部欠
小型台付甕 21 9

H－22－1 一括
須恵 ①13．8②5．3

4．7

①細粒②良好（還元）③内外面灰白色2．5Y7／1

口縁から底部1／2

体部やや丸みを持ち外傾し口縁で

反内外面ロクロ成形。

回転糸切り

底未調整
22 10

H－22－2 Nα6
須恵 ②13．0

（2．8）

①細粒②良好（還元）③内面灰白色10YR7／1

面褐灰色10YR4／1④底部
体部外傾。ロクロ成形。

平底、回転箆

り、箆撫で

削り出し高
22 10

D－634－1Nα2
土師 ①21．3②4．0

39．4

①中粒②良好（酸化）

内面灰赤色2．5YR4／2

面鈍い褐7．5YR5／4④4／5

肩に張りなく口縁外反する。横撫

。胴部上位でやや膨らみ尻すぼ

。箆削り

平底

削り
長胴甕 21 9
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3．まとめ
　縄文時代の遺構と遺物について

　本遺跡は、東西を沖積谷に挟まれた台地上の中央部から西側縁辺部に当たる。標高は、縄文時代の確認面で約

128．00～131．20mを測る。今回の調査では、住居跡22軒と土坑753基を検出し、遺物も大量に出土している。検出

遺構を時期別に分けると、前期のものはD－5のみであり、その他の遺構はすべて中期中葉に属するものと考えら

れる。住居跡の配置は、全体としてはほぼ環状を呈するように見える。しかし重複住居はないもののかなり接近

して営まれている住居跡があり、そのすべてが同時に存在したわけではなく、作り替えが考えられ、同時期には

数軒の住居跡群と考えられる。土坑は、環状を呈する住居跡群の内側から検出されるものが多く、特に台地縁辺

部に密集する。それに対して台地中央部は散在傾向が認められ、空間の使用に規則性があることを想起させる。

また、いわゆる集石土坑（D－201・526・578・683・696・697・698・699・700・702）は10基検出され、南端中央部に偏在す

る傾向が見られる。焼土を検出した土坑（D－170・467・621・971）も4基認められた。

　遺物は、土器を観察した結果、その所属時期を前期、中期中葉、中期後葉に大きく分けることができる。出土

量の割合を時期毎に分けると、前期の土器は繊維土器片と諸磯式の土器片が数十点、中期後葉の土器は加曽利E

式の土器片が数点見られる程度であり、ほとんどが中期中葉に属するものである。個別の土器では、完形・半完形

の深鉢や浅鉢を多量に出土しているが、特に土坑から出土のものが多い。特殊な遺物は次のものがある。土器：

台付鉢4点（D－841・856・X65，Y153グリッド・X72，Y143グリッド）・異形土器2点（」一5・D－754）・有孔鍔付土器

の口縁部片1点（D－756）・ミニチュア土器3点（D－31・145・845）等があげられる。石器：硬玉製大珠1点（X76、『

『Y155グリッド）・輩翠の未製品1点（X69、Y166グリッド）・映状耳飾片1点（D－151）が出土している。土製品：

耳栓1点（」一17）・土製円盤22点（J－1・2・4・5・D－150・197・238・383・483・536・647・666・723・752・832・841）・指

跡が明瞭な粘土塊1点（J－12）・孔を付す球形土製品1点（D－275）・土版と思われるもの（W－7）が出土。木の実：

胡桃（」一21）・栗（D－622）の炭化物が出土した。

　本遺跡は、前年度調査の五代伊勢宮IV遺跡の南側にあり両者一体の遺跡と考えられるため、縄文時代の周辺遺

跡を含めた分布傾向を見てみたい（付図参照）。前期の住居跡は、五代伊勢宮II遺跡1軒、伊勢宮V遺跡4軒、五

代木福1遺跡1軒、五代中原1遺跡3軒、中原II遺跡4軒の合計13軒が検出されている。その分布傾向は散在的

であり、群馬県における前期集落の一般的な様相を示していると言えよう。中期中葉の住居跡は、五代伊勢宮IV

遺跡3軒、本遺跡22軒の合計25軒が検出され、分布に集中化がはっきりと読みとれる。中期後葉の住居跡は、五

代伊勢宮II遺跡6軒、伊勢宮V遺跡6軒、五代竹花遺跡2軒、五代深堀1遺跡1軒、深堀II遺跡1軒の合計16軒

が検出されていて、集中化と拡大化の傾向が見られる。

　古墳時代以降の遺構について

　本遺跡の調査において、古墳時代の住居跡は13軒検出されている。おおむね6世紀後葉から7世紀前葉の集落

跡で、五代木福II遺跡に見られる古墳時代住居跡は61軒中2／3が6世紀後葉から7世紀前葉の住居であり、主軸方

向や規模が似かよっているものが多く、地域の拠点集落的な要素を持ち奈良・平安時代に引き継がれたと思われ

る。奈良・平安時代の住居跡は、9軒検出され8世紀後葉から10世紀前葉のものと推定される。中でも他に例を見

ない石床炉が出土し、8世紀後葉から9世紀前葉にかけて操業していたと想定される鍛冶工房跡が検出され、鉄

製品が出土した住居跡が検出されている。本遺構は、赤城山南麓の鉄文化の発達において、非常に貴重な資料と

なるであろう。

参考文献

『房谷戸遺跡1』1989群馬県埋蔵文化財調査事業団

『縄文土器大観』1989小林達夫編集

『三原田遺跡第2巻』1990群馬県企業局

『研究紀要7』1990群馬県埋蔵文化財調査事業団

『研究紀要9』1992群馬県埋蔵文化財調査事業団

『研究紀要20』2002群馬県埋蔵文化財調査事業団

『鼻毛石中山遺跡発掘調査概報』1996宮城村教育委員会

『沼南遺跡』1989群馬県埋蔵文化財調査事業団

『縄文土器論集』1999縄文セミナー10周年記念論文集

『群馬考古学手帳10』2000群馬土器観会

『道訓前遺跡』2001北橘村教育委員会

『芳賀東部団地遺跡1』1984前橋市教育委員会

『芳賀東部団地遺跡II』1988前橋市教育委員会

『芳賀北部団地遺跡1』1994前橋市教育委員会

『五代江戸屋敷遺跡』2000前橋市埋蔵文化財発掘調査団

『五代竹花・木福1・伊勢宮1遺跡』2000前橋市埋蔵文化財発掘調査団

『五代木福II・深堀1遺跡』2000前橋市埋蔵文化財発掘調査団

『五代伊勢宮II遺跡』2001前橋市埋蔵文化財発掘調査団

『五代伊勢宮III・深堀II・中原1・伊勢宮IV遺跡』2001前橋市埋蔵文化財発掘調査団
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五代伊勢宮Vl遺跡と鍛冶工房　　　　　井上唯雄（前橋市教育委員会文化財保護課文化財整備指導員）

　（1）五代伊勢宮遺跡と周辺の遺跡

　五代伊勢宮遺跡の周辺は前橋市工業団地造成組合が開発に着手したことによって、2000年以降急速に埋蔵文化

財の調査が進展し、その内容が明らかになりつつある。その範囲は両側を開析谷で画された1㎞四方に及んでい

る。それらの中から想定される状況を整理すると次のようである。

　①奈良時代以降の集落の範囲と中心の集落

　調査された住居跡170軒中、奈良時代以降のものが83軒とほぼ半数を占めるがその中心は、木福遺跡で全体の

70％近くが集中する。この遺跡は古墳時代から引き続き地域の拠点集落として機能してきた遺跡である。特に奈

良・平安時代には郷（藤沢郷か）の支群の中の中心として盛んな地域であった。特に木福II遺跡中のH－104号住居跡

などは、銅製巡方や和同開琢を出土したり、多くの鉄製品を出土して、郷の有力者の存在を裏付けている。

　この遺跡と鍛冶工房は200～300mの至近距離にある。おそらく同一の行政区画に組み込まれたとみられる範囲

で、鍛冶工房の検出された部分は郷の西端に当たる部分である。しかも、同一時期で考えると、隣家からもかけ

離れた西北端部にあり、強力な火を使用することからくる火災に対する配慮をうかがい知ることができる。

　この遺跡中における鉄器及びそれと関連する砥石を出土した遺構をみると28軒ほどが摘出できるが、8世紀に

属するものは30％弱で、9世紀以降のものが70％を越えて急速に鉄器が普及したことをうかがい知ることができ

る。検出された鉄器は刀子が最も多く、鎌、斧、鋸などがあり小型のものが多い。しかし、砥石の中には大型の

据え砥が比較的多く発見されたことから考えると、大型の鉄器の存在も想定される。また、鉄津が竹花遺跡、木

福1遺跡などからも出土しており集落の一部でも小規模な操業があったことも想定されるが、工房跡の検出には

至っていない。

　　②伊勢宮VI遺跡の鍛冶工房跡

　今回検出した鍛冶工房跡は遺構の状態や出土遺物との関連などから、いくつかの問題点が指摘される。

　ア．竪穴平面の形状と上屋構造

　竪穴の掘りかたでは、カマドの付設される東壁は直線的であるが、対辺は円形を呈し全体的に蒲鉾状をなす。

また、柱穴も東壁部分は一般の竪穴住居と同様に掘られているが、他の部分は壁際に寄せて掘られている。西か

らの卓越した季節風の影響を軽減するための配慮であろうか。また、柱を壁際に直立させていることからすると、

壁を直立させると共に屋根部分も一・般の竪穴住居より高くなり、特異な形状を呈することが想定される。これは、

鍛冶の強力な火力に伴うことへの対応であることは容易に想像される。また、ある時点で工房の拡張が行われて

いる。本来の遺構も一般の竪穴住居の規模からみると大型に属するが、13．30㎡から18．20㎡へと40％ほど拡張し

ている。鉄器需要の増大に伴って鍛冶操業能力を増強するための配慮とみられる。この拡張についても東壁側は

当初のままで、他の三辺部分を最大で80cmほど拡張している。また、南壁の周溝のとぎれ部分が入口部分であろ

うか。

　イ．中央部での操業にみる炉の変化と付属施設

　遺構中央部は周辺より30cmほど低く、およそ2m四方に炉やピットが集中している。この部分には地床炉2基、

移動式とみられる石床炉が検出され、さらに、加熱した鉄素材を鍛える鉄床石とみられるものも発見され、この

部分が中心的な作業スペースであったことがわかる。

　まず、設置されたのは地床炉であろう。拡張前の範囲でみればほぼ中央部に当たり、重複する形で作り替えら

れている。規模、構造とも県内の例にみられる一般的なものである。炉の西背後に平坦な部分④が付設され、作

業との関連がうかがえるが、遺物等は出土していない。この地床炉の東側には70×60cmの平坦な方形部分⑧があ

り、後述するが、作業との関連を持つのは地床炉の場合と同様である。その南には、明らかに2回に渡って作り

替えられたP1（およそlm四方）、P2（65×70cmの方形）で深さ55～60cmのピットが窄たれている。特に東側の

大型ピット（P1）の底には灰や鉄津の他、鍛造皮膜が2層にわたり固く踏み固められていた。このことは操業時、

この穴はあいており人が降り立てる状況にあったと考えられる。炉脇のこの穴に立ち鉄素材の鍛造にあたったも

のと考える。近世以降の鍛冶場でも火床に向って親方が立つ場所を「横座」と称し、腰掛けのようなものに座って

作業する場合と、穴を掘りそこに入って立ち作業をする場合があるという。こうみると北側の平坦部⑧は「砥舟」

と呼ばれるような部分であると考えられる。調査した時点では、東側のP1を埋めて石床炉と鉄床石とみられる
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ものが据えられていた。とすれば、西側に掘られたP2も同様な機能をもつものと考えられ、石床炉の可動性を

生かして、炉を移動する形がとられたものとみられる。中央低地部の東側の床面には炉が設置された形跡がない

ことからすると石床炉は最初反対側のP2の部分にあったと考えられる。この類例は鳥取福蔵寺遺跡でもみられ

る。この考えに立つと中央部西南ピット（P3）も小型ながら同様の機能を持つものと考えられ、その南側に鍛造

皮膜の飛散、炭、鉄津などの堆積層があることからすると、この部分にも炉が置かれた可能性がある。鉄床石ら

しき川原石の存在がその考えを補強する。いずれにしても、最も古い地床炉の段階では操業のためのピットはみ

られないことから座して鍛造を行ない、後から採用した石床炉の段階ではピットと一体化した作業が想定される。

操業期間も比較的長かったとみられる。

　ウ．操業の時期

　この工房跡は幸いなことに遺物に時期を示す土器が伴うことから操業の時期を想定することが可能である。ま

ず、カマドの中から日常雑器の土師器の圷を出土した。比較的体部が浅く、口唇部が丸味を持ちながら内湾する

形でみると、8世紀終末期の様相としてとらえることができる。また、煮沸のための甕の破片では器肉の削りは

盛行するものの、口縁部の形状では「コ」の字状口縁の出現はみていない。これらの土器より古い様相のものは見

あたらないので、操業開始の時期は8世紀末葉の時期を考えておきたい。また、前述の石床炉を据えた埋め土の

下層から須恵器の高盤が出土している。この土器は、伊勢宮II遺跡H－7号住居跡にも皿部中ほどに断面三角形の

凸帯を一条低く巡らしている。この土器は黒笹90号窯式併行期に集中して見られることを考慮すると9世紀前半

のものと、とらえられよう。地床炉から石床炉へ移行する時期に、需要の急増に応えるために遺構の拡張や、よ

り効率的な操業への転換が図られた可能性を指摘しておきたい。

　　③まとめ

　伊勢宮VI遺跡の鍛冶工房跡は、8世紀末から9世紀前半にかけてか蓼り盛んな操業を行ってき’たことが想定さ

れることは前に述べた。これを改めて周辺の遺跡の状況に照らしてみると、五代竹花遺跡のH－12号住居跡や木福

1遺跡H－44号住居跡など8世紀後半段階で鉄製品の出土が見られ9世紀になると爆発的とも言える出土量の増

大をみせる。鉄製品出土の住居跡数でみても8世紀後半段階のものが7軒に対し、9世紀段階のものは17軒と倍

増する状況がその動向を裏付けていると言える。木福遺跡の郷長クラスの有力者層による律令支配の一つの根幹

をなすものとして、鍛冶工房の持つ意味は大きいと言えよう。さらに、ここでの鍛造の鉄素材を生産する精錬炉

は現在までのところ、1㎞北の芳賀東部団地の調査で検出されているが、こうした、より専門的技術を要求され

る「たたら操業」は鍛冶工房における作業ほど簡単ではない。おそらく行政的な単位を中心として鉄素材を取り出

し、それを関係する郷の支群に分け与える形で、それぞれの拠点集落を中心に鍛冶工房の運営が成されるような

形がとられて、自給自足的に機能を果たしていくものと考える。その一例として本遺跡の発見は大きな意義を有

すると言えよう。

く鍛冶工房参考文献〉

前橋市埋蔵文化財発掘調査団発行

五代木福II・深堀1遺跡2000

五代竹花・木福1・伊勢宮1遺跡2000

五代伊勢宮III・深堀II・中原1・伊勢宮IV遺跡2001

五代伊勢宮V遺跡2001

鍛冶の教えかくまつとむ小学館文庫1998

一45一



o

P6
（16）

す

o

　　　　　協）

J－2，ヂ

　　　　　回あ
P5　　d｝

　G　　　　　N

贈！
（14）

D－137

る

m

P

F

F

u

∈
⊃’ の
ぐ

rつ
F

1

C　●一＿＿　131．40m

　　　　P5 P2
＿＿＿

C，

め

D●＿＿＿151．40m
＿＿

D，

　　　　（51）σ　　（52）

／，7
偽　　　（45）

A　　←＿＿＿＿　　151。40m

D－139

o，

2

＼
　　イ，

一＿
A，

6　5　　2
P、 5

P　　6　　　　P　　　4

O

几

u

∈

o
寸

め

OD

1380　　　2m

め

卜

P5

D－159

P4

」一2　土層注記　（A－A’）（B－B’）

1．黒褐色　粘性ややあり、締まりあり、白色軽石粒φ1～3㎜を15％、ロー

　ム粒、ブロックを3％、炭化物を2％含む
2．暗褐色粘性なし、締まりあり、白色軽石粒φ1～3㎜を10％、ローム粒
　を7％、炭化物を1％含む
　暗褐色粘性ややあり、締まりややあり、植物根痕
　鈍い黄褐色粘性ややあり、締まりややあり、白色軽石粒φ1～3㎜を

　2％含む
5．褐色　粘性なし、締まりあり、白色軽石粒φ1～3㎜を3％、ローム粒、

　ブロックを5％、炭化物を1％含む
6．褐色粘性ややあり、締まりあり、白色軽石粒φ1～3㎜を2％、ローム
　粒、ブロックを7％、炭化物を1％含む
7．褐色　粘性ややあり、締まりあり、白色軽石粒φ1～3㎜を2％、ローム
　粒、ブロックを40％、炭化物を1％含む

N

年
D

C

　　　　　　　　　　　　　く
る

　　PI　J－6（∋P11
　　（59）し》δ　6（46）

湖誕》蕪，
　　　（14）σ炉跡・S
　P4　　　　　　　　　3　P8
　（23）　　　　　　　　　　0　　（55）

D、躊）61◎∂
　　　◎　　s
　　　　　　　　D－789
P6
（43）
　　　　①　　　　　P7　　　　く
　　　　　（25）
　　　　　　　　　0　　　1380

C

A．＿＿一価0．50吊 ＿＿．A’　C卜＿＿130．50m

D9
D－789

P8
P10 P8

＿＿→C，

B。一＿＿＿150．50m

P6

　　　　P52m

P5

＿＿＿●B『　D●＿＿＿＿150．50m

P10

＿D，

P1 P1

ら

　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳥
H－7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0
　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　6
　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　！！　　　！／　　　　　“o
　　　！∠
　　　　　　　　　S　　　　　Oo口　　　P10

　　　　J－g　　P5
　　　　　　　　（50）

　　　　3擁◎鱗・郵
　　　　　　2＠6

　　　　　　（53）

9　’

く）

N

年
D－792

A　O一一一一　　 150．50m ＿＿

A，

P4

B←＿＿＿、150．50m

P6

B，

P7

C　レ＿＿＿．　　150．50m

P1

P9

D－792

＿一＿
　cp

　　　P5P2

D←＿＿＿　150．50m

P8

D，

Q
D－792

4く》

0 1380 2m P5

P10

第5図　J－2・6・9号住居跡平面・断面図

一46一



q

ノ

§

／
¢￥

！ 1

≧ N

o．、蕎譜
協・晦・◎誌⑤

．⑤節　遇
（20）炉跡Ωs　o6

◎勺　　　」聞10
σ　q　　　　p5　　　　　P6
　　　　　幽㊨◎㈹）

　　　　　　　D－794
　　D－793　　　　　　　　　　　D－795

A　●＿＿＿　129．80m

P4

D－794

B←＿＿＿＿129。80m

個釧

C　＿　129。70m

P5

P6

P1

P9

P9

＿一
A，

＿＿
B9

＿＿＿●cg

P4　0　　①
（30） O

　　　　　　　P5　　　D－794
1380　　　2m

P2

く　　　O A　●＿＿＿＿　129。90m 一→A，

D－796

C

も

H－1

　　　　　φρ▽
　　　　P↑
　　　　（22）　　　　σ

　　　。◎J＿胴

◎敬。飢　跳）
　　　　炉跡◎劉

◇ご響ユ◎転・
・．脇◎麟1響）
　　　。◎　ウ輸
　　　匂P3　　　　　　P5
　　　（58）Gワ　（18）　σ

D－907

O　P4　亀

野．魅
　　　D－455

N

年
　　　P4

B＿150．00m

P3

P6

P7

P8

＿＿．B，

C 129．90m

P9

C，

ピ

c　g

P2

J－11　炉跡

・轡…

P7

D←＿129・80m＿Dg
　　　　　S

1
2　　　　　2
　4　　5

0

1

1340 1m

D－906

O 1380　　　2m

」一11埋甕炉土層注記　（D－D’）

1．黒褐色　粘性、締まりあり、白色軽石粒φ1㎜を5％、ローム粒10％含む

2．褐色粘’嵐締まりあり、ロームに1層を5％含む
3．暗褐色　粘’医締まりあり、白色軽石粒φ1㎜を2％、ローム粒3％含む
4．褐色　糟性あり、締まりややあり、ローム粒を7％含む

D－274
k

マ

D

N

年　　　　　　　O　P6C　　　　6　　　　　（42》　　　　　　・

　　　　　　ρ　　『》　　　　　　　P1
　　　　　　　　　　　　　　　　　C’

　・　　　，亀　焼土
▽。◎餓）6　齢
．宅鯉◎跳、
噛婁践ン墨　・・

マ

の
α・　B●＿＿＿＿．129．50m

焼土

一

＿＿
B，

P4

C　●＿＿　129．50fn

P5 P↑

＿＿→cg

∈

o
寸

の

倒

1
く

淫

P2

D。＿＿＿一129。40m

P1

＿＿．D，

P5
P7
P4

0　　　1380　　　2m

r

如

第6図　J－10・11・12号住居跡平面・断面図

一47一



1㌧』・

レ．、
1・』［

じ．．

C

D

　　　　・　　　　　　　　　　　　　く　　　　　　　　N
　　　　m　　　　　闇弩嵩，！

講鷲融、、、
劒　響夕／㌃＼㌧・、
呂号）◎（盟◎／　・㌔す・・

○鯉誓＼ご曾◎
脇）〃＼＼φ））　略躍♂）

　　　　　　　　　、　q　　／⑳

　　　　◎躊））◎鵠）

　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　0

C，

D－998

D9

A　●＿＿＿＿　　　128。60m

＿一
A，

B一＿＿　128．60m

P5

C　●＿＿＿＿　　　128．60m

P6
P1

P5　　P11

＿BP

口

9

C，

　　　　　　P5　　　　　　　　P2

D＿　128．60m
P1

＿→D，

0

0 1380 2m
P5 P6

m
く

N

年
調
査
区

域
外

総／
　’　　　、、，
　ノ
　’　　　　　　ノ
’　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　馬
’カクラン　1　　　　　　　　　　α｝

”
’　　　　　　ノ
’　　　　　　，

　　　ノ、一一一 ！P　J－19
　　　　　　　　　　　　Pl
　　　　　　g　S　　　　（59）

，一 寧9◎　　。亀　噛耽。　（呈甕）
　　D　　撃軌。
　　　㊧　　　　　　　　20　’
　　　　　　　　　　尋　　P3
　　　焼土　　〃　　’　（24）◎◎

軌　　　oノ。痩　P4　　　　　　　　／。◎P1。　（21）
　　　咳　、シ6ひ　（26）
　　　　　／トの　コノの

戴砂P8　P5
1翌（28も（17）一

8雛蕊
　　（19）　　　　　　sも

。。

∈

o寸
oo
㎝

6

A 128．40m 4b 1 A，

k
盛土

カクラン

S ⇔
25 S

，5 7 一

o
色

［

田

1

4q

J－19　土層注記　（A－A’）

1．暗褐色粘性ややあり、締まりあり、ローム粒を10％含む
2．黒褐色粘性ややあり、締まりあり、白色軽石粒φ1～3㎜を10％、ロー
　ム粒を5％、炭化物を3％含む
3．黒褐色　粘性ややあ甑締まり強くあり、白色軽石粒φ1～3㎜を7％、
　ローム粒を3％、炭化物を5％含む
4a．暗褐色　粘性ややあり、締まり強くあり、白色軽石粒φ1～3㎜を
　10％、ローム粒を3％、炭化物を3％含む
4b．暗褐色粘性あり、締まり強くあり、白色軽石粒φ1～3㎜を5％、
　ローム粒を2％、炭化物を2％含む
5．

6．

7．

褐色　粘性ややあり、締まり強くあり、白色軽石粒φ1～3㎜を7％、
ローム粒を10％、炭化物を2％含む

褐色粘性ややあり、締まり強くあり、白色軽石粒φ1～3㎜を5％、
ローム粒を20％、’炭化物を1％含む
黒褐色　粘性あり、締まり強くあり、白色軽石粒φ1～3㎜を10％、ロー
ム粒を10％、焼土粒と炭化物を2％含む

ち

N　　1
，！　　　　　　　qD

　　　A　O＿＿　　128。50m

G

O 1380　　　2m C　　●＿＿＿＿　　128．50fn

く

C

丞

D

①

＿＿
cp

qo

O

脇，⑨P1
◎幽ぐ（64）

・骸轟
J－25　1

P3
（45）

跳）◎

1380　　　2m

4

　ノノノ’　　、

一＿＿
　A，

P2

P2

D・＿＿，128．50m

P1

P5

，B　←＿＿
三 128．30m ＿→　B，

φ

P5

E←＿＿＿128。30m

P4

＿＿
D9

て）曾

D－807

D－807 P4
　　　　　　　　P1
　炉跡

一＠’
　埋甕炉土層注記　（F－F’）

＿＿
E，

J－25
F

」一25

1．褐色

2．褐色

F　ひ一＿＿一128・OOm　＿＿＿一．F，

1 O 1340 1m
2

粘性、締まりあり、白色軽石粒φ1㎜を2％、ローム粒5％含む
粘性、締まりあり、白色軽石粒φ1㎜を2％、ローム粒を25％、炭化物を2％含む

第7図　J－17・19・25号住居跡平面・断面図

一48一



D－44

1

ム

　　1　　　　　＼
　　，器N
　S　　　σo

￥　　℃　ノ

バ

年
2

D－4ろ

　　　ム
A　　　、　　　　　　　　A，
←＿131．50m　　　＿＿＿4

匪

＼
￥
￥
、

＼
　￥￥

B

カクラン

ノ
！
！

ノ
！

　　o　●
o　ノ

B，

／

　

年
W－6

で

し
D－61
131．ろOqn

●

　　B，

一

o
C

∠

C

一

J－2

D－4ろ

〃

1

5

δ　　　　　Ω
　　　　　　S
bqεフ

　　ρ
2

　　　

ゼ！

D－139

F　　　　　　　　　　　　　F，
ひ＿　151。40m　　　＿＿＿＿●

ハ」

D－61

D－142　　　・　N

。◎
　　　　　　　　　年　　　　　　　　G

G　　　　　　　　　　　G，
○＿＿　151◎20m＿＿＿＿．っ

　　　D－142

」

D－139

D－169

J
＿　　　で50．40m

を
D－170

　　◎
S　r》　1

　　　　　　　　　バ

器慧・．！

　　O　S
1　　0く：p　　c’

◎塑s
　　　Siグ／

N　　、ノ
　　　　　　　cg
¶51。50m　　　＿＿＿＿．っ

焼土

【

　　バ

、4

D　●＿　　151．50m

》

ぐ

含

＿＿＿●D，

D－93
　や

D－114

　

隼
1

膨＼．

D－144
工

　　　10
sQ　賜o
　　　　　S

　　　S

をρ

モ

D－93

J，

W－3

H　　　　　　　　　　　H9●＿＿＿＿　 151．20m　＿＿＿＿●

、、〈込

D－144

N

年

ノ

調査区域外

　S　S

魏
　　s

D－191

し
　　　　　　　E，151050m　　　＿一＿＿●

D－151
　　　N

S 年
’9

D－175

2

SCbS
ミク・

　　　S　　O

L　　　　150．40m

一

ク

　

隼

ぐ、

¶

L，

一s　1一竿
2
　　5　3　　4

1

D－169

s！”O

箏4

D一”4

1　　　　　　　　　　　　　ド
●＿　130●60m　　　　＿＿＿＿●

S　　S

＜二）Q。s

　　　　

講

　“

M　　　　　　　　　　　　M，
←＿一　　150．40m　　　＿一＿→

ρ

D－366

D－170

K　　　　150．40m

－　　　　4r

　　　レ
／ρ

90
N　1

8

P●＿＿＿＿　　129・90m

‘

4 も

D『170

D－566

，心ρ

』

　　　　　　　！　　　　β　ノ
⑧・，σ

K9 D－175

D－278

　　　　D－512　　　　　　　　　N

。／、

　　N
竜！

R

D－191

D－175　土層注記　（L－L’）

1．褐色粘性、締まりややあり、白色軽石粒φ1～5㎜を多く含む
2．褐色　粘性ややあり、締まりあり、白色軽石粒φ1～5㎜をやや多く、ロー
　　ム粒を少量含む

3．黄褐色　粘性ややあり、締まりあり、白色軽石粒φ1～5㎜をやや多く含む
4．褐色粘性ややあり、締まりあり、白色軽石粒φ1～5㎜を少量含む
5．褐色粘性ややあり、締まりあり、白色軽石粒φ1～3㎜を多く、ローム粒
　　を多く含む

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D－625

Q　　　　　　　　　　　　　　　　Q9
●＿　　可28．70rn　　　　　　　＿＿＿→

一己一

　　　　　　　D－512

128．90m
R，

ω

畿

　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　く：）S
D－493

糠撫窮
　　　　　　　1

o・

s　　　　　　　　　　　　　　　sg
●＿　　129．00m　　　　　　＿＿＿＿＿●

◇》》

　　D－151

D－224　　z　　　N

　　N　　　　150．50m　　N，

　　　　　　　　　　　　　

　　　　D－224

D－225　　　　　　N

O診
　　　　　　　　　　牟

　　　　　　　　　　0’

0　150、50m　O’
●一一一一一日　　　　　　　　　　　一一甲一一一●

』

翼

D－62ろ

　

！D｝225

D－628

→

◎

ム

1
2

N

隼

一
　　→

　　　　　　　τ，
128・80㎝　　＿＿＿一唄膨

㍉》噸聞

／
争

D－554
D－554

O
　　D－628
1360　　　　　2m

第8図　縄文土坑平面・断面図（その1）

一49一



D－635
　8
タ

N

　　バ　ペ／　　“　＼

、嫁、Nl

　　　　s／
殴偽　黛　　　吻

　

年
8・

A　　　　　　　　　ダ・　　A，
　　　128。40m　　　＿＿＿一●

δ

C

B

D－661
1

∠

C
●＿＿＿＿　128．OOm

グ

ソ

2

5

　

隼

　　D－635
　　　　　　　　B9
128．40m　　　　＿＿＿＿●

S
●　　　　　S
　　も　　●

＼　　　e’
一三’

D－678
　　0

f

ゆ

＼

D－635

S

S

D－661

や

＼

D
　　　 ブ　　じ　のぼ

◎

Q

⑤
熟

L

D－669

S

一689
　　2

　　　
1！

S　　　－

　　S身

D－711

128。50m

　r自　 o

　　　　馬。

D－711

8

1

oS

o

1

2

ε

∠

＼

∠

」ユ’

D－678

　　　　　　l
D－637
　　　　　　／

　　　　　1

、s　　Ol

　　　　凄

　　　　躍

D－688
　E
　　　　128。40m

　

隼

o
▽公 、
！

　　　S

3s

　　　

⊂⊇
D－689

ノ

　＼

　　H，

一

熟曾

5

ノ　ε9

4

①
㊤
⑩
　　　のζ》・I
o　　　の

．冴

ε
しΩ

一1
墨1

．11

①
oo
㊤

I
o

L

E9

　　　　D－759

　　　　4一＼　　　　N

1麟！
F　＿　 128．40m　＿＿一＿●F，

レ

姶
◎へ一ノ

D－688

な

一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

サブllll5．G！

　　　　　　　　　、　　1

霧、吟
　　　J　　　　　　　　　　　　　　　　J，
　　　＿＿　128．00m　　　　　＿＿＿＿●

を

　　　D－739

G．＿＿128・40』Gr

　　　D－739

　　＼くン！

一 128．40m　＿」～’
⑤

卜

S　　　　1

　　　“s

　D－809

128．20m

o

＿斗9

D－819

O

1

6　　N
　　　年

O
ハ　ま　　し　　ぼ

も

O，

　Q

　　D－819

P
＿　　128．80m

ワ
＼

顔　　　　　　　　　　ノ　　

　　　　　　　　　ヤ　ノ
　　　　　　M　　　128．50m　　　M，
　　　　　　●一　　　　　　　　　　　一一一一一一●

　　　　　　つ
D－842　　　　　　N

〆・蚤敵！

　　　1　ぷ〉l
Y（》　　ク

　　　　　　　＼グ

　　D－841　＼

幾．l
　　　　　　　　　Qρ

D－950　　　　　　D－809

　　　　ヂ　　　　　　　　
　　　　　　　　　　生

R　　　　129．40m　　　　R，

　　D－950

0

D－842

1360

S

1

D－812

D－780

f
v

　　　　　　　　

議、！
　　　　　　、

　　S　　　　　　　　

纏
S　　　129．40m

曳

＿三’

s　p

D－9乙1

　　　　　　　多　　　　　N

　　　　N　　　129．20m　　N，

　　　　一　　一一●
　　　　　一4
　　　　　　D－950

　　　D－984　　　　N

・怒も！

脳1
　＼
　　　　　　　　　　　♪、
T　　　　　　　　　　　　　　　『r，
●＿＿＿＿　128．90m　　　　　＿＿

、ふ　一

　　　で
　　　　｝　　　　　　　　D－1015　　　　N

嘉．癖

　　　D－841
2m

U128。40mUひ

　　D－1015

V　128．40m　V’

　　D－1015

　　　　　　　D－1072

　　　　　　　　　　　　　　　　ひ

てf堂
　　　　　　D－1072

N　　D－984

実鰍…

×　　　　129。00m　　　　X，

　　D－1077

第9図　縄文土坑平面・断面図（その2）

一50一

騨



F

』 祖

G

A

H

◎亀

P2

H－11　　　　　　C

　　し　　　　　ルm

脊◎．創ノ1

5

o 2

4

P3

◎

6
7

Aひ

S
　　　　　　1

識繍
m　　　　ヒ

8

5

H，

　　　田
A　●一＿＿＿　128．80m

一一＿
Aレ

6
4 ¶

5
6

1

5

5

C，

ε

ooり
の

鯉

1
m

O

N

OD

⑩

n

①

ヨ

E←＿＿＿＿128。70m

P5 P2

E，

卜

の F＿128。70m
P4 P1

F，

G一＿＿128．70m

P2 P1

G，

1380　　　2m

H●＿＿＿＿128．70m

P5 P4

＿→　H，

”
11

H－11　土層注記　（A－A’）（B－B’）

1．暗褐色粘性あり、締まりややあり、白色軽石粒φ1～10㎜多く、焼土粒を微量含む
2．黒褐色粘性、締まりややあり、白色軽石粒φ1～5㎜多く、ローム粒を微量含む
3．暗褐色粘性、締まりややあり、白色軽石粒φ1～5㎜と、ローム粒をやや多く含む
4．褐色粘性、締まりややあり、白色軽石粒φ1～3㎜を少量、ローム粒を微量含む
5．褐色　粘性、締まりややあり、白色軽石粒φ1～3㎜を多くローム粒をやや多く含む
6．暗褐色粘性、締まりややあり、白色軽石粒φ1～3㎜を少量ローム粒を少量含む
7．暗褐色　粘性、締まりややあり、白色軽石粒φ1～3㎜と、黒褐色土、ローム粒少量含む
8．暗褐色　粘性、締まりややあり、白色軽石粒φ1～15㎜を多く、ローム粒を微量含む
9．暗褐色粘性、締まりややあり、白色軽石粒φ1～5㎜をやや多く、ローム粒少量含む
10．暗褐色粘性、締まりややあり、白色軽石粒φ1～5㎜を少量、ローム粒を少量含む
11．暗褐色粘性、締まりややあり、白色軽石粒φ1～3㎜を微量、ローム粒を少量含む
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1．暗褐色粘性ややあり、締まりあり、白色
　軽石粒φ1～10㎜を多く含む
2．

3．
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黒褐色粘性ややあり、締まりあり、白色
軽石粒φ1～10㎜を多く含む
黒色粘性、締まりややあり、白色軽石粒
φ1～15㎜を多く含む
褐色　粘性、締まりややあり、白色軽石粒

φ1～5㎜を多く含む
暗褐色粘性、締まりややあり、白色軽石
粒φ1～10㎜を多く、ローム粒を少量含む
褐色　粘性、締まりややあり、白色軽石粒

φ1～5㎜をやや多く、ローム粒をやや多
く含む

褐色　粘性、締まりややあり、白色軽石粒

φ1～5mmを少量、礫を少量含む
暗赤褐色粘性、締まりややあり、白色軽
石粒φ1～3㎜を微量、焼土粒を多く含む
黒褐色　粘性、締まりややあり、白色軽石

粒φ1～10㎜を多く、ローム粒を微量含む
褐色粘性、締まりややあり、白色軽石粒
φ1～10㎜とローム粒、ブロックをやや多
く含む

褐色と暗褐色の混土　粘性、締まりややあ
り、根によるカクラン

黒褐色　粘性、締まりややあり、白色軽石

粒φ1～5㎜を少量、ローム粒を少量含む
暗褐色粘性ややあり、締まりあり、白色
軽石粒φ1～5㎜とローム粒をやや多く
含む

井戸状遺構（1－2）

暗褐色　粘性、締まりややあり、白色軽石

粒φ1～3㎜とローム粒をやや多く、砂を
少量含む
井戸状遺構（1－2）

根によるカクラン

8

第10図　H－11・12号住居跡平面・断面図
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第11図　H－12・15・18号住居跡平面・断面図
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　2．黒色砂と褐色砂質層がラミナ状　粘性なし、締まり強くあり

　3．褐色粘性あり、締まり強くあり、白色軽石粒φ1～5mmを多く含む
　4．暗褐色　粘性、締まりあり、白色軽石粒φ1～5㎜をやや多く、ローム粒を少量含む
　5．ローム粒と砂の混土層粘性なし、締まりややあり
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　9．黒褐色粘性、締まりややあり、白色軽石粒φ1～3㎜を少量、ローム粒を微量含む
　10．黒褐色　粘性、締まりややあり、白色軽石粒φ1～10㎜を少量含む
孚　11．褐色　粘性、締まりややあり、白色軽石粒φ1～3㎜を少量、ロームブロック多く含む

　12．暗褐色　粘性ややあり、締まり強く、白色軽石粒φ1～5㎜を多く、ローム粒微量含む
　13．褐色粘性ややあり、締まりあり、白色粒φ1～5mmをやや多く、ローム粒微量含む
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　1．黒褐色　粘性、締まりややあり、白色軽石粒φ1～5㎜を多く含む
　2．褐色　粘性、締まりややあり、白色軽石粒φ1～5㎜とローム粒、ブロック微量含む
　3．褐色　粘性あり、締まり強くあり、白色軽石粒φ1～5㎜とローム粒を微量含む
　4．褐色粘性あり、締まり強くあり、白色軽石粒φ1～5㎜を微量、ローム粒、ブロック
　　　を多く含む
　5．暗褐色　粘性、締まりややあり、白色軽石粒φ1～5mmとローム粒、ブロック少量含む
　6．黒褐色　粘性、締まりややあり、白色軽石粒φ1～5㎜を少量、ローム粒を微量含む
0　7．6にロームブロックを少量含む
F　8．暗褐色粘性、締まりややあり、白色軽石粒φ1～5㎜を微量含む
　9．褐色　粘性、締まりややあり、白色軽石粒φ1～5㎜を微量含む
　10．9にローム粒を多く含む
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第12図　H－3・4・5号住居跡平面・断面図
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第13図　鍛冶工房跡（H－16号）平面・断面図
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V［五代中原II遺跡



、

1．遺構と遺物
・（1）竪穴住居跡

　①縄文時代

　J－1号住居跡〔第23・24図、図版11〕

位置X82～84、Y69・70グリッド形状隅丸長方形を呈す。規模長軸5．75m、短軸4．84m、確認面から床面

までの壁高47～75cm。面積24．58㎡長軸方向N－89。一W床面北・南壁側の一部を除き中段を持つ。幅40～110cm、

高さ11～22cm柱穴北東・北西・南東・南西隅に検出。P1長径41cm、短径37cm、深さ32cmの楕円形。P2長径

38cm、短径32cm、深さ26cmの楕円形。P3長径31cm、短径27cm、深さ30cmの楕円形。P4長径36cm、短径26cm、

深さ35cmの楕円形。炉中央に位置する。長径146cm、短径113cm、深さ11～20cmの楕円形。炉の東壁側に30cm×37

cmの焼石が1個検出された。遺物総数171点。そのうち土器3点を図示した。

　J－4号住居跡〔第23・24図、図版11〕

位置X80～82、Y57～59グリッド形状隅丸長方形を呈す。規模長軸5．74m、短軸4．91m、確認面から床面

までの壁高18～30cm。面積24．99㎡長軸方向N－38。一E　床面平坦で硬い床面。柱穴北東側、北西・南西・南

東隅に検出。P1長径42cm、短径32cm、深さ17cmの楕円形。P2長径51cm、短径48cm、深さ18cmの楕円形。P3

長径47cm、短径42cm、深さ21cmの楕円形。P4長径52cm、短径35cm、深さ52cmの楕円形。P5長径47cm、短径42

cm、深さ12cmの楕円形。炉検出されなかった。遺物総数102点。そのうち土器2点を図示した。

　②古墳時代

　H－2号住居跡〔第23・25図、図版12〕

位置X73～75、Y59～61グリッド重複西側が調査区外。形状（方形）を呈す。規模長軸［7．62］m、短軸［6．56］

m、確認面から床面までの壁高22～42cm。面積［36．55］㎡長軸方向不明床面やや凹凸があるが硬く締まって

いる。中央から北・東壁にかけて段差3～6cm程の高低差を有する範囲（ベッド状）あり。北壁側に炭化物・焼土、

東壁側にまとまった炭化物を検出。柱穴北東側に検出。P　l長径53cm、短径50cm、深さ50cmの楕円形。貯蔵穴南

東側に検出。長径65cm、短径64cm、深さ49cmの方形。炉中央から東壁寄りに位置する。長径80cm、短径63cm、深

さ10cmの楕円形。中央に石を2点検出。遺物総数77点。そのうち土器2点を図示した。

　H－3号住居跡〔第23・25図、図版12〕

位置X77～79、Y57・58グリッド形状正方形を呈す。規模長軸6．52m、短軸6。48m、確認面から床面まで

の壁高44～58cm。面積40．23㎡長軸方向N－74。一E　床面硬い床面。柱穴北東・北西・南東・南西側に検出。

P1長径54cm、短径44cm、深さ70cmの楕円形。P2長径58cm、短径42cm、深さ64cmの楕円形。P3長径60cm、短

径50cm、深さ87cmの方形。P4長径54cm、短径48cm、深さ80cmの楕円形。貯蔵穴南東隅に検出。長径80cm、短径

76cm、深さ51cmの楕円形。炉中央からやや北壁寄りに位置する。長径40cm、短径33cm、深さ9cm。遺物総数1123

点。そのうち土器24点を図示した。

　H－11号住居跡〔第23・26図、図版13〕

位置X85～87、Y58～60グリッド形状正方形を呈す。規模長軸6．04m、短軸6．00m、確認面から床面まで

の壁高47～63cm。面積35．56㎡長軸方向N－88。一E　床面北壁側に硬化面あり。壁際に焼土の堆積が見られた。

柱穴北東・北西・南西・南東側に検出。P　l長径44cm、短径40cm、深さ80cmの楕円形。P2長径68cm、短径45cm、

深さ68cmの楕円形。P3長径69cm、短径60cm、深さ60cmの楕円形。P4長径52cm、短径32cm、深さ73cmの楕円形。

貯蔵穴南東隅に検出。長径124cm、短径120cm、深さ72cmの楕円形。炉北壁側中央に位置する。長径60cm、短径

37cm、深さ6～7cm。遺物総数66点。そのうち土器13点を図示した。

H－13号住居跡〔第23・27図、図版13〕

位置X87・88、’Y60～62グリッド重複H－12号と南側が重複（本住居が新しい）。形状（長方形）を呈す。
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規模長軸［4．90］m、短軸［3．40］m、確認面から床面までの壁高22～38cm。面積［15．58］㎡長軸方向N’一60。一W

床面硬い床面。焼土が多く堆積していた。柱穴北東隅、北壁中央から東寄り、北西・南西・南東隅に検出。P

1長径44cm、短径41cm、深さ17cmの楕円形。P2長径32cm、短径30cm、深さ20cmの楕円形。P3長径47cm、短径

45cm、深さ16cmの楕円形。P4長径73cm、短径56cm、深さ21cmの楕円形。P5長径42cm、短径40cm、深さ11cmの

楕円形。貯蔵穴検出されなかった。炉中央からやや北西寄りに位置する。長径72cm、短径66cm、深さ5～7cm。

遺物総数335点。そのうち土器11点を図示した。

　H－15号住居跡〔第23・28図、図版14〕

位置X83～85、Y61・62グリッド形状隅丸長方形を呈す。規模長軸5．73m、短軸4．76m、確認面から床面

までの壁高18～50cm。面積26．80㎡長軸方向N－80。一E　床面中央から柱穴の内側に沿って硬化面あり。また、

西壁から南壁に沿って3～5cmの高まり（ベッド状）あり。壁際・床面に炭化物が多く出土。柱穴北東・北西・南

西、南壁側やや東寄りに検出。P1長径46cm、短径40cm、深さ56cmの楕円形で2段掘り。P2長径42cm、短径39

cm、深さ50cmの楕円形で2段掘り。P3長径25cm、短径23cm、深さ47cmの楕円形。P4長径41cm、短径30cm、深

さ43cmの楕円形で2段掘り。土坑南東隅と西壁やや南寄りに検出。D－1長径75cm、短径62cm、深さ50cmの楕円

形。D－2長径100cm、短径91cm、深さ24cmの楕円形。貯蔵穴検出されなかった。炉中央からやや東壁寄りに位

置する。長径60cm、短径53cm、深さ2～3cmの楕円形。焼石を炉内に3個、炉外に1個検出。遺物総数364点。

そのうち土器5点を図示した。

　H－16号住居跡〔第23・28図、図版14〕

位置X81・82、Y61・62グリッド形状隅丸長方形を呈す。規模長軸4．64m、短軸3．84m、確認面から床面

までの壁高1～3cm。面積16．84㎡長軸方向N－18。一W床面中央付近に硬化面あり。北西隅に焼土範囲あり。

柱穴北東・北西・南西・南東隅に検出。P1長径39cm、短径32cm、深さ25cmの楕円形。P2長径22cm、短径20cm、

深さ30cmのほぼ円形。P3長径42cm、短径36cm、深さ18cmの楕円形。P4長径25cm、短径25cm、深さ12cmの円形。

土坑南壁中央やや東寄りに検出。D－1長径75cm、短径68cm、深さ10cmの楕円形。貯蔵穴検出されなかった。炉

中央からやや北壁寄りに位置する。長径41cm、短径33cm、深さ10cm。炉の南側に甕片を構築材として使用してい

る。遺物総数174点。そのうち土器1点を図示した。

　H－18号住居跡〔第23・29図、図版14〕

位置X78・79、Y62・63グリッド形状隅丸長方形を呈す。規模長軸4．50m、短軸3．85m、確認面から床面

までの壁高18～28cm。面積15．96㎡長軸方向N－6。一E　床面中央付近に硬化面あり。炭化物を出土。柱穴北

東・北西・南西側、南東隅に検出。P1長径25cm、短径23cm、深さ62cmのほぼ円形。P2長径18cm、短径17cm、

深さ62cmのほぼ円形。P3長径35cm、短径32cm、深さ65cmの楕円形。P4長径42cm、短径40cm、深さ18cmのほぼ

円形。貯蔵穴検出されなかった。炉中央からやや東壁寄りに位置する。長径50cm、短径43cm、深さ2～4cm。

遺物総数592点。そのうち土器11点を図示した。

　H－19号住居跡〔第23・29図、図版15〕

位置X81・82、Y63・64グリッド形状長方形を呈す。規模長軸5．92m、短軸5．22m、確認面から床面まで

の壁高12～26cm。面積29．89㎡長軸方向N－86。一W床面中央に硬化面あり。北壁から東壁にかけてと南西隅に

3cm程の高まり（ベッド状）あり。柱穴北東・北西・南西・南東隅に検出。P1長径30cm、短径24cm、深さ58cmの

楕円形。P2長径54cm、短径36cm、深さ13cmの楕円形。P3長径66cm、短径38cm、深さ13cmの楕円形。P4長径

30cm、短径30cm、深さ47cmの円形。土坑南東隅に検出。D－1長径85cm、短径50cm、深さ10cmの長方形。貯蔵穴

検出されなかった。炉中央から東壁寄りに位置する。長径100cm、短径56cm、深さ3～4cm。焼石2個検出遺物

総数280点。そのうち土器1点を図示した。
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　H－21号住居跡〔第23・30図、図版15〕

位置X81・82、Y65～67グリッド形状隅丸正方形を呈す。規模長軸5．25m、短軸5．04m、確認面から床面ま

での壁高25～40cm。面積24．79㎡長軸方向N－29。一E床面硬い床面。北・西壁側と東壁側に幅1m、高さ3～6

cmの高まり（ベッド状）あり。柱穴北東・北西・南東側に検出。P1長径92cm、短径60cm、深さ50cmの楕円形で2

段掘り。P2長径55cm、短径45cm、深さ63cmの楕円形。P3長径59cm、短径50cm、深さ57cmの楕円形で2段掘り。

貯蔵穴北東隅に検出。長径63cm、短径56cm、深さ33cmの方形。炉中央から北西寄りに位置する。長径86cm、短

径73cm、深さ3～5cm。石を北側1個、南側から3個検出。遺物総数734点。そのうち土器9点を図示した。

　H－22号住居跡〔第23・30図、図版15〕

位置X75～77、Y66・67グリッド形状長方形を呈す。規模長軸5．55m、短軸3．40m、確認面から床面まで

の壁高10～19cm。面積18．06㎡長軸方向N－72。一E　床面平坦な硬い床面。柱穴北西隅と南東側に検出。P1

長径46cm、短径38cm、深さ12cmの楕円形。P2長径43cm、短径37cm、深さ13cmの楕円形。貯蔵穴南東隅に検出。

長径104cm、短径63cm、深さ12cmの楕円形。炉北壁中央から東寄りに位置する。長径74cm、短径50cm、深さ3～5

cm。遺物総数262点。そのうち土器16点を図示した。

　H－23号住居跡〔第23・30・31図、図版15・16〕

位置X76～78、Y67～69グリッド重複道路状遺構A－3と重複（A－3が新しい）形状隅丸長方形を呈す。規

模長軸6．04m、短軸4．96m、確認面から床面までの壁高22～35cm。面積28．95㎡長軸方向N－53。一E　床面壁

際に炭化物の分布あり。中央付近が盛上がり気味の床面。柱穴北西・南西隅に検出。P1長径48cm、短径46cm、

深さ15cmのほぼ円形。P2長径60cm、短径42cm、深さ15cmの楕円形。土坑東壁寄りに検出。D－1長径185cm、短

径142cm、深さ65cmの楕円形。貯蔵穴南東隅に検出。長径120cm、短径75cm、深さ60cmの長方形。炉中央からや

や北東寄りに位置する。長径50cm、短径35cm、深さ2～3cm。遺物総数418点。そのうち土器6点を図示した。

　H－24号住居跡〔第23・31図、図版16〕

位置X74・75、Y68～70グリッド形状隅丸長方形を呈す。規模長軸6．80m、短軸6．42m、確認面から床面

までの壁高20～60cm。面積42．64㎡長軸方向N－91。一E　床面硬い床面。東壁側の一部を除き幅1～2m、高さ

3～4cm程の高まり（ベッド状）あり。柱穴北東・北西・南西・南東隅、南東側に検出。P1長径60cm、短径44cm、

深さ70cmの楕円形。P2長径48cm、短径39cm、深さ50cmの楕円形。P3長径53cm、短径38cm、深さ11cmの楕円形。

P4長径［70］cm、短径［48］cm、深さ［62］cmの楕円形。P5長径［63］cm、短径［45］cm、深さ［46］cmの楕円形。土坑

北西隅に検出。D－1長径74cm、短径42cm、深さ32cmの楕円形。貯蔵穴検出されなかった。炉中央からやや北東

寄りに位置する。長径103cm、短径61cm、深さ2～3cm。構築材として石棒状の石を1個検出。遺物総数405点。

そのうち土器2点を図示した。

　H－25号住居跡〔第23・31・32図、図版16〕

位置X76～78、Y71～73グリッド重複道路状遺構A－3と重複（A－3が新しい）形状（隅丸正方形）を呈す。

規模長軸5．25m、短軸5．02m、確認面から床面までの壁高2～16cm。面積25．27㎡長軸方向N－2。一W床面壁

沿いと南東壁側に炭化物が多く出土。柱穴北東・北西・南西・南東部に検出。P1長径51cm、短径46cm、深さ60

cmの楕円形。P2長径38cm、短径38cm、深さ48cmの円形。P3長径37cm、短径32cm、深さ33cmの楕円形。P4長

径54cm、短径50cm、深さ20cmの楕円形。貯蔵穴南東隅に検出。長径91cm、短径60cm、深さ41cmの楕円形。炉中

央から北壁寄りに位置する。長径87cm、短径47cm、深さ4～5cm。多孔石1個検出。遺物総数183点。土器1点

を図示した。

　H－26号住居跡〔第23・32図、図版16〕

位置X79～81、Y68～70グリッド形状長方形を呈す。規模長軸7．35m、短軸6．60m、確認面から床面まで

の壁高16～25cm。面積47．13㎡長軸方向N－75。一E　床面平坦で硬い床面。北東・南西側に炭化物が分布する。
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柱穴北東側、南西隅、南東側に検出。P1長径45cm、短径40cm、深さ56cmの楕円形。P2長径52cm、短径44cm、

深さ72cmの楕円形。P3長径58cm、短径42cm、深さ77cmの楕円形。P4長径39cm、短径35cm、深さ78cmの楕円形。

貯蔵穴検出されなかった。炉中央からやや北西寄りに位置する。長径87cm、短径49cm、深さ3～5cm。遺物総

数354点。そのうち土器4点を図示した。

　H－28号住居跡〔第23・32・33図、図版16・17〕

　位置X82～84、Y70～72グリッド形状正方形を呈す。規模長軸7．18m、短軸6．76m、確認面から床面まで

の壁高2～16cm。面積47．55㎡長軸方向N－18。一E床面カクラン・耕作痕が入り荒れている。南東側に焼土範

囲あり。柱穴北壁側やや東寄り、南西隅、南壁側中央、南東隅に検出。P1長径57cm、短径52cm、深さ16cmの楕

円形。P2長径85cm、短径75cm、深さ70cmの楕円形。P3長径52cm、短径42cm、深さ24cmの楕円形。P4長径46

cm、短径44cm、深さ22cmのほぼ円形。土坑北西隅、東壁寄りに検出。D－1長径156cm、短径95cm、深さ13cmの楕

円形。D－2長径90cm、短径62cm、深さ19cmの隅丸長方形。貯蔵穴検出されなかった。炉中央から北壁寄りの炉

跡（北）と南壁寄りの炉跡（南）の2基を検出。北側長径103cm、短径52cm、深さ3～5cm。南側長径84cm、短径66cm、

深さ3～4cm。遺物総数515点。そのうち土器2点を図示した。

　H－30号住居跡〔第23・33図、図版17〕

　位置X85・86、Y66・67グリッド重複道路状遺構A－4と重複（A－4が新しい）。形状隅丸長方形を呈す。

規模長軸4．66m、短軸3．60m、確認面から床面までの壁高22～35cm。面積15．31㎡長軸方向N－850－W床面硬

い床面。柱穴北東・北西・南西隅、南壁中央に検出。P1長径46cm、短径39cm、深さ14cmの楕円形。P2長径30

cm、短径24cm、深さ11cmの楕円形。P3長径35cm、短径28cm、深さ11cmの楕円形。P4長径40cm、短径32cm、深

さ26cmの楕円形。貯蔵穴南東隅に検出。長径82cm、短径70cm、深さ33cmの隅丸方形。炉中央からやや北西寄り

に位置する。長径70cm、短径45cm、深さ3～4cm。遺物総数492点。そのうち土器9点を図示した。

　H－33号住居跡〔第23・33・34図、図版17・18〕

位置X86・87、Y65～67グリッド重複道路状遺構A－4と重複（A－4が新しい）。東側が調査区外。形状（正

方形）を呈す。規模長軸5．15m、短軸［5．09］m、確認面から床面までの壁高46～68cm面積［26．08］㎡長軸方向

［N－19。一W］床面硬い床面。2ヶ所間仕切りあり。柱穴北東隅、北東側、南西隅、南東側、北壁側中央から西

寄り、南西側に検出。P1長径44cm、短径42cm、深さ18cmの楕円形。P2長径29cm、短径27cm、深さ42cmのほぼ

円形で2段掘り。P3長径59cm、短径45cm、深さ60cmの楕円形。P4長径46cm、短径44cm、深さ26cmの楕円形で

2段掘り。P5長径32cm、短径30cm、深さ34cmのほぼ円形で2段掘り。P6長径40cm、短径40cm、深さ29cmの円

形。土坑西壁側中央北寄りに検出。D－1長径157cm、短径80cm、深さ16cmの楕円形。貯蔵穴検出されなかった。

炉中央から北西寄りに位置する。長径90cm、短径50cm、深さ3～4cm。遺物総数1156点。そのうち土器2点を

図示した。

　H－39号住居跡〔第23・34・35図、図版18〕

位置X83・84、Y73～75グリッド形状正方形を呈す。規模長軸6．40m、短軸6．36m、確認面から床面まで

の壁高32～78cm。面積38．84㎡長軸方向：N－66。一W床面硬い床面。焼土・炭化物が床面全体に見られる。柱穴

北東・北西・南西・南東側、南東隅に検出。P1長径46cm、短径42cm、深さ54cmの楕円形で2段掘り。P2長径

30cm、短径22cm、深さ51cmの楕円形。P3長径36cm、短径27cm、深さ50cmの楕円形。P4長径25cm、短径23cm、

深さ62cmのほぼ円形で2段掘り。P5長径54cm、短径44cm、深さ17cmの楕円形。P6長径60cm、短径50cm、深さ

13cmの楕円形。貯蔵穴南東隅に検出。長径104cm、短径89cm、深さ46cmの方形。カマド東壁中央やや南寄りに位

置する。主軸方向N－610－W。全長160cm、最大幅102cm、焚口部幅48cm。燃焼部から支脚に使用したと思われる高

圷が検出された。遺物総数508点。そのうち土器・砥石・鉄製品など37点を図示した。
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　（2）掘立柱建物跡

　B－1〔第23図、図版18〕

位置X87・88、Y60・61グリッド形状東西方向2問×南北方向1間の長方形。長軸方向N－74。一W推定面積

12．03㎡（柱穴間を芯々で結んだ範囲）。柱間寸法1問のP－14・20間は2．90m、P－12・18問は3．00m。2間のP

－12・13・14間は2．08m＋2．12mで4．20m、P－18・19・20間は2．12m＋2．07mで4．19mを測る。柱穴平面は楕円・

隅丸方形を呈し、深さは2段に掘られた円筒形・U字形である。径は長径45～60cm、短径41～55cm、深さは44～64

cmを測る。遺物P－12から縄文片2点、P－14から土師器片1点出土。

　B－2〔第23図、図版19〕

位置X79・80、Y66・67グリッド形状東西方向2間×南北方向1問のほぼ長方形。長軸方向N－69。一W推定

面積10．32㎡（柱穴間を芯々で結んだ範囲）。柱間寸法1間のP－30・41間は2．70m、P－40・43間は2．65m。2間

のP－38・39・40間は1．90m＋1．80mで3．70m、P－41・42・43間は2．05m＋1．80mで3．85mを測る。また、P－39

とP－42は結んだ線上からP－39が北へ16cm、P－42が南へ30cm程ずれている。全体形状もやや間隔にずれが見られ

るがほぼ掘立柱建物を組める状況にある。柱穴平面は隅丸方形・楕円形・円形で、掘り込みは円筒形・V字形・

U字形である。径は長径46～60cm、短径43～53cm、深さは46～62cmを測る。遺物出土しなかった。

　B－3〔第23図、図版19〕

　位置X82・83、Y74～76グリッド形状東西方向1問×南北方向3問（推定を含む）の推定長方形（H－39と重複

し北東側の柱穴は不明）と思われる。長軸方向（N－44。一W）推定面積不明。柱間寸法1間のP－46・57間は5。00

m。3間のP－46・45・55・56問は2．00m＋2。00m＋L60mで5，60m曾推定3間と思われ、H－39と重複し1基不

明なものP－57・D－20・P－58間は2．00m＋1．80m＋不明で検出長3．80mを測る。P－55とP－56間が他と比べやや

短いことで1間×2間とも考えられる。P－55とP－58問は4．90mを測る。柱穴平面は方形・隅丸方形で、掘り込

みは2段に掘られたU字形やV字形などがある。径は長径57～75cm、短径47～59㎝、深さは61～87㎝を測る。ま

た、形状や覆土にAs－C軽石の混入があることで古墳時代後期以降と推測できる。遺物P－55から縄文片1点、

P－57・58から土師器片3点出土。

注）本文中の（）は推定、［］は検出値を表す。

　紙面の制約から本文掲載以外の住居跡は住居跡一覧表にまとめて報告する。尚、H：一4・6・37・38号住居跡は欠番とする。また、掘立柱建

　物跡は本文で、土坑・ピット・道路状遺構・風倒木痕については計測表にまとめて報告する。遺構の位置は、1／400の平面図参照。

2．まとめ
　本遺跡は東側が急激に落込み、西側が緩やかな傾斜面となる台地上にあり、遺構確認面は浅い所で12cm、深い

所で98cm程で現れる。この部分は土地改良で手が加わっている面で、一旦表土を剥ぎローム層部分で整地してい

る。そのため、遺構の残存状況にも影響が見られる。調査では、竪穴住居跡39軒、掘立柱建物跡3棟、ピット58基、

土坑25基、道路状遺構4条、風倒木痕3ヵ所を検出した。その中で縄文・古墳時代の住居跡についてまとめた。

　縄文時代では、J－1～4号住居跡を検出した。形状は、重複しているJ－2・3号を除き隅丸長方形である。

規模は、完掘の住居跡J－1号で長軸5．75m、短軸4．84m、J－4号で長軸5．74m、短軸4．91mを測る。また、」

一1号では南・北壁の一部を除き幅40～110cm、床面から11～22cm程の高さで一段高い平坦な面が壁に沿って検出

された。この段差は、土層断面で時間的差が認められないことから生活面の一部と推定できる。柱穴も段差部分

の四隅に検出され、規模は長径31～41cm、短径26～37cm、深さ26～35cmまでのもので楕円形を呈する。炉跡は、

床面より11～20cm掘り込んで焼けた面が残り、東側に焼石も1個検出した。炉跡の検出はJ－1号のみで遺物も少

なく時期を特定するのは難しいが、出土した縄文土器片の特長や住居跡の形状などから推定すると、調査区の北

側に位置する芳賀東部団地遺跡皿の調査で検出された縄文時代前期後半の住居形態、隅丸方形・長方形などと類

似する点や柱穴位置も方形主柱構造などが見られ、諸磯片が出土している状況からも前期後半に位置する住居跡

と思われる。その他のJ－2～4号からは、柱穴のみ検出した。J－2号で2基、J－3号で1基、J－4号で5基

検出され、長径42～65cm、短径32～49cm、深さ12～52cmの円形または楕円形である。遺物は小片のみで、」一2・

レ
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3号で諸磯片、J－4号で黒浜片などの出土があった。

　古墳時代は35軒の住居跡を検出し、前期石田川式土器と東海系の土器などが目に付いた。また、弥生時代の遺

構は検出されなかったがその系譜も僅かに見られ、出土した土器の中に樽系の波状文様が残る土器片も見られた。

また、有力階層の存在を想定させる大型住居の検出や祭祀関係の要素がうかがえる器台・高杯・増』・手捏・ミニ

チュア土器なども多く出土していることから大型住居跡を中心に集落が構成され、祭祀も行っていたと考えられ

る。検出した完掘住居跡25軒の規模を見ると、最大はH－26号で6．60m×7．35mを測り、最小はH－20号で2．50m×

3．10mである。また、1辺が4m以下（小型）、4～6m（中型）、6～8m（大型）に分類すると、小型2軒、中型

15軒、大型8軒に分けられ、半数以上が中型である。平面形状は正方形6軒、隅丸正方形5軒、長方形6軒、隅

丸長方形8軒で長方形がやや多い。面積は最大がH－28号の47．55㎡であり（長径はH－26号の方が長い）、最小はH

－20号の7．15㎡で平均は26．24㎡である。柱穴は無柱穴2軒、1柱穴1軒、2柱穴2軒、3柱穴3軒、4柱穴12軒、

5柱穴3軒、6柱穴2軒を検出し、4柱穴を持つ住居跡が一番多かった。炉跡・カマドを検出した住居跡は、35

軒中28軒で、不明が7軒であった。炉跡は、1基もつもの25軒、2基もっもの2軒、そのなかで石を使用したも

のは9軒で、土器片を使用したものは1軒であった。カマドは1軒のみ検出した。また、住居跡の主軸方向別で

5。以内にまとまった方向を示すものは、「2軒」と「3軒」のグループに別けられる。「2軒」はH－7・12号（N－74。

～79。一W）、H：一17・39号（N」66。～67。一W）、H－18・20号（N－3。～6。一E）の3グループがあり、「3軒」はH－3・22・

26号（N－72。～75。一E）、H－5・8・28号（N－18。～21。一E）、H－9・11・24号（：N－88。～910－E）、H－14・19・30号

（N－94。～98。一E）の4グループがある。また、大型住居を含むグループで見ると、2軒では2グループがあり、3

軒では4グループがあてはまり、2軒グループのH－7・12号が4世紀代、3軒グループのH－3・22・26号が5

世紀代で主軸方向と時期にまとまりがある。他のグループは4～5世紀代を含むものである。また、大型住居の

位置は4世紀代、5世紀代でも北・南・北東側に位置し、そのまわりには中・小の住居跡が点在し、4世紀代で

は東側を中心に多く、5世紀代ではまばらで環状に集落を形成している。

　その他、床面に高さ3～7cmの高まりを持つ住居跡H－2・12・15・19・21・24号を検出した。いわゆるベッド

状遺構と推定されるもので壁側にLO～1．7m程の幅をもって部分的に廻っているものや住居の一角を4．0～4．5m

程の範囲を持つものなどあった。また、H：一33号にはP1とP4に向って、長さ70～100cm、幅14～23cm、深さ12～20

cmの溝状の掘り込みがあり、間仕切り跡と推定されるもので、住居内の柱を利用し壁状の仕切りを作ったと思わ

れる。さらに、住居跡の中には火災に遭遇したと推定できる住居跡H－2・9・11・13・15・16・21・23・26・34・

39号など11軒があり、床面や覆土中に焼土・炭化物の分布や混入があった。特に、H－39号は床面や壁際に多くの

焼土・炭化物が検出され、加工痕が残る松の炭化材の出土があった。主に、梁・垂木などの架構材と考えられる。

また、断面観察でも壁際に焼土・炭化物の堆積形成が見られ、住居埋没前の被害状況も推測でき、煤付着の完形

遺物の出土量が多いことなどを合わせると焼失住居と考えられる。また、北側に位置する芳賀東部団地遺跡1で

検出したH－431・435号住居跡（古墳前期）も同じように焼失した状況で検出されている。さらに、古墳時代住居跡

や古墳（円墳）の検出状況も本遺跡に近い南東側に集中している点などから、この一帯が古墳時代から重要な生活

区域であったことをうかがわせてくれる。また、調査区からは4世紀代に降下したとされるAs－C軽石の堆積層

は確認されず、As－C軽石との直接的関係においては時期を判断することは難しいが、古墳時代の遺構の覆土には

As－C軽石が含まれていることで4世紀代からの集落展開が考えられ、出土遺物からも4世紀中頃から5世紀末

までの集落展開が考えられることで隣接する遺跡との関連性も垣間見られる。
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第18表　土坑計測表

（）は推定、［］は検出値を表す。

土坑
号
遺構位置 長径

cm）
短径
cm）

深さ
cm） 形状 備　　　考

土坑
号
遺構位置 長径

cm）
短径
cm）

深さ
c皿） 形状 備　　　考

D－1 X76，Y58 229 104 31 楕　　円 縄文片1点 D－14X81・82，Y64・65 230 181 71 楕　　円 甕片など65点

D－2 X74・75，Y58 163 158 30 隅丸方形 縄文片3点、土師片1点 D－15X84，Y66 180 178 20 隅丸方形 甕片など24点

D－3 X76，Y59 132 110 29 楕　　円 D－16X83，Y67 95 75 37 楕　　円

D－4 X77，Y60 112 64 44 楕　　円 D－17X82・83，Y68 165 123 86 楕　　円 石田川の甕片など49点

D－5 X76・77，Y65 241 172 55 楕　　円 石器3点、土師片5点 D－18X81，Y72 138 101 71 楕　　円 土師片9点
D－6 X80・81，Y57 135 128 44 楕　　円 すり石1点 D－19X75，Y68 140 95 56 隅丸方形 縄文片3点、土師片18点

D－7 X81・82，Y59 115 70 35 楕　　円 D－20X83，Y76 60 57 61 長方形 B－3の柱穴
D－8 X82，Y57 149 96 20 楕　　円 縄文片2点、土師片1点 D－21 X77，Y60 128 95 16 楕　　円

D－9 X83，Y57 204 187 79 楕　　円 縄文片4点、甕片56点 D－22X79・80，Y55 281 ［204］ 25 （隅丸方形） 縄文片1点、土師片16点

D－10X83・84，Y59 256 （192） 70 楕　　円 石器1点、甕片11点 D－23X77，Y60 152 84 27 楕　　円

D－11X86，Y61 113 90 24 楕　　円 D－24X77，Y61 100 90 26 楕　　円 石器1点、土師片1点

D－12X86，Y62 264 179 81 楕　　円 土師片75点 D－25X78，Y70 82 81 38 ほぼ円
D－13X81，Y61 210 91 77 楕　　円 甕片10点 ※検出した土坑のほとんどがロームブロックを多く含むもので、新しいと思わ※検出した土坑のほとんどがロームブロックを多く含むもので、新しいと思わ

　　　　れる。

第19表　ピット計測表

（）は推定、［］は検出値を表す。

ピツト

号
遺構位置 長径

cm）
短径
cm）
深さ
cm） 形状 備　　　考

ピツト

号
遺構位置

長径
cm）
短径
cm）

深さ
cm） 形状 備　　　考

P－1 X77，Y60・61 81 65 35 楕　　円 P－30X82，Y67 59 49 27 楕　　円 P－31と重複

P－2 X78，Y61 68 52 15 楕　　円 P－31X82，Y67 ［46コ 40 15 楕　　円 P瑠0と重複

P－3 X78，Y61 45 43 24 ほぼ円 P－32X82，Y67 97 77 39 楕　　円

P－4 X77，Y62 68 64 22 楕　　円 P－33X83，Y68 70 50 18 楕　　円

P－5 X80・81，Y57 73 60 26 楕　　円 P－34X82，Y68 43 43 22 円

P－6 X80，Y58 85 75 24 楕　　円 P－35 X82，Y67・68 55 54 17 ほぼ円
P－7 X80，Y58 80 67 30 楕　　円 P－36X81，Y68 43 32 20 楕　　円

P－8 X79・80，Y59 81 74 42 楕　　円 P－37X81，Y67・68 64 45 30 楕　　円

P－9 X80，Y58 102 70 21 楕　　円 P－38X80，Y67 60 53 60 楕　　円 B－2

P－10X81，Y59 61 52 18 楕　　円 P－39 X80，Y66・67 50 46 62 楕　　円 B－2

P－11X81，Y59 54 52 19 ほぽ円 P－40X79，Y66 48 43 55 隅丸方形 B－2

P－12X86，Y60・61 60 55 57 楕　　円 B－1、縄文片2点 P－41X80，Y67 46 46 46 円 B－2

P－13X86，Y60 58 41 55 楕　　円 B－1 P－42X79，Y67 50 47 44 隅丸方形 B－2

P－14X85，Y60 56 46 64 楕　　円 B－1、土師片1点 P－43X79，Y67 48 47 46 隅丸方形 B－2

P－15X86，Y61 63 55 31 楕　　円 P－44X75，Y67 55 45 24 楕　　円

P－16X85，Y61 45 42 44 楕　　円 P－45X82，Y75 59 56 87 長方形 B－3
P－17X85，Y61 57 45 17 楕　　円 縄文片5点、土師片4点 P－46X82，Y75 57 59 73 方　　形 B－3

P－18X86，Y61 45 44 44 隅丸方形 B－1 P－47X77，Y55 56 54 31 ほぼ円
P－19X85・86，Y61 58 42 57 楕　　円 B－1 P－48X76，Y56 54 50 21 楕　　円

P－20X85，Y61 46 45 53 ほぼ円 B－1 P－49X76，Y57 39 34 18 楕　　円

P－21X84，Y61 60 40 25 楕　　円 P－50X76，Y57 59 53 22 楕　　円

P－22X84，Y66 50 45 60 楕　　円 P－51X77，Y59 50 42 22 楕　　円

P－23X84，Y66・67 68 52 17 楕　　円 縄文片2点 P－52X77，Y62 60 56 15 楕　　円

P－24X83，Y66・67 70 60 31 楕　　円 P－53X80・81，Y62 70 63 31 楕　　円

P－25X83，Y67 52 51 29 ほぼ円 P－54X81，Y62 81 68 20 楕　　円

P－26X81，Y67 47 42 16 楕　　円 P－55 X82・83，Y74・75 65 53 87 長方形 B－3、縄文片1点
P－27X84，Y67 68 67 17 ほぼ円 P－56X83，Y74 ［64］ ［15］ ［15］ （方　形） B－3、H－39と重複

P－28X84，Y67 70 56 25 楕　　円 P－57X83，Y76 60 47 82 長方形 B－3、土師片1点
P－29X83，Y67 58 40 19 楕　　円 P－58X83，Y75 75 58 79 長方形 B－3、土師片2点

　　　　※掘立柱建物跡を組めた以外は、現耕作土を含むものが多く新しいと思われる。

第20表　道路状遺構計測表

　　　　　　　　　　　　　　　　　［］は検出値を表す。
遺構番号 遺構位置 長さ（m） 幅（cm） 備　　　　　　　　　　　　考

A－1 X67～69，Y68～71 ［16．40］ ［45～55］ 北側は調査区外に続く

A－2 X70～73，Y60～72 ［50。25］ ［20～160］ H－2と重複、住居より新しい

A－3 X76～78，Y60～75 ［60．61］ ［25～88］ H－23・25と重複、住居より新しい（昭和43年の都市計画図面41に記載あり）

A－4　・ X84～87，Y64～69 ［23．50］ ［30～55］
北と南側は後世の掘削などで不明になる。H－29・30・33と重複、住居より新しい（昭

43年の都市計画図面41に記載あり）

　　　　　　　※道路状遺構は、都市計画図面に記載されているものなどあり新しいと思われる。

第21表　風倒木痕計測表

　　　　　　　　　　　　［］は検出値を表す。
遺構番号 遺構位置 長径（cm） 短径（cm） 深さ（cm） 形状 備　　　　　　考

0－1 X79・80，Y65 168 144 59 楕　円 西側オーバーハング

0－2 X83・84，Y72 ［250］ 225 83 楕　円 北側推定、土師片

O－3 X79，Y74 217 183 52 楕　円 西側僅かにオーバーハング、土師片
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　　　　　　　　　　　　　　　　　第22表　出土土器観察表
法量は①口径②底径③胴部最大径④器高⑤長さ⑥幅⑦穿孔径を表す。
出土位置一Nα

台帳番号 器形 法　量 ①胎土②焼成③色④残存 器形の特徴、成・整形方法 備　　考 実測図 図版

②4．0 ①細粒②良好（酸化） 体部球形状で中位に張りを持つ。底部は小 貯蔵穴内出土

H－2－1 H－2貯一1Nd 増
④（10．5） ③7．5YR5／4鈍い褐色

口～頸部欠損
さくやや凹む。外面頸部接合部に箆押え痕。
部箆磨き丁寧。内面頸部指押え痕、底部

外面煤付着
合痕あり

36 20

箆磨き。

①15．7②17．4 ①細粒②良好（酸化） 圷部稜を持ち外傾して立上る。脚部に4個貯蔵穴内出土
④14．5 ③10YR7／4鈍い黄橦 の穿孔。裾部緩やかにハの字。外面口縁横

H－2－2 H－2貯一1Nα4 高圷 ⑦1．3～L4 ④完形 撫で、体部ハケ目状の撫で。脚部箆磨き・ハ 36 20

ケ目状の撫で。内面圷部横撫で、脚部ハケ
目状の撫で。

①8．2②2．8 ①細粒②良好（酸化） 頸部は外傾して口縁に至る。体部は中位に 接合痕あり
H－3－1 H－3Nα145 小型柑 ④8．5 ③7．5YR6／4鈍い澄 張りを持つ球形状、楕円状の平底。内外面 36 20

④口縁1／3欠損 口縁横撫で、頸部・体部ハケ目。底部箆削り。

H－3－2 H－328・141・142・一括 増

①（8．4）

11．0

①細粒②良好（酸化）
7．5YR6／4鈍い澄
口縁2／3・胴部一部欠損

頸部からやや外傾して口縁部に至る。体部
上位に張りを持つ扁球形状を呈す。外面
部ハケ目。底部剥れ痕。内面指撫で。

接合痕あり
36 20

①10．7 ①細粒②良好（酸化） 頸部からくの字に外傾し口縁部でやや内湾 内外面赤色塗彩あり
H－3－3 H－3Nα19・80 堀 ④（10．8） ③2．5YR4／3鈍い赤褐色 して開く。体部は中位に張りを持つ球形状。 接合痕あり 36 20

④口縁一部・底部欠損 内外面口縁横撫で、体部箆磨き。

H－3－4 H－3
α108・114・119・123

増
①13．3④16．2 ①細粒②良好（酸化）

7。5YR6／4鈍い榿
体部1／4欠損

頸部から口縁部に向って外傾して開く。体
中位に張りを持つ球形状。内外面口縁横
で。底部箆撫で。

36 20

H－3－5 H－3
α117・120・132

増

①10．4

（10．9）

①細粒②良好（酸化）

7。5YR6／4鈍い榿
口縁一部・底部欠損

頸部からくの字に外反し口縁部でやや内湾
る。体部中位に張りを持つ算盤玉形状。
外面口縁横撫で。体部箆削り後撫で調整。

36 20

①13．7 ①細粒②良好（酸化） 頸部からくの字に外傾し口縁部で内湾し開 内外面赤色塗彩あり

H－3－6 H－3Nα43 増
④（13．5） ③10R4／8赤色

口縁1／3・体部2／3欠損
く。体部は中位に張りを持つ球形状。内外
口縁横撫で。外面頸部から体部箆磨き。

接合痕あり 36 20

内面指押え。

①13．6②5．6 ①細粒②良好（酸化） 頸部から外傾してハの字に開き口縁部でや 内外面赤色塗彩あり

H－3－7 H－3Nα20・24・31 柑
④15．8 ③2．5YR4／4鈍い赤褐色

口縁・体部一部欠損
や内湾する。体部中位に張りを持ち球形状。
底。内外面口縁横撫で。外面箆磨き・撫で。

36 20

内面接合部縦の指撫で。底部ハケ目。
①（5．0）②2．8 ①細粒②良好（酸化） 体部中位に張りを持つ。小さい平底。外面

H－3－8 H－3Nq126 小型堀 ④（5．6） ③5YR．5／4鈍い赤褐色 体部撫で、下位ハケ目後撫で。内面撫で。 36 20

④口縁欠損
①（5．1） ①細粒②良好（酸化） 体部中位に張りを持つ球形状。底部中央に

H－3－9 H－3Nα18 小型増 ②（4．7） ③10YR6／4鈍い黄榿 凹みあり。内外面体部撫で調整。 36 20
④（5．5） ④口縁欠損

H－3－10 H－3Nα86・89・98
ミニチュア
甑）

④（6．6〉

L7
①細粒②良好（酸化）

5YR5／4鈍い赤褐色
口～頸部欠損

胴部中位に張りを持つ球形状。平底で中央
穿孔あり。頸部横撫で。胴部箆削り後撫
。内面底部剥れ痕。

接合痕あり
36 20

H－3－11 H－3Nα115
ミニチュア
甕）

①（7．4）③7．5
（6．5）

①細粒②良好（酸化）

5YR5／3鈍い赤褐色
口縁1／2欠損

口縁部やや外傾して直立。胴部は上位に張
を持ち下位に向って内湾する。内外面口
横撫で、胴部撫で。内面胴部指押え痕。

接合痕あり
36 20

H－3－12 H－3α78・96。116・125 碗
①11．1②6．4
8．1

①細粒②良好（酸化）

7．5YR7／4鈍い澄
体部一部欠損

口縁部短く外反。体部内湾気味に底部に至
。やや突出する平底。内外面口縁横撫で。
部ハケ目後撫で。底部箆調整。

接合痕あり
36 20

②6．2③15．3 ①細粒②良好（酸化） 口縁部外傾し肩に張りを持つ。胴部中位に 内面接合痕あり

H－3－13
H－3Nα91・95・101・
29・136・144

小型壷か
④（1L1） ③7φYR6／4鈍い榿

口～頸部欠損
最大径を持ち下位ですぼむ算盤玉形状。突
しやや上げ底。外面頸部指押え。胴部箆
で、下位箆削り後撫で。底部箆調整。内

外面赤色塗彩あり
36 20

面撫で。

②3．5 ①細粒②良好（酸化） 体部中位に張りを持つ球形状。底部小さく 外面体部赤色塗彩あ

H－3－14 H－3Nα97 増 ④（10．6） ③2．5YR4／4鈍い赤褐色 凹みあり。内外面ハケ目。 り 36 20

④口縁・体部1／3欠損 底部接合痕あり
④（10．1） ①細粒②良好（酸化） 体部上位に張りを持ち底部ですぼむ球形 接合痕あり

H－3－15 H－3Nd，135 増 ③7．5YR6／4鈍い澄 状。内外面撫で調整。底部は雑な撫で。 36 20

④口縁・体部1／4欠損

①24．1④15．9 ①細粒②良好（酸化） 単孔。底部から内湾し口縁部で大きく外傾 接合痕あり

H－3－16
H－3Nα5・25・32・
4・35・109・138

甑
⑦5．0 ③7．5YR5／3鈍い褐色

口縁・胴部一部欠損
するラッパ状。外面口縁横撫で、胴部から
部ハケ目・指押え痕。内面胴部箆削り後撫

37 20

で調整。

①18、4②15．2 ①細粒②良好（酸化） 圷部は下位で屈折し外傾し口縁部で開く。 接合痕あり

H－3－17
H－3Nα63・66・68・
1・73・74

高圷

④16．1 ③5YR6／6榿
口縁1／3欠損

脚部は柱状に長く内部は空洞。裾部は緩や
に開く。外面口縁横撫で、圷部・脚部ハケ
後撫で、裾部ハケ目。脚部内面箆による

37 20

掻き取り痕。

①19．2 ①細粒②良好（酸化） 圷底部平坦で下位に稜を持ち口縁部に向っ ほぼ全面赤色塗彩

H－3－18 H－3Nα16・47～49
高圷
脚部）

④（8．5） ③10R5／6赤色④脚部欠損 て直線的に外傾して開く。外面圷部口縁横
で、体部ハケ目後箆撫で。底部箆調整。

外面煤付着
合痕あり

37 20

内面撫で。

①19．0 ①細粒②良好（酸化） 圷底部平坦気味で口縁部外傾して大きく開 ほぼ全面赤色塗彩

H－3－19 H－3Nα41・128・139 高圷
④（13．5） ③10R4／6赤色

口縁1／3・裾部欠損
き、口唇部で細る。脚部下位でやや膨らむ。
面口縁横撫で、体部～脚部ハケ目。脚部

37 20

内面箆による掻き取り痕。

①11．8④5．9 ①細粒②良好（酸化） 口縁部短く外傾し、体部は内湾。内外面口 体部煤付着
H－3－20 H－3Nα52・53 圷 ③2．5YR5／4鈍い赤褐色 縁横撫で。外面底部箆削り後撫で調整。内 37 20

④3／4残 面撫で。

H－3－21 H－3α110・131・146
高圷
脚部）

②18．9

（1L4）

①細粒②良好（酸化）

2．5YR4／4鈍い赤褐色
圷部・脚部一部欠損

脚部やや膨らみを持つ。裾部段があり下位
緩やかに開く。外面箆磨き、内面脚部指
え痕、裾部箆撫で痕。

外面煤付着
面赤色塗彩あり
合痕あり

37 20

①13．0③15．2 ①細粒②良好（酸化） 口縁部くの字に外傾。胴部上位に張りを持 接合痕あり

H－3－22 H－3α23・42・103・104 小型甕
④14．9 ③5YR5／3鈍い赤褐色

口縁1／2・胴部一部欠損
ち、下位ですぼむ球形状。丸底。内外面口
横撫で。外面胴部ハケ目、下位～底部箆

37 20

削り。内面撫で。

H－3－23
H－3
q8・64・69・70・76

小型壷

③15．4

（12．6）

①細粒②良好（酸化）
7。5YR6／4鈍い榿
口縁・体部一部欠損

胴部中位に張りを持つ算盤玉形状。内外面
部ハケ目後撫で調整。外面指押え痕。

接合痕あり
37 20

①（15．0） ①細粒②良好（酸化） 口縁部くの字状、胴部中位に張りを持つ球 接合痕あり

H－3－24 H－3Nα58。62 小型甕
②6．5④17．3 ③7．5YR7／3鈍い榿

口縁1／2・胴部1／4欠損
形状。底部僅かに突出し中央が凹む。内外
口縁横撫で。外面胴部箆削り後撫で、底

37 20

部箆調整。内面撫で。
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H－5－1 H－5Nα17・20
ミニチュア
壼）

①（4．9）

（8．6）

①細粒②良好（酸化）

7．5YR6／3鈍い褐色
口縁1／2・胴部2／3残

胴部球形状。頸部から外傾し口縁部に至る。
面口縁横撫で、胴部ハケ目後撫で調整。
面撫で。

接合痕あり
37 21

H－5－2 H－5Nα9・11
－2

小型甕

①11．8

（10．0）

①細粒②良好（酸化）③7．5
R7／3鈍い榿④口縁1／3・

部中位～底部欠損

胴部緩やかに内湾し、口縁部短くくの字に
傾。外面口縁横撫で、胴部ハケ目。内面
縁～胴部ハケ目。

接合痕あり
37 21

①12．4④7．5 ①細粒②良好（酸化） 口縁部短く外反し体部が内湾する球形状。 内外面一部赤色塗彩
H－11－1 H－11Nα2 塊 ③7．5YR6／4鈍い榿 丸底。内外面口縁横撫で。外面体部箆削り ・煤付着 37 21

④ほぼ完形 後撫で。

①12．4④8．0 ①細粒②良好（酸化） 口縁部短く外反し体部内湾する。底部はい 内外面煤付着

H－11－2 H－11Nα5 塊 ③7．5YR7／4鈍い榿 びつ。内外面口縁横撫で。内面指押え痕。 37 21

④口縁一部欠損
①10．4④7．7 ①細粒②良好（酸化） 口縁部短く外反し体部球形状。不安定な丸 内外面一部赤色塗彩

H－11－3 H－11Nα12 境 ③7．5YR7／4鈍い榿 底。内外面口縁横撫で。外面体部箆削り痕。 37 21

④ほぼ完形 底部箆削り後撫で調整。内面撫で。

①15．7②4．0 ①細粒②良好（酸化） 体部内湾し稜を持ち口縁部やや内傾して立 内外面一部赤色塗彩

H－11－4 H－11Nα7 圷
④6．4 ③10R5／4赤褐色④完形 つ。やや傾く小さい平底。内外面口縁横撫

。外面体部・ハケ目後撫で。内面箆磨き・
外面煤付着
合痕あり

37 21

指押え。

①13．4④6．8 ①細粒②良好（酸化） 口縁部短く外反し、体部内湾して立上る。 内外面煤付着
H－11－5 H－11Nα11 塊 ③7．5YR6／4鈍い榿 丸底。内外面口縁横撫で。底部箆削り痕。 38 21

④ほぼ完形 内面撫で。

①11．8②3．0 ①細粒②良好（酸化） 口縁部短く外反。体部内湾する。小さく上 内外面煤付着
H－11－6 H－11Nα9 境 ④6．3 ③7．5YR7／4鈍い橿 げ底気味。内外面口縁横撫で。外面底部箆 38 21

④口縁一部欠損 削り。

①14．0④6．G ①細粒②良好（酸化） 体部内湾し口縁部でやや内傾して立つ。丸 外面一部赤色塗彩
H－11－7 H－11Nα3 圷 ③7．5YR6／4鈍い榿 底。口縁部に接合痕の稜あり。外面口縁横 内外面煤付着 38 21

④口縁2／3・体部一部欠損 撫で、体部箆当て痕。内面撫で。 接合痕あり

①15．2④6．5 ①細粒②良好（酸化） 口縁部に粘土を貼付けた修正痕あり。体部 内外面煤付着
H－11－8 H－11Nα6 圷 ③7．5YR6／4鈍い榿 内湾する。丸底。内外面口縁横撫で。体部 38 21

④口縁一部欠損 撫で。

①13．6②4．9 ①細粒②良好（酸化） 体部内湾して立上り口縁部で内傾する。底 内外面一部赤色塗彩
H－11－9 H－11Nα4 圷 ④6．2 ③5YR6／6榿 部小さく凹む。内外面口縁横撫で。外面体 38 21

④口縁1／4欠損 部ハケ目。

①17．3②14．8 ①細粒②良好（酸化） 圷底径小さく体部屈曲して直線的に大きく 圷部内外面赤色塗
④16．2 ③2．5YR6／6榿 開く。脚部は接合部から下位に向って太く 彩・煤付着

H－11－10 H－11Nα57 高圷 ④ほぼ完形 なり、裾部はハの字に開く。外面体部・裾部 38 21

箆撫で、脚部箆磨き痕、接合部箆当て痕。
内面体部箆磨き。

①15．6③19．8 ①細粒②良好（酸化） 口縁部くの字状。口唇部丸みを持つ。胴部 外面赤色塗彩あり

H－11－11 H－11Nα10 小型甕
④（17．5） ③7．5YR6／4鈍い榿

口～胴部1／3残
肩から内湾、中位で緩やかになり下位で内
。内外面口縁横撫で。外面胴部箆削り・撫

内外面煤付着 38 21

で。内面撫で。亀

①14．3②7．0 ①細粒②良好（酸化） 口縁部くの字状に外傾し、胴部上位に最大 外面赤色塗彩あり

H－11－12 H－11Nα1 小型甕
③16．0④13．5 ③7。5YR6／4鈍い榿

完形
径を持つ扁球形状。平底。内外面口縁横撫
。外面体部上位に箆撫で痕、下位に箆削

内外面煤付着
合痕あり

38 21

り。内面撫で。

H－11－13
H－11Nα30・32。33・
9・40・45・47・48。

3～55・69～72
壷

①17．2②8．5
27．9④32．4

①細粒②良好（酸化）
7．5YR6／4鈍い榿
ほぼ完形

口縁部くの字に外傾して開く。胴部中位に
大径を持つ扁球形状で下位ですぼむ。突
する上げ底。内外面口縁横撫で、外面胴
ハケ目後撫で。内面ハケ目・撫で。

接合痕あり

38 21

①12．6④5．4 ①細粒②良好（酸化） 口縁部短く内傾。体部内湾。丸底。内外面 外面底部赤色塗彩
H－13－1 H－13Nα57 圷 ③10YR6／4鈍い黄榿 口縁横撫で。外面体～底部箆削り後撫で。 38 21

④ほぼ完形 内面撫で。

①13．6④5．2 ①細粒②良好（酸化） 体部内湾して口縁部で内傾して立っ。丸底。 内面煤付着
H－13－2 H－13Nα19 圷 ③7．5YR7／3鈍い榿 内外面口縁横撫で。外面体部～底部箆削り 38 21

④口縁一部欠損 後撫で。内面撫で。

①14．5④6．0 ①細粒②良好（酸化） 体部内湾して口縁部短く内傾し、口唇部細 内外面口縁赤色塗彩
H－13－3 H－13Nq58 圷 ③7．5YR6／4鈍い榿 る。内外面口縁部横箆撫で、体部箆削り後 あり 38 21

④口縁一部欠損 撫で調整。内面底部箆当て痕。 内外面煤付着

①14．3②3．7 ①細粒②良好（酸化） 体部内湾して口縁部内傾し、口唇部細る。 内外面赤色塗彩あり

H－13－4 H－13Nα3 圷 ④6．4 ③7．5YR6／4鈍い榿 小さい上げ底。内外面口縁横撫で。外面体 外面煤付着 38 21

④完形 部ハケ目後撫で。内面箆撫で。

①13．4④7．0 ①細粒②良好（酸化） 体部内湾気味に開き口縁部で内傾し、口唇 内外面赤色塗彩あり

H－13－5 H－13NQ4 甑
⑦1．0 ③7．5YR6／3鈍い褐色

口縁一部欠損
部細る。底部小さい単孔あり。内外面口縁
撫で。外面体部箆撫で。底部箆調整。内

圷の転用か 38 21

面箆撫で。

①11．0④6．4 ①細粒②良好（酸化） 体部内湾して口縁部短く外反し、口唇部細 内外面赤色塗彩あり
H－13－6 H－13Nα6 境 ③5YR7／4鈍い榿 る。丸底。内外面口縁横撫で。外面体部箆 内外面煤付着 38 21

④口縁一部欠損 削り・箆撫で。内面撫で。

①12．0④7．8 ①細・中粒②良好（酸化） 口縁部短く外傾する。折返し口縁。体部内 内外面赤色塗彩あり

H－13－7 H－13Nα27 塊
③5YR7／4鈍い榿
口縁・体部一部欠損

湾する球形状。丸底。内外面口縁横撫で。
面体部箆削り・箆撫で。内面撫で、底部剥

38 21

れ痕あり。

①13。5②7．5 ①細粒②良好（酸化） 口縁部くの字状に開き、胴部は内湾して立 内外面赤色塗彩あり
H－13－8 H－13Nα5 小型甕 ③14．2④11．3 ③2．5YR6／6榿 上る球形状。広い平底。内外面口縁横撫で。 外面煤付着 38 21

④口縁・体部一部欠損 外面箆削り・撫で、底部箆調整。内面箆磨き。
①（20．5） ①細・中粒②良好（酸化） 口縁部くの字に外傾。胴部上位から緩く内 外面赤色塗彩あり
②7．5③28．0 ③7．5YR6／4鈍い榿 湾し、下位ですぼむ。縦にやや細長い球形 外面煤付着

H－13－9 H－13Nα1 甕 ④33．8 ④口縁1／3・胴部一部欠損 状。突出する平底。内外面口縁横撫で。外 接合痕あり 38 21

面胴部箆削り後箆調整。底部箆調整。内面
胴部上位指撫で。

①2L2②8．0 ①細粒②良好（酸化） 口縁部くの字に外傾して開く。胴部上位内 外面赤色塗彩あり

H－13－10 H－13
α30～32。34・42・43

甕
③28．7④32．0 ③7．5YR6／4鈍い榿

胴部1／3欠損
湾して最大径を中位やや上に持ち下位に
って緩やかにすぼむ。平底。内外面口縁横

外面煤付着
合痕あり

39 22

撫で。外面胴部箆削り後箆撫で。内面撫で。

①19．3③28．5 ①細粒②良好（酸化） 口縁部くの字に外傾して開く。胴部内湾し 外面赤色塗彩あり

H－13－11 H－13Nα33・53 甕
④（31．4） ③7．5YR6／4鈍い榿

胴部1／4・底部欠損
て最大径を中位やや上に持ち下位ですぽむ
形状。内外面口縁横撫で。胴部ハケ目状

外面煤付着
部接合痕あり

39 22

箆撫で。

①10．9②4．5 ①細粒②良好（酸化） 口縁部短く外傾。体部内湾して立上る。や 接合痕あり
H－15－1 H－15Nα6 境 ④5．4 ③7．5YR7／4鈍い榿 や上げ底気味。内外面口縁横撫で。外面撫 39 22

④口～体部一部欠損 で。内面体部ハケ目後撫で調整。

①1L2②4．0 ①細粒②良好（酸化） 体部緩やかに内湾し立上り口縁部に至る。 内外面赤色塗彩あり
H－15－2 H－15Nα8 鉢， ④4．3 ③5YR5／4鈍い赤褐色 平底。外面口縁横撫で、底部箆削り。内面 接合痕あり 39 22

④完形 ハケ目。
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①9．2②11．2 ①細粒②良好（酸化） 器受部は緩やかに開く。脚部ハの字状、3ヶ

H－15－3 H－15Nα5 器台
④8．7⑦L4 ③7．5YR6／4鈍い榿

完形
所穿孔あり。器受部内外面箆磨き。外面脚
箆磨き後撫で調整。脚部内面箆磨き・指押

39 22

え痕。

①16．5 ①細粒②良好（酸化） 胴部緩やかに内湾して頸部で締まり外反し 外面煤付着
H－15－4 H－15Nα7 壼 ④（20．0） ③2．5YR5／6明赤褐色 て口縁部で開く。口縁に2個づつ2ヶ所穿 接合痕あり 39 22

⑦0．5～0．6 ④口縁・胴部1／2残 孔あり。内外面横ハケ目後撫で。
①14．0③18．1 ①細粒②良好（酸化） 口縁部くの字に外反。胴部中位に最大径を 接合痕あり

H－15－5 H－15Nα3 甕 ④（15．5） ③5YR6／4鈍い榿 持つ球形状。内外面口縁横撫で。外面頸部 外面煤付着 39 22
④底部欠損 ～体部ハケ目。内面撫で。

①（17．6） ①細粒②良好（酸化） 口縁部くの字状に外傾。胴部丸みを持ち、 外面赤色塗彩あり
②5．1 ③7．5YR6／4鈍い橦 中位に最大径を持って下位ですぼむ球形 外面煤付着

H－16－1 H－16Nα21 甕 ③（18．7） ④胴部1／2欠損 状。突出する小さい平底。外面頸部箆当て 39 22
④17．5 痕、胴部箆削り後撫で、底部箆削り・撫で調

整。内面箆撫で。
①12．6②5．0 ①細粒②良好（酸化） 体部内湾気味に開き口縁部に至る。突出す 内外面煤付着

H－18－1 H－18Nα11 鉢 ④6．5 ③7．5YR6／4鈍い榿 る平底。外面箆撫で、底部箆調整。内面ハ 39 22
④完形 ケ目、底部指撫で。

①11．7②3．4 ①中粒②良好（酸化） 胴部外傾して開き口縁部でやや内傾する。 内外面赤色塗彩あり
H－18－2 H－18Nα14 甑 ④8．0⑦1．3 ③7．5YR6／4鈍い榿 平底、小さい単孔あり。外面体部ハケ目、 内外面煤付着 39 22

④口縁・底部一部欠損 底部箆調整。内面体部箆撫で・指押え。
①11．7②4．7 ①細粒②良好（酸化） 体部内湾気味に開き口縁部に至る。突出す 内外面赤色塗彩あり

H－18－3 H－18Nα17 鉢
④5．6 ③7．5YR6／4鈍い榿

完形
る平底。外面体部ハケ目・箆撫で・指押え。

部箆調整内面口縁ハケ目後横撫で。体部
外面煤付着 39 22

斜位のハケ目・指撫で。底部指撫で。
①6。5②9．8 ①細粒②良好（酸化） 器受部は直線的に外傾し口縁部は短く立上 一部赤色塗彩あり

H－18－4 H－18Nα15 器台
④6。7⑦1．0 ③2．5YR5／4鈍い赤褐色

ほぼ完形

る。脚部はやや内湾気味にハの字に開き、3孔を穿つ。脚部内面以外箆磨き。脚部内 外面煤付着 39 22

面ハケ目・撫で。

①9．2②3．0 ①細粒②良好（酸化） 口縁部内湾気味に開き立上る。胴部内湾す 内外面赤色塗彩あり
H－18－5 H－18P4Nα1 柑 ④14．8 ③7．5YR6／6榿④完形 る球形状。小さくすぼみやや上げ底。内外面 39 22

ハケ目後撫で調整。外面底部箆削り・撫で。
①9．0②3．3 ①細粒②良好（酸化） 口縁部くの字状に外傾して開く。胴部内湾 外面赤色塗彩あり

H－18－6 H－18NQ50 柑
④13．3 ③5YR6／6榿④口縁1／2欠 する球形状。やや突出する平底。内外面口

横撫で。外面胴部箆撫で・箆磨き調整。底
外面煤付着 39 22

部箆撫で。内面撫で。
①20．8②7．3 ①細粒②良好（酸化） 口縁部くの字状に緩く外反し、口唇部で丸 赤色塗彩あり

H－18－7
H－18Nb，23・24・31・
3。34・36・51．52

甕・
③32。4④31．4 ③5YR6／4鈍い榿

口～胴部1／2欠損
みを持つ。胴部中位に最大径を持ち底部で
ぼむ球形状。突出する平底。外面口唇部
み痕。内外面ハケ目後撫で調整。内面剥

内面接合痕あり
39 22

れ痕。

①15．0 ①細粒②良好（酸化） 圷部下位に弱い稜を持ち体部は内湾して口 内外面赤色塗彩あり

H－18－8 H－18Nα1 高圷
②（5．8）

（8．5）

③7．5YR6／4鈍い榿
口縁一部と胴部中～下

縁部緩く外傾する。脚部上位は細く下位に
って開くと思われる。内外面口縁横撫で。

内外面煤付着 39 22

位欠損 外面体部ハケ目・箆磨き痕。内面撫で。
①20．4②10．7 ①細粒②良好（酸化） 圷部大きく、下部に稜を持ち外傾して大き 内外面煤付着
④12．7⑦0．9 ③5YR6／6榿④ほぼ完形 く開く。脚部短く上位は細い。下位はやや 遺構間接合土器

H－18－9
H－18Nα13
－28Nα22

高圷 内湾気味にハの字に広がる。3ヶ所穿孔あ
。外面圷部ハケ目後撫で調整、指押し痕。

40 22

脚部上位横撫で、下位ハケ目。内面ハケ目
後撫で。

①22．1②11．8 ①細粒②良好（酸化） 圷部下部に弱い稜を持ち大きく開く。脚部 外面煤付着
④13．7⑦1．5 ③5YR6／6榿：④完形 は上位細く、下位はハの字状に広がり、3ヶ 内外面赤色塗彩あり

H－18－10 H－18Nα16 高圷 所穿孔あり。外面圷部ハケ目後箆撫で調整。
部上位横撫で、下位ハケ目。内面体部ハ

40 22

ケ目後磨き、脚部ハケ目状の磨き痕。接合
部に指押え痕。

①（13．2） ①細粒②良好（酸化） 頸部ですぼみ丸みを持って立上り口縁部で 外面赤色塗彩あり
②6．4③21．8 ③7．5YR6／6榿 緩く外反して開く。胴部中位に最大径を持 弥生期に共通する器

H－18－11 H－18Nα12 壷 ④25．3 ④口縁～頸部1／2欠損 ち下位ですぼむ球形状。突出する平底。内 形 40 22

外面口縁横撫で。外面頸部縦のハケ目、底
部箆調整。内面ハケ目・撫で。

①17．4②5．5 ①中粒②良好（酸化） 口縁部内湾気味に立上る。胴部丸みを持ち 外面煤付着
H－19－1 H－19Nα20 甕 ③22．8④24．2 ③7．5YR6／4鈍い榿 中位に最大径を持つ。小さく突出した平底。 接合痕あり 40 22

④ほぽ完形 内外面ハケ目・撫で調整。

甑
①16．4②3．3 ①細粒②良好（酸化） 体部直線的に外傾して開き、口縁折返し。 内外面赤色塗彩あり

H－21－1 H－21Nα78 （鉢形）
④8．5⑦1．4 ③5YR6／6榿④完形 底部小さい単孔あり。口縁端部磨き痕あり。

外面体部縦の箆磨き。
内外面煤付着 40 22

甑
①12．6②2．6 ①細粒②良好（酸化） 体部下位でややすぼみ上位に向って内湾し 内面煤付着

H－21－2 H－21Nα79 （鉢形）
④6．5⑦1．3 ③7．5YR6／4鈍い榿

完形
て立上り開く。底部小さい単孔。内外面箆
き。

40 22

①9．4②5．0 ①細粒②良好（酸化） 口縁部短く内傾。体部内湾する球形状。す 内外面一部赤色塗彩

H－21－3 H－21NQ80 短頸壷か
④9．2 ③2。5YR5／6明赤褐色

完形
ぼんでやや突出する平底。外面体部斜位の
状工具による細かいハケ目。底部箆調整

40 23

後撫で。内面ハケ目後撫で。
①（15．3） ①細粒②良好（酸化） 口縁部短くくの字状に外傾する。胴部は肩 内外面一部赤色塗彩

H－21－4 H－21
α14・43・75・84

甕

②5．0
（19．8）

15．2

③7．5YR6／4鈍い榿
2／3残

に張りを持ち下位ですぼむ球形状。やや突
する小さい平底で箆調整。外面口縁ハケ
・横撫で、胴部箆撫で。内面ハケ目・指押

接合痕あり
40 23

え。

①19．1②6．1 ①細粒②良好（酸化） 口縁くの字に外反し、口唇部に刻みあり。胴 内外面赤色塗彩あり
H－21－5 H－21Nα82 甕 ③24．8④23．0 ③7．5YR6／4鈍い榿 部上位に張りを持ち下位ですぼむ球形状。 40 23

④口縁一部欠損 突出する小さい平底。内外面ハケ目調整。
②9．0 ①細粒②良好（酸化） 頸部～口縁部コの字に屈曲し、口唇部直立。

H－21－6
H－21Nα54。57～59・
2・64。93・96・98

壼
③35．8④34．5

部径14．8
③7．5YR6／4鈍い榿
口縁欠損

胴部は肩から内湾し底部ですぼむ球形状。
出する平底。外面口縁部横撫で、頸部縦・
の箆磨き。胴部縦箆磨き。底部箆調整。

41 23

内面口縁ハケ目　胴部箆撫で。

H－21－7 H－21Nα5・6・7・
・81・86・87

甕
①16．3②7．8
22．8④19．1

①細粒②良好（酸化）

7。5YR6／4鈍い榿
ほぼ完形

口縁部短くくの字状に外反。胴部上位に張
を持ち下位ですぼむ球形状。少し突出す
平底。内外面ハケ目・撫で調整。

内外面赤色塗彩あり
面煤付着
合痕あり

41 23

H－21－8
H－21Nα15・49・50。
0・63・65・85

甕

①（19。3）

7．2③25．8

25．6

①細粒②良好（酸化）

7．5YR6／4鈍い榿
口縁1／2・胴部1／3欠損

口縁部緩く外反。胴部中位に最大径を持ち
位ですぼむ。突出した平底。内外面口縁
撫で。外面胴部ハケ目・撫で。内面撫で。

外面煤付着
41 23
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①18．2②7．6 ①細粒②良好（酸化） 口縁部やや内湾気味に立上り口唇部に段を 接合痕あり
③29．6④25．1 ③5YR7／6榿④完形 持つ。胴部は上位に張りを持ち下位ですぼ

H－21－9 H－21Nα1 甕 み最大径を上位に持っ球形状。小さい平底。 41 23

口縁横撫で、下位ハケ目後箆磨き。内外面
ハケ目後撫で。底部箆調整。

①11．6④3．9 ①細粒②良好（酸化） 口縁部短く内傾気味に立つ。体部内湾して 口縁部赤色塗彩あり
H－22－1 H－22Nα13 圷 ③7．5YR6／4鈍い榿 上位で稜を持つ。内外面口縁横撫で。外面 内面煤付着 41 23

④口縁一部欠損 体部箆削り・撫で。

①12．2④5，0 ①細粒②良好（酸化） 体部直線的に立上り上位で稜を持ち、内湾 内外面赤色塗彩あり

H－22－2 H－22Nα14 圷
③7．5YR6／4鈍い榿
ほぼ完形

して口縁部に至る。丸底。内外面口縁横撫
。外面体部箆削り後撫で。底部箆削り。

内外面煤付着 41 23

内面撫で。

①13．0④4．5 ①細粒②良好（酸化） 体部内湾して口縁部内傾する。底部やや凹 内外面赤色塗彩あり

H－22－3 H－22Nα40 圷
③7．5YR7／4鈍い榿
口縁一部欠損

む。内外面口縁横撫で、外面体部ハケ目状
磨き。底部箆削り・撫で・内面ハケ目状の

外面煤付着 41 23

磨き。

①1L8④4．0 ①細粒②良好（酸化） 体部内湾して口縁部内傾する。丸底。内外 内外面赤色塗彩あり
H－22－4 H－22Nα39 圷 ③7．5YR7／4鈍い榿 面口縁横撫で。外面体部上位磨き痕、中・下 外面煤付着 41 23

④完形 位箆削り・撫で。内面撫で。

①13．7②6．2 ①細粒②良好（酸化） 体部内湾し口縁部で内傾する。やや突出す 内外面赤色塗彩あり
H－22－5 H－22Nα4 塊 ④6．2 ③10R5／8赤色④完形 る上げ底。外面体部箆削り後撫で。底部箆 外面煤付着 41 23

削り。内面体部ハケ目、底部指押え痕。 内面接合痕あり

①14．1②3．2 ①細粒②良好（酸化） 体部直線的に外傾し口縁部で屈曲して立上 内外面赤色塗彩あり
H－22－6 H－22Nα2 圷 ④6．7 ③10R4／6赤色④完形 る。小さい上げ底。内外面口縁横撫で。外 外面煤付着 41 23

面体部箆撫で。底部箆削り・撫で。内面撫で。

①11．8②3．4 ①細粒②良好（酸化） 胴部内湾し口縁部でくの字状に外傾。小さ 内外面赤色塗彩あり
H－22－7 H－22Nα8 小型甕 ③11．6④8．8 ③5YR6／6榿④ほぼ完形 い平底。内外面口縁横撫で。外面体部箆削 内外面煤付着 41 23

り後撫で、底部箆削り。内面撫で。 外面接合痕あり
①1L1②5．3 ①細粒②良好（酸化） 口縁部短く外傾。体部内湾。平底。内外面 内外面煤付着

H－22－8 H－22Nα29 塊 ④7．6 ③7．5YR6／4鈍い榿 口縁横撫で。外面体部箆削り後撫で。底部 41 23

④完形 箆削り・撫で。内面ハケ目・撫で。

①1L3④8．6 ①細粒②良好（酸化） 口縁部くの字状に外傾。体部内湾。丸底。 外面煤付着
H－22－9 H－22Nα35 境 ③7．5YR6／4鈍い榿 内外面横撫で。外面体部ハケ目後箆撫で。 内面接合痕あり 41 23

④口縁1／3欠損 内面箆撫で痕あり。

①17．0②5．6 ①細粒②良好（酸化） 口縁部折返し。胴部外傾して開く。平底単 内外面赤色塗彩あり
H－22－10 H－22Nα19 甑 ④9．7⑦1．3 ③7．5YR6／4鈍い榿 孔あり。外面口縁の折返し部横撫で・指押 41 23

④ほぼ完形 え、胴部撫で。内面撫で。底部箆撫で痕。
①12．2 ①細粒②良好（酸化） 口縁部外傾して立ち片口あり。胴部球形状、 全体に雑な作り

H－22－11 H－22Nα17
台付
口甕

④（14．5） ③7．5YR7／4鈍い榿
台部欠損

下位で台部と接合。外面口縁巻付けによる
合痕を指押え。体部ハケ目後撫で。内面

41 23

口縁ハケ目、胴部箆撫で。
①17．4②13．8 ①細粒②良好（酸化） 圷部下位で屈曲し外傾して口縁で開く。脚 接合痕あり
④15．0 ③7．5YR6／4鈍い榿 部接合部から下位に向って太くなり裾部は

H－22－12 H－22Nα1 高圷 ④圷部1／4欠損 ハの字状に開く。外面圷部撫で、体部接合 41 23

部ハケ目、脚部撫で。内面圷部ハケ目状撫
で、脚部指撫で。

①17．4②6．3 ①細粒②良好（酸化） 口縁部くの字状に外反・胴部は肩から丸み 外面煤付着

H－22－13 H－22Nα33 甕
③2L5④24．5 ③7．5YR6／4鈍い榿

ほぼ完形
を持ち底部に向かいすぼむ。やや突出する
底。内外面口縁横撫で。外面胴部箆削り

42 23

後撫で。底部箆調整。内面箆撫で。
②9．4 ①細粒②良好（酸化） 胴部ハの字：状に外反し開く。やや上げ底で 外面煤付着

H－22－14H－22一括 壷 ④（22．3） ③7．5YR6／4鈍い榿 突出。外面胴部横・斜位のハケ目、指押え痕 大型の土器 42 23

④胴部中位～底部残 あり。内面胴部横・斜位のハケ目、箆撫で。
②5．3 ①細粒②良好（酸化） 口縁部くの字状に開くと思われる。体部球

H－22－15 H－22Nα30 増
④12．3 ③7．5YR6／4鈍い榿

口縁1／2欠損
形状で中位が膨らみ下位で丸みを持つ。平
。内外面体部ハケ目・撫で調整。底部内面

42 23

箆撫で。

①17。0②7．2 ①細粒②良好（酸化） 胴部内湾して立上り中位から緩く内傾す 内外面接合痕あり

H－22－16 H－22Nα31 甑
④18．5⑦6．0 ③7．5YR6／4鈍い榿

完形
る。底部やや突出、大きい単孔あり。外面
部上位斜位のハケ目。底部箆調整。内面

外面煤付着 42 23

体部斜位の箆撫で、底部指撫で。
①（3．2）②3．3 ①細粒②良好（酸化） 口縁部外傾して開く。頸部から胴部にかけ 接合痕あり

H－23－1 H－23D－1M1
ミニチュァ
（壺）

④6．2 ③7．5YR6／4鈍い榿
口縁2／3欠損

て緩やかに内湾し下位でやや膨らむ。平底。
面口縁工具痕。胴部箆磨き後撫で・指押

42 23

え。底部撫で調整。内面撫で。
①15．8③20．7 ①細粒②良好（酸化） 口縁部S字状。肩に張りを持ち胴部上位に外面煤付着

H－23Nα49・51～53・ ④（18．0） ③7．5YR6／4鈍い榿 最大径を持つ。中～下位にかけてすぼむ球 内外面接合痕あり
H－23－2 55・56・58 甕 ④口縁一部・胴部1／3欠損 形状。外面口縁ハケ目後横撫で、胴部縦斜 42 24

D－1Nα5 位のハケ目調整。内面口縁横撫で、胴部ハ
ケ目・撫で・指押え。

①18．8②8．3 ①細粒②良好（酸化） 口縁部くの字状に外傾。肩が張り胴部中位 内外面赤色塗彩あり

H－23－3
H－23Nα3。21・40。
1・71・74・77

甕
③29．2④30．0 ③7．5YR6／4鈍い榿

口縁1／2・胴部1／4欠損
に最大径を持ち下位ですぼむ。突出する平
。外面胴部ハケ目後箆撫で。底部箆調整。

外面煤付着 42 24

内面胴部上位ハケ目・撫で
①21．3②7．2 ①細粒②良好（酸化） 二重口縁。上段は外傾し、下段は緩くくの 内外面煤付着
③（25．3） ③7．5YR7／4鈍い榿 字状に外反。胴部は中位に最大径を持つ球
④28．7 ④口縁1／3・胴部1／2欠損 形状。やや上げ底ですぼむ。口縁～頸部に

かけて連続する刻み目をもつ突帯を貼付け
H－23－4 H－23Nα76 壷 る。口縁縦の棒状浮文を2本づつ6単位と 42 24

その中間にボタンを2個づつ貼付けたと思
われる。外面胴部上位横のハケ目、ボタン
を貼付ける。中位～下位箆磨き・箆撫で・ハ
ケ目。底部箆調整。内面箆磨き・箆撫で。

H－23－5
H－23Nα13・16・22・
5・32～34・39・50・

2・69・75

壺

①（17．6）

8．0③34．6

37．5

①細粒②良好（酸化）

5YR6／6榿
口縁欠損

口縁部は外傾し、口唇部に稜を持ち外反す
。胴部は球形状。平底。内外面口縁横撫
。外面胴部ハケ目後箆磨き。底部箆調整。
面胴部箆撫で、底部ハケ目・撫で。

内外面赤色塗彩あり
合痕あり 43 24

H－23－6
H－23Nα54
－28

α10・16・32・34。52

壷

②6．0③25．4
（21．0）

①細粒②良好（酸化）
10R4／6赤色

口縁欠損

胴部上位から丸みを持ち中位に最大径を持つ。下位ですぼむ球形状。突出する平底。

面胴部上位ハケ目後撫で、下位箆削り・箆
で。底部箆調整。内面撫で。

内外面赤色塗彩あり

43 24

H－24－1 H－24Nα4
ミニチュア
（鉢）

①4．3②L8
2．1

①細粒②良好（酸化）

10YR7／4鈍い黄榿
ほぼ完形

体部外傾して口縁部に至る。突出する平底。
面ハケ目・指押え痕。内面ハケ目調整。 43 24
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台帳番号 器形 法　量 ①胎土②焼成③色④残存 器形の特徴、成・整形方法 備　　考 実測図 図版

①1LO②4．3 ①細粒②良好（酸化） 頸部から外傾し口縁部で短く内湾する。胴 口縁部赤色塗彩あり

H－24－2 H－24NQ1 小型甕
④9．8 ③7．5YR6／6榿④完形 部上位に張りを持つ球形状。小さい平底。

外面口縁横撫で。外面胴部ハケ目、下位
焼成時の割れ目あり
面煤付着

43 24

撫で調整。内面撫で・指押え痕。
①10．6②4．4 ①細粒②良好（酸化） 口縁部外傾して開く。体部丸みを持つ。底

H－25－1 H－25Nα9 柑
④8．7 ③10YR4／1灰褐色

口縁・体部一部欠損
部は小さい円形で凹む。外面口縁横撫で、
部ハケ目後撫で。内面口縁ハケ目後撫で、

43 24

体部撫で。
①（7．4）②9．5 ①細粒②良好（酸化） 器受部くの字状に開き中央に穿孔あり。脚

H－26－1 H－26Nα25 器台
④6．7 ③7．5YR6／4鈍い榿

器受部2／3・脚部一部欠
部裾が大きく開き穿孔が4ヶ所ある。外面
合部横撫で。脚部箆磨き、体部撫で。脚

43 24

損 部内部ハケ目。
①10，7④10．2 ①細粒②良好（酸化） 頸部からやや外傾して立上り口縁部に至

H－26－2 H－26Nα4 増
③5YR7／6榿
口～頸部1／2・体部一部

る。体部緩やかな球形状を呈し底部に至る。
外面口縁横撫で、口～頸部箆磨き。底部

43 24

欠損 内面指押え。

②6。0④4．8 ①細粒②良好（酸化） 体部緩やかに湾曲して口縁部に至る。表面
H－26－3 H－26Nα43・44 手捏土器 ③10YR6／4鈍い黄榿 凸凹している。平底。外面指押え。内面指 43 24

④口縁一部欠損 撫で。

①13．0④4．7 ①細粒②良好（酸化） 丸底の底部から内湾し口縁部で内傾する。

H－26－4 H－26
α15・16。18～20

圷
③10YR3／1黒色（外）10YR7／3鈍い黄榿（内） 内外面口縁横撫で。体部箆削り後撫で。内

撫で。
43 24

④口縁1／3欠損

H－27－1 H－27Nα6 壺
④（3．0）

さ0．8

①細粒②良好（酸化）

5YR6／6榿④小破片
外面櫛型工具による波状文を施文。内面撫

o

樽系
43 24

①14．3④4．0 ①細粒②良好（酸化） 底部中央がやや凹み、緩やかに内湾、頸部 内外面赤色塗彩あり

H－28－1 H－28Nα60 増
③5YR6／6榿
口縁1／3欠損

で外反し立上り口縁部に至る。外面口縁横
で・箆磨き、体部箆削り後撫で。内面撫で・

43 24

剥れ痕。

①16．4 ①細粒②良好（酸化） 口縁部S字状。胴部上位は丸みを持ち、最

H－28－2 H－28
α1・4・5・10

台付甕
③（28．0）

（13．4）

③7．5YR6／4鈍い榿
口縁～胴部上位1／2欠損

大径は中位よりやや上にある。外面頸～胴
斜位のハケ目、胴部に粘土の貼付痕・指押

43 24

え痕。内面胴部箆撫で・指押え。

①（1L7） ①細粒②良好（酸化） 底部中央が凹み、丸みを持ち頸部から外傾
④5．7 ③7．5YR5／4鈍い褐色 し立上り口縁部に至る。口径が大きく体部

H－29－1 H－29Nα16 増 ④2／3残 に比べ口縁部が長い。外面口縁～頸部箆磨 43 24
き、体部箆削り・撫で。底部指押えによる窪
み。内面撫で。

②4．3③9．3 ①細粒②良好（酸化） 胴部中位に張りを持つ球形状。小さく突出 内外面接合痕あり
H－29－2 H－29P3Nα1 小型甕 ④（7．1） ③7．5YR6／4鈍い榿 する平底。外面胴部箆磨き後撫で。内面撫 43 24

④口縁一部欠損 で、底部指押え。

H－29－3 H－29Nα1 壷
④（5．0）

さ0．6

①細粒②良好（酸化〉

5YR6／6榿④小破片
外面櫛状工具による波状文と平行沈線を施
。内面箆撫で。

樽系
43 24

①12．6②3．2 ①細粒②良好（酸化） 体部内湾し口縁部で短く内傾する。平底。 内外面赤色塗彩あり
H－30－1 H－30Nα4 碗 ④6．7 ③2．5YR5／4明赤褐色 内外面口縁横撫で。外面体部箆削り後撫で。 外面煤付着 44 24

④完形 内面撫で。 内面接合痕あり
①9．3②5。0 ①細粒②良好（酸化） 口縁部短く外反。体部中位に張りを持ち内 外面煤付着

H－30－2 H－30Nα3 塊 ④5．6 ③7．5YR6／4鈍い榿 湾する。上げ底気味。内外面口縁横撫で。 接合痕あり 44 24
④口縁一部欠損 体部箆削り・撫で。内面指押え痕。

①14．0②6．4 ①細粒②良好（酸化） 体部緩やかに内湾し口縁やや内傾する。底 外面煤付着
H－30－3 H－30Nα13 塊 ④6．5 ③7．5YR6／4鈍い榿 部やや突出し上げ底。口縁部巻付け痕。外 44 24

④ほぽ完形 面箆撫で。内面撫で・剥れ痕。
①9．8②4．0 ①細粒②良好（酸化） 口縁部短く外反。体部中位に張りを持ち内 内外面赤色塗彩あり

H－30－4 H－30Nα7 境 ④6．4 ③5YR6／4鈍い榿 湾する。やや凹む平底。内外面口縁横撫で。 外面煤付着 44 24
④口縁一部欠損 外面体部箆磨き後撫で。内面撫で。

①10．7②5．4 ①細粒②良好（酸化） 口縁部短く外反。体部内湾する。やや上げ 外面煤付着
H－30－5 H－30Nα5 塊 ④8．2 ③7．5YR6／4鈍い榿 底気味。内外面口縁横撫で・体部撫で。外面 接合痕あり 44 24

④完形 底部箆削り後撫で。
①19．6②12．8 ①細粒②良好（酸化） 圷部下部に弱い稜を持ち外傾して開く。脚

H－30－6 H－30Nα20・23・26 高圷
④16．3 ③7．5YR6／4鈍い榿

口縁・裾部一部欠損
部裾がハの字状に緩やかに開く。外面体部
撫で・剥れ痕。脚部箆磨き。脚部内面箆に

44 24

よる掻き取り痕あり。
②7．2 ①細粒②良好（酸化） 胴部中位に最大径を持つ球形状。短く突出 外面煤付着

H－30－7 H－30NQ27・29 甕 ③17．0 ③7．5YR6／4鈍い榿 する上げ底。内外面ハケ目・撫で。 接合痕あり 44 24
④（16．2） ④口縁・胴部一部欠損
①16．8②7。7 ①細粒②良好（酸化） 頸部から直線的に外傾し口縁部で短く外反 外面煤付着

H－30－8
H－30Nα16・17・25
Nα4～6

甕
③21．8④20．3 ③7．5YR6／3鈍い褐色

ほぼ完形
する。胴部中位やや上に最大径を持ち下位
すぼむ縦長の球形状。やや上げ底気味。
外面口縁横撫で。外面胴部ハケ目後撫で。

接合痕あり
44 25

内面箆撫で。
①25．5 ①細粒②良好（酸化） 胴部緩やかに内湾して口縁部で短く外反す 外面煤付着

H－30－9 H－30
α12・19。21・22

甑
②（8．8）

18．6
③7．5YR6／4鈍い榿
口縁・底部一部欠損

る。底部すぼみ、大きな単孔あり。内外面口縁横撫で。外面胴部箆撫で。内面胴部撫

44 25

⑦（8．0） で、穿孔部箆撫で調整。
①14．1②4．0 ①細粒②良好（酸化） 頸部外傾して立上り口縁部で短く立つ。体 外面赤色塗彩あり

H－33－1 H－33Nα31（1） 増
④16．7 ③2．5YR5／4鈍い赤褐色

体部1／3欠損
部は球形状。底部はややくぼむ。内外面口
横撫で・箆磨き。外面体部箆磨き・撫で。

接合痕あり
44 25

内面箆磨き・撫で・ハケ目。

①14．6③20．4 ①細粒②良好（酸化） 口縁部S字状で短く外傾する。胴部肩から外面煤付着
④（22．2） ③7．5YR6／4鈍い榿 内湾し中位に最大径を持ち下位ですぼむ。

H－33－2 H－33Nα77 台付甕
④胴部1／2弱欠損 台部の接合痕あり。内外面口縁横撫で。外

胴部上位縦斜位のハケ目、中～下位斜位
44 25

のハケ目。内面胴部箆撫ですり消し、底部
箆当痕あり。

①7．5②6．3 ①細粒②良好（酸化） 体部短く直立する。平底。内外面指撫で。
H－34－1 H－34Nα2 手捏土器 ④3。1 ③7．5YR7／4鈍い榿 44 25

④底部一部欠損
①5．2②4．5 ①細粒②良好（酸化） 体部は直立して口縁部に至る。平底。内外 接合痕あり

H－34－2 H－34Nα4 手捏土器 ④3．4 ③7．5YR7／4鈍い榿 面指撫で。 44 25
④完形

①6．0②5．1 ①細粒②良好（酸化） 体部直立し口縁部に至る。平底。内外面指 接合痕あり
H－34－3 H－34Nb，3 手捏土器 ④3．9 ③7．5YR7／3鈍い榿 撫で。 44 25

④口縁一部欠損
①9．3②5．0 ①細粒②良好（酸化） 口縁部折り返し、爪形の連続刻み痕あり。 接合痕あり

H－34－4 H－34Nα19 手捏土器 ④6．2 ③7．5YR6／4鈍い榿 平底で中央に小さい穿孔あり。胴部内湾し 44 25
⑦0．3 ④完形 口縁に至る。胴部指押え。底部内面箆磨き。
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①14．0 ①細粒②良好（酸化） 口縁部直立。体部丸みを持っ。丸底。外面
H－39－1 H－39Nα18 圷 ④6．2 ③7．5YR6／4鈍い榿 口縁横撫で。体部箆削り・撫で。内面撫で。 45 25

④完形
①14．3②6．0 ①細粒②良好（酸化） 体部外傾して口縁部に至る。平底。内外面

H－39－2 H－39Nα33（1） 圷 ④4．7 ③7．5YR6／4鈍い榿 口縁横撫で。外面体部撫で、底部箆削り。 45 25

④口縁一部欠損
①11．4②4．9 ①細粒②良好（酸化） 体部内湾して口縁部に至る。平底。口縁横 外面赤色塗彩あり

H－39－3 H－39Nα34 圷 ④4．4 ③10YR7／4鈍い黄榿 撫で。体部撫で。内面撫で。 外面煤付着 45 25
④2／3残

①13．4 ①細粒②良好（酸化） 丸底から内湾し口縁部に至る。外面口縁横
H－39－4 H－39Nα35 圷 ④5．8 ③7．5YR6／4鈍い榿 撫で、体部箆削り後撫で。内面ハケ目・指押 45 25

④完形 え痕。

④6．0 ①細粒②良好（酸化） 体部内湾し口縁部で外反する。丸底。外面 内外面赤色塗彩あり
H－39－5 H－39Nα3 圷 頸部径（11．7） ③2．5YR5／6明赤褐色 口縁部横撫で、体部箆磨き・撫で。内面箆磨 外面煤付着 45 25

④口縁一部欠損 き痕。

①11．4②4．0 ①細粒②良好（酸化） 口縁部短く外反。体部内湾して底部でやや 接合痕あり
H－39－6 H－39Nα42 境 ④7．7 ③10YR6／4鈍い黄榿 すぼむ。小さい平底。内外面口縁横撫で。 45 25

④口縁一部欠損 外面体部ハケ目後撫で。内面撫で。
①10．5④8．0 ①細粒②良好（酸化） 口縁部短く外反。体部内湾。僅かに平底を 接合痕あり

H－39－7 H－39Nα41 椀
③10YR6／4鈍い黄榿
口縁一部欠損

呈す。内外面口縁横撫で。外面体部上位ハ
目後撫で、中位～下位ハケ目・指押え痕。

45 25

体部内面指撫で・指押え。

①11．4②4．2 ①細粒②良好（酸化） 体部内湾し口縁部で外傾する。小さい平底。

H－39－8 H－39Nα1・9 境
④7．9 ③7．5YR2／1黒色（3／4）

7．5YR7／4鈍い榿（1／4）
外面口縁横撫で、体部～底部箆削り後撫で。
面口縁～体部横撫で。

45 25

④完形
①10．5②4．3 ①細粒②良好（酸化） 体部球形状。口縁部短く外傾する。小さい 体部赤色塗彩あり

H－39－9 H－39Nα15 境
④8．6 ③7．5YR6／4鈍い榿

一部7．5YR2／1黒色
平底。内外面口縁横撫で。外面体部撫で、
部箆削り。内面体部撫で、底部箆磨き。

外面煤付着 45 25

④ほぼ完形
②4．5 ①細粒②良好（酸化） 口縁部短く外反。体部上位に稜を持って内 接合痕あり

R－39－10 H－39Nα40 境 ④（8．0） ③5YR6／6榿 傾し底部に至る。平底。外面体部斜位のハ 45 25

④口縁一都欠損 ケ目・指押え。内面撫で。

①12．0②4．6 ①細粒②良好（酸化〉 口縁部短く外反。体部緩やかに内湾して底 外面煤付着
H－39－11 H－39Nα8 塊 ④9．0 ③7．5YR6／4鈍い榿 部ですぼむ。平底。内外面口縁横撫で。外 接合痕あり 45 25

④口縁一部欠損 面体部箆削り・撫で。内面撫で

①1L5 ①細粒②良好（酸化） 口縁短く外傾する。体部上位に張りを持ち、 内外面赤色塗彩あり
H－39－12 H－39貯UQ3 塊 ④8．0 ③7．5YR6／4鈍い榿 緩やかに内湾する。平底気味。内外面撫で。 外面煤付着 45 25

④完形
①11．5②5．2 ①中粒②良好（酸化） 体部内湾気味に立上り口縁部で小さく内傾 内外面赤色塗彩あり

H－39－13 H－39NQ32 境
④7．3 ③5YR5／6明赤褐色

一部7．5YR2／1黒色
する。小さく突出した平底。内外面口縁横
で。外面体部縦の撫で。底部指押え。内

45 25

④3／4残 面撫で。

①10。2④6．0 ①細粒②良好（酸化） 体部緩やかに内湾して口縁部で内傾する。
H－39－14H－39貯M1 境 ③7．5YR7／6榿④完形 丸底。外面口縁横撫で、体部箆削り。内面 45 25

撫で。

①11．2②5．4 ①中粒②良好（酸化） 体部丸みを持って立上り口縁部に至る。突

H－39－15 H－39Nα6 境
④6．4 ③7．5YR6／4鈍い榿（1／2）

7．5YR2／1黒色（1／2）
出する小さい平底。外面口縁横撫で・指押え
、体部箆調整。底部指押え痕。内面横へ

45 25

④完形 のハケ目。

①10．8②6．Q ①細粒②良好（酸化） 体部緩やかに内湾して口縁部に至る。やや 外面赤色塗彩あり
H－39－16 H－39Nα20 碗 ④8．4 ③5YR6／6榿④ほぽ完形 すぼむ平底。内外面口縁横撫で。外面体部 接合痕あり 45 25

箆削り後撫で。内面撫で。 内外面煤付着
①8．3④8．1 ①細粒②良好（酸化） 頸部から内湾気味に開く。体部下位に張り

H－39－17 H－39Nα39 増
③7．5YR5／1灰褐色（3／4）

5YR6／6橿（1／4）
を持つ球形状。内外面口縁横撫で・指押え
。外面体部ハケ目・箆削り後撫で。内面撫

45 25

④ほぼ完形 で、底部指撫で。

①8．9③11．7 ①細粒②良好（酸化） 丸底から扁球状に立ち上り、頸部ですぼみ 接合痕あり

H－39－18 H－39Nα5 小型壷
④16．0

部径6．1

③5YR6／6榿（1／2）

7、5YR2／1黒色（1／2）
直立気味に外傾して口縁部でやや外反す
。内外面口縁横撫で。外面頸部・胴部箆磨

45 26

④完形 き。内面頸部ハケ目、胴部撫で。
①8．5②5．5 ①細粒②良好（酸化） 頸部からやや内湾気味に立上り口縁部に至 内外面赤色塗彩あり

H－39－19 H－39Nα11 小型壷
④14．0 ③10R4／8赤色④ほぼ完形 る。胴部球形状。傾斜する平底。外面口～胴

横撫で。胴部箆撫で。内面撫で・指押え痕
外面煤付着
合痕あり

45 25

あり。

H－39－20 H－39NQ2 手捏土器
①5．3②3．8

5．1

①細粒②良好（酸化〉
7．5YR6／4鈍い榿④完形

体部内湾気味に口縁部に至る。平底。内外
撫で調整。

45 26

①7．5②4．6 ①細粒②良好（酸化） 体部外傾して口縁部で内湾する。平底。内

H－39－21 H－39Nq4 手捏土器
④4．5 ③7．5YR6／4鈍い榿（1／2）

7．5YR2／1黒色（1／2）
外面口縁横撫で、外面体部撫で調整。内面
で・指押え。

45 26

④完形
①8．6②4。0 ①細粒②良好（酸化） 体部湾曲しながら口縁部に至る。突出した

H－39－22H－39Nα7 手捏土器
④4。3 ③10YR3／1黒褐色

一部10YR7／2鈍い黄榿
平底。外面指押え後撫で調整。内面撫で。

45 26

④完形
①6．8②2．4 ①細粒②良好（酸化〉 胴部上位で膨らみ、頸部で緩く外反し口縁

H－39－23 H－39Nα10 小型壼
③8、4④10．3 ③10YR2／1黒色④完形 部で内湾する。底部は小さく中央が凹む。

外面口縁横撫で。外面頸部指押え・箆磨
45 26

き、胴部箆磨き。内面撫で。
①9．4③14．3 ①細粒②良好（酸化） 口縁部短く外傾。肩に張りを持ち胴部は緩や 内外面赤色塗彩あり

H－39－24H－39一括 小型壷 ④13．5 ③5YR6／4鈍い榿④完形 かに底部に向かって内湾する。内外面口縁横 外面煤付着 45 26
撫で。外面胴部箆削り後撫で。内面撫で。 内面接合痕あり

①（12、2） ①細粒②良好（酸化） 口縁部緩やかに外傾。胴部下位に張りを持 外面煤付着
②5．9③16．4 ③7．5YR5／3鈍い褐色 つ扁球形状を呈す。すぼんで突出した平底。 内面接合痕あり

H－39－25 H－39Nα23 小型壷 ④16．4 ④口縁2／3欠損 外面口～胴部上位ハケ目後撫で・指押え痕。 45 26
胴部下位箆削り後撫で。胴部内面ハケ目・撫
で。

①16．8②7．1 ①細粒②良好（酸化） 口縁部緩やかに外傾して開く。胴部は肩か 接合痕あり
③20．4④26．4 ③7．5YR6／6鈍い榿 ら緩やかに湾曲し底部ですぼむ。胴中位に 外面煤付着

H－39－26 H－39Nα33（2） 甕 ④口縁・胴部一部欠損 最大径を持つ。平底。内外面口縁横撫で。 46 26

外面口～胴部ハケ目。底部箆削り後撫で。
内面撫で。

①19．0②14．5 ①細粒②良好（酸化） 圷部弱い稜を持ち脚部は裾広がりに開く。 内外面赤色塗彩あり
H－39－27 H－39Nα28・29・31 高圷 ④17．0 ③7．5YR6／3鈍い褐色 外面圷部口縁横撫で。体部～脚部ハケ目・撫 内外面煤付着 46 26

④圷部・裾部一部欠損 で。内面撫で・指押え痕。
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①18．5 ①細粒②良好（酸化） 圷部下位で屈曲し緩やかに内湾して口縁部 接合痕あり
②（14．4） ③7．5YR6／6榿 で緩く外反する。脚部膨らみがあり、内面

H－39－28 H－39カNα9 高圷 ④15．1 ④口縁・裾部一部欠損 空洞。裾部緩やかに開く。内外面口縁横撫 46 26

で。外面圷部～脚部ハケ目後撫で調整。内
面圷部ハケ目後撫で、脚部撫で。

①17．9②13．8 ①細粒②良好（酸化） 圷部下位に弱い稜を持ち外傾して開く。脚 接合痕あり
且一39－29 H－39カNα7 高圷 ④16．1 ③7．5YR6／6榿 部は裾部がハの字に開く。内外面圷部横撫 46 26

④圷部1／3欠損 で。外面体部・脚部ハケ目・指押え。内面撫で。

①10．2②7．3 ①細粒②良好（酸化） 圷部は内湾して立上り口縁部でさらに内傾

H－39－30 H－39Nα24 高圷
④8．6 ③10YR6／3鈍い黄榿

圷部1／3欠損
する。脚部は短くハの字に開く。外面体部
削り後撫で、脚部指押え。内面体部指押

46 26

え、脚部箆削り・指押え。

①12．2②5．6 ①細粒②良好（酸化） 口縁部くの字状に外反。胴部は緩やかな球 内外面赤色塗彩あり

H－39－31 H－39一括 小型甕
③16．0④17．4 ③5YR5／4鈍い赤褐色

ほぼ完形
形を呈し底部ですぼむ。胴中位に最大径を
つ。平底。内外面口縁横撫で、胴部ハケ

接合痕あり
面煤付着

46 26

目後撫で。

①15．5②7．4 ①細粒②良好（酸化） 口縁部折り返し、外傾してくの字状に開く。 外面下位赤色塗彩あ

H－39－32 H－39Nα45 甕
③22．7④25．6 ③7．5YR6／4鈍い榿

口縁1／2欠損
胴部中位に張りを持つ緩やかな球形状、底
ですぼむ。突出する平底。内外面口縁横

り外面煤付着
46 26

撫で。外面胴部ハケ目後撫で。内面撫で。
①（17．0） ①細粒②良好（酸化） 口縁部くの字状に外傾。胴部は肩から丸み 外面胴部赤色塗彩あ

H－39－33 H－39カNα1 甕
②7．8③24．2

27．0

③7．5YR6／4鈍い榿
口縁1／2欠損

を持ち底部ですぼむ。胴中位に最大径を持
。上げ底気味。内外面口縁横撫で。外面

り 46 26

胴部ハケ目後撫で。胴部内面ハケ目・撫で。

①16．5②6．4 ①細粒②良好（酸化） 口縁部くの字状に外傾。胴部は肩から丸み 外面煤付着

H－39－34
H－39Nα44
翫2

甕

③21．0④24．0 ③7．5YR6／4鈍い榿
口縁1／3・胴部一部欠損

を持ち下半部から底部に向かい尻すぼみ。
上位に最大径を持つ。小さい上げ底。内
面口縁横撫で。外面胴部上位ハケ目、下

内面接合痕あり
47 26

位撫で。内面ハケ目・撫で。

①16．4②7．0 ①細粒②良好（酸化） 口縁部くの字状に外傾。胴部中位に張りを

H－39－35 H－39Nα36 甕
③23．4④26．2 ③5YR6／4鈍い榿

ほぼ完形
持つ緩やかな球形状で底部ですぼむ。突出
る平底。内外面口縁横撫で。外面胴部ハ

47 26

ケ目後撫で。内面撫で、底部ハケ目。

H－39－36 H－39Nα17 鎌
⑤（7．6）⑥2．8

さ0．4

④鎌の元の部分残 鎌の柄の接合部と刃の部分の上下から持ち
が左と思われる。重さ36．25g。

47 26

H－39－37 H－39Nα58 砥石
⑤7．8⑥4．4

さ3．1

③10YR4／1褐灰色
ほぼ完形

8面に使用痕あり。粘板岩。重さ120g。 47 26

X88，
60

リツド

X88，Y60
リッド

ミニチュア

①（2．7）②2．5

4．2⑦（0．2）

①細粒②良好（酸化）

7．5YR6／4鈍い赤褐色
1／2残

口縁部から緩く内湾して胴中位やや下に張
を持ち、下位ですぼむ。口～胴部箆撫で
整。内面撫で調整。

胴部上位に1ヵ所
孔あり 47 26

注）　出土土器観察表の記載は以下の基準で行った。
　①胎土は、細粒（0．9㎜以下）、中粒（LO～1．9㎜）、粗粒（2．0㎜以上）とした。

　②焼成は、極良、良好、不良の3段階。
　③法量の単位はcm、（）は現存値を記載した。
　④カはカマド、貯は貯蔵穴を表す。
　観察表の出土位置一Nαは各遺構ごとの番号で報告書の付番、台帳番号は調査時の付番を表す。

第23表　縄文土器観察表

出土位置
一Nα
台帳番号 器形 　　　　　　　　　　讐胎土②焼成③色④残存⑤厚さ 成　　整　形　方　法 備考 実測図 図版

J－1－1 J－1Nα1 鉢
①中粒②良好（酸化）③5YR5／3鈍い赤褐色
小破片⑤0．9cm

平行沈線を数本単位で問隔をあけて横位に施文
諸磯b 47 26

J－1－2 J－1一括 鉢
①中粒②良好（酸化）③7．5YR5／3鈍い褐色
小破片⑤0．7cm

巾5㎜の半裁竹管による平行沈線を縦へ施文。耳たぶ状の粘土
を貼り付けている 諸磯c 47 26

J－1－3 」一1一括 鉢
①細粒②良好③7．5YR6／4鈍い榿色
小破片⑤0．8cm

口縁三角の鋸歯状刻を施文。その下に巾2㎜の平行沈線数本単
で施文し三角鋸歯状横位弧状の沈線を施文する。沈線間には
角の陰刻が施される

諸磯c 47 26

」一2－1 」一2Nα1 鉢
①細粒②良好（酸化）③7．5YR7／3鈍い榿色
小破片⑤0．6cm

巾7㎜の横・斜位の半裁竹管による平行沈線を施文
諸磯b 47 26

」一3－1 J－3Nα7 鉢
①中粒②良好（酸化）

7．5YR6／4鈍い榿色
口～胴部片⑤0．8cm

口縁部は巾5㎜の半裁竹管による平行沈線を横へ施文し、胴部
斜と縦の沈線。口～胴部の沈線の上に耳たぶ状の粘土瘤を貼
付けている

諸磯c 47 26

J－4－1 J－4Nα21 鉢
①中粒②良好（酸化）③5YR6／4鈍い榿色
胴部片⑤Llcm

胴部に羽状縄文で菱形を構成する。繊維土器
黒浜 47 26

」一4－2 」一4一括 鉢
①中粒②良好（酸化）③5YR5／4鈍い赤褐色
小破片⑤0．6cm

巾4㎜の縦・斜位の半裁竹管による平行沈線を施文
諸磯c 47 26

注）　出土土器観察表の記載は以下の基準で行った。
　①胎土は、細粒（0．9㎜以下）、中粒（LO～1・9㎜）、粗粒（2．0㎜以上）とした。

　②焼成は、極良、良好、不良の3段階。
　縄文土器観察表の出土位置一Nαは各遺構ごとの番号で報告書の付番、台帳番号は調査時の付番を表す。
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10

J－1　土層注記　（A－A’、B－B’断面〉

1．鈍い黄褐色土層　10YR5／3粘性、締まりややあり、黄色軽石粒1％と黒褐色
　土ブロック1％含む
2．黒褐色土層　10YR3／4粘性、締まりややあり、黄色軽石粒2％とローム粒を
　　含む
3．黒褐色土層　10YR3／1粘性、締まりややあり、黄色軽石粒1％とローム粒、
　炭化物粒を僅かに含む
4．黒褐色土層　10YR3／1粘性、締まりあり、黄色軽石粒1％とロームブロック
　　3％を含む
5．黄褐色ソフトローム層10YR5／6粘性、締まりあり、黒褐色土ブロックを
　　1％を含む
6．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりあり、黄色軽石粒1％とロームブロッ
　　ク2％、炭化物を僅かに含む
7．鈍い黄褐色土層10YR5／4粘性、締まりあり、黄色軽石1％とロームブロッ
　　クを含む
8。黄褐色土層10YR5／8粘性、締まりあり、ハードロームブロック3％と炭化
　　物粒を僅かに含む
9．灰黄褐色土層10YR4／2粘性、締まりあり、ハードロームブロック3％と炭
　　化物粒を所々に含む
10．灰黄褐色土層10YR5／2粘性、締まりなく軽石粒を含む

1 5

」一1　炉跡　土層注記　（E－E7断面）

1．鈍い黄褐色土層10YR4／3粘性、締まりあり、焼土、炭化物粒を1％含み、
　僅かにロームブロックを含む
2。鈍い黄褐色土層　10YR4／3粘性、締まりあり、焼土粒1％と炭化物粒を僅か

　に含む
3。鈍い黄褐色土層　10YR5／4粘性、締まりあり、1層のブロックを含む

2 J－4　P5　土層注記　（E－E’断面）
1．鈍い黄褐色土層　10YR5／3粘性、締まりあり、ローム粒を含む
2．鈍い黄褐色土層　10YR5／3粘性、締まりあり、ロームブロックを1％含む
3．鈍い黄褐色土層10YR5／4粘性、締まりあり、ロームのブロックと粒を含む
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J－4　土層注記　（A－A’、B－B’断面）

1。鈍い黄褐色土層　10YR4／3粘性、締まりややあり、軽石粒1％と所々にロー
　ムブロックを含む
2．鈍い黄褐色土層　10YR4／3粘性、締まりあり、軽石粒2％とロームブロック
　　1％含む
3．黄褐色土層10YR5／8粘性、締まりあり、鈍い黄褐色土ブロックを含む
4．鈍い黄褐色土層　10YR5／4粘性、締まりなくロームブロックを2％含む
5．鈍い黄褐色土層10YR4／3とロームの混土層粘性、締まりあり
6．灰黄褐色土層　10YR・4〆2粘性ややあり、締まりあり、軽石粒とロームブロッ

　クを僅かに含む
7．鈍い黄褐色土層10YR4／3粘性、締まりややあり、ロームブロックを所々に
　含む

に
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第24図　J－1・4号住居跡平面・断面図
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H－2　炉跡　土層注記　（C－C’断面）
1．黒褐色土層　10YR3／1粘性なく、締まりあり、白色軽石
　　φ2～3㎜を含む
2．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりなく、軽石粒を含
　　む（カクラン）

3．鈍い黄褐色土層　10YR5／4粘性、締まりあり、焼土・炭
　化物粒を含む
4．鈍い黄褐色土層　10YR5／4粘性、締まりややあり、焼土・

　炭化物粒を3層よりも多く含む

H－2　土層注記　（A－A’断面）
1．試掘トレンチ（埋土）

2．褐灰色土層　10YR4／1粘性なく、締まりややあり、Hr
　－FP軽石φ2～3㎜を1％と黒褐色土ブロック、ローム
　粒を1％含む
3．黒褐色土層　10YR3／1粘性なく、締まりややあり、As－C

　軽石φ1～3㎜を3％とロームプロックを1％含む
4．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりややあり、As－C
　軽石φ1～2㎜を1％と黒褐色土層ブロックを3％と
　焼土、炭化物を1％含む

㊤

5．

6．

7．

8．

黄褐色土層　10YR5／6粘性、締まりあり、灰黄褐色土ブ
ロックを3％含む
灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりややあり、軽石φ
1～2㎜を1％とローム粒を1％含む
灰黄褐色土層　10YR4／2粘性なく、締まりややあり、軽
石φ1～2㎜を1％とロームブロック1％以上含む
灰黄褐色土層10YR4／2粘性、締まりなく、ロームブ
ロック1％と炭化物を所々含む

A

　　　　炉跡（H－2）
　　　　139．40mC←＿＿，　　　　　　＿一＿弔C，

　　　　　　　　　　31　5
貯蔵穴（H－2）

4

ノ

139。10m
B．＿＿　＿→B，

、曝
　　　　　　5

◇

H－2　貯蔵穴　土層注記　（B－B断面）
工．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりなく、As－C軽石
　　φ2～3㎜を所々含む
2。灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりなく、1層より
　As－C軽石を多く含む
3．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりなく、ロームブ
　　ロックを所々含む
4．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりなく、ロームブ
　　ロックを1％含む
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　　　　P2　　　　　　　　　　　97　　　　　　　　　　8 P1

　　　18

5

B，
H－3　炉跡　土層注記　（E－E’断面）

．明黄褐色土層　5YR5／6焼土ブロックと黒褐色
土10YR3／1を含む
．鈍い黄褐色土層　10YR5／4粘性、締まりややあ
　り、焼土粒と灰・炭化物粒を所々に含む

－3　貯蔵穴土層注記　（D－D’断面）

。灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりなく、ロー
　ム粒を1％と僅かに焼土粒を含む
．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりなく、ロー

一 ムブロックを1％含む

　　2

　　12

　　　　　　⑱15⑳　　　　1617　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　，　1　鋤　　　　　　　　隔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、一

　　　鍾酔艦φ6
22

’p4　貯蔵穴D◎ C，

3．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりなく、ロー
ム粒・ロームブロックを1％含む
．鈍い黄褐色土層　10YR5／3粘性、締まりなく、
　ロームブロックを2％含む
．鈍い黄褐色土層　10YR5／3粘性、締まりなく、
　ロームブロックを3％含む

－3　土層注記　（A－A’断面）

．黒褐色土層　10YR3／2粘性なく、締まりややあ
　り、Hr－FP軽石φ5～10㎜を所々に含み、As－C
軽石粒を含む
．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりなく、As－C

軽石φ1～2mmを1％と明黄褐色土ブロックを
所々に含む
．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりなく、As－C

軽石φ1～2㎜を1％と明黄褐色土ブロックを

140。20m　　　　　〉

1％含む

B B， 4．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりなく、黒褐

一
P2 P1

　　cg

一

B，

H－3　・炉跡　土層注記　（E－E’断面）

1．明黄褐色土層　5YR5／6焼土ブロックと黒褐色
　土10YR3／1を含む
2．鈍い黄褐色土層　10YR5／4粘性、締まりややあ
　　り、焼土粒と灰・炭化物粒を所々に含む

H－3　貯蔵穴土層注記　（D－D’断面）
1。灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりなく、ロー
　　ム粒を1％と僅かに焼土粒を含む
2．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりなく、ロー
　　ムブロックを1％含む
3．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりなく、ロー
　　ム粒・ロームブロックを1％含む
4．鈍い黄褐色土層10YR5／3粘性、締まりなく、
　　ロームブロックを2％含む
5．鈍い黄褐色土層10YR5／3粘性、締まりなく、
　　ロームブロックを3％含む

H－3　土層注記　（A－A’断面）

1．黒褐色土層10YR3／2粘性なく、締まりややあ
　　り、Hr－FP軽石φ5～10㎜を所々に含み、As－C
　軽石粒を含む
2．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりなく、As－C

　軽石φ1～2mmを1％と明黄褐色土ブロックを
　所々に含む
3．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりなく、As－C

　軽石φ1～2㎜を1％と明黄褐色土ブロックを
　　1％含む
4．

5．

C　　　140．20m

P3 P4

6。

7．

8．

9。

灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりなく、黒褐
色土ブロックとローム土を含み、As－C軽石φ2
～3㎜を1％含む
灰黄褐色土層10YR4／2粘性、締まりなく、ロー
ムブロックを3％含み軽石粒を所々に含む
鈍い黄褐色土層　10YR5／4粘性、締まりあり、
ロームブロックを1％とAs－C軽石φ1～2㎜
を所々に含む
鈍い黄褐色土層10YR5／4粘性、締まりあり、
ロームブロックを3％含み僅かに炭化物粒を含む
鈍い黄褐色土層10YR4／3粘性、締まりなく、
ロームブロックを1％と軽石粒を含む
鈍い黄褐色土層　10YR5／4粘性、締まりあり、
ロームブロックを1％含む

　　炉跡（H－5）　　貯蔵穴（H－3）
　　　139．80m　　　　　　　　　139．50m

E－ E’D暫D’
　、該ぐ2 O 1380 2m 0 1340　　　1m

第25図　H－2・3号住居跡平面・断面図
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H－5　土層注記　（A－A’、B－B’断面）

1．鈍い黄褐色土層　10YR5／3粘性、締まりあり、As－C軽石φ1～2㎜を1％とローム
　　ブロックを1％含む
2．鈍い黄褐色土層　10YR5／3粘性、締まりあり、As－C軽石φ1～2㎜を2％とローム
　　ブロックを1％含む
3．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりあり、As－C軽石φ1～2㎜を2％と僅かに
　　ロームプロックを含む
4．黒褐色土層10YR3／4粘性、締まりあり、As－C軽石φ1～2㎜を3％とロームブ
　　ロツクを含む
　灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりあり、ロームブロックを2％含む
　鈍い黄褐色土層10YR5／4粘性、締まりあり、ロームブロックを3％含む
　鈍い黄褐色土層10YR4／2粘性、締まりあり、As－C軽石φ2～3㎜を3％とローム
　　ブロックを1％含む
8．鈍い黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりあり、As－C軽石φ1～2mmを1％と僅かに
　　ローム粒を含む
9．鈍い黄褐色土層　10YR5／4粘性、締まりあり、ロームブロックを3％含む

CD刈

①

轟

①

刈

oσ

5。

6．

7．

H－5　D－2　土層注記　（C－C’断面）
1．鈍い黄褐色土層　10YR4／3粘性、締まりなく、As－C軽石φ1～3皿mを2％含みロー
　　ムブロックを1％含む
2．鈍い黄褐色土層　10YR4／3粘性、締まりなく、1層よりロームブロックを多く含む
3．鈍い黄褐色土層10YR5／4粘性、締まりなく、ロームブロック1％と所々に炭化物を

　含む
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H－5　炉跡　土層注記　（D－D’断面）

　灰黄褐色土層　10YR4／2焼土・炭化物粒を含む
　　明赤褐色焼土ブロック

　　　　　　　炉跡　（H－11）

　　　　139．90m
E　　　　　　　　　　　E，　←一一　　　1　一『一・

2

3
2

且一11　炉跡　土層注記　（E－E’断面）

1．灰褐色土層7．5YR6／2粘性、締まり
　ややあり、焼土・炭化物・灰を含む
2．明赤褐色焼土ブロック　炭化物・灰を

　含む
3．榿色焼土ブロック　炭化物を含む

貯蔵穴　（H司1）
　　　139．90mD　　　　　　　　D9

4
5 3

1

H－11貯蔵穴　土層注記　（D－D7断面）
　鈍い黄褐色土層　10YR4／3粘性、締まりな
　　く、As－C軽石φ1～2㎜を3％とローム粒
　　を僅かに含む

2．鈍い黄褐色土層10YR4／3粘性、締まりな
　　く、As－C軽石φ2～3㎜と僅かに炭化物を
　含む
3．鈍い黄褐色土層10YR5／3粘性、締まりな
　　く、As－C軽石φ2～3㎜とローム粒を2％
　含む
4． 鈍い黄褐色土層　10YR4／3粘性、締まりな
く、As－C軽石φ2～3㎜を1％とローム粒
を含む

鈍い黄褐色土層10YR5／3粘性、締まりな
く、As－C軽石φ1～2㎜を1％とロームブ
ロックを1％含む

ド

C　　　140．50m

一
P5 P4

5．

H－11土層注記　（A－A’断面）
1．黒褐色土層　10YR3／2粘性なく、締まりややあり、As－C軽石φ1～2㎜を1％含む
2．黒褐色土層　10YR3／2粘性なく、締まりややあり、As－C軽石φ1～3㎜を2％と僅かに明黄褐色土を含む
3．鈍い黄褐色土層　10YR5／4粘性なく、締まりややあり、As－C軽石φ1～2㎜を1％とHr－FP軽石φ2～3㎜を所々に含み、明
　　黄褐色土ブロックを1％含む
4．灰黄褐色土層10YR4／2粘性、締まりなく、As－C軽石φ1～2mmを3％とローム粒を所々に含む
5．鈍い黄褐色土層　10YR5／4粘性、締まりややあり、軽石粒を含み、ロームブロックを3％含む
6．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりややあり、As－C軽石φ1～2㎜を1％とローム粒を2％と僅かに炭化物を含む
7．鈍い黄褐色土層　10YR5／4粘性、締まりややあり、As－C軽石φ1～2㎜を1％とロームブロックを1％含む
8．鈍い黄褐色土層10YR5／4粘性なく、締まりややあり、As－C軽石粒を僅かに含みロームブロックを2％含む

O

O

1380

1340

2m

1m

第26図　H－5・11号住居跡平面・断面図
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準

・¢炉跡
　　　　　　　　　　　　　　　　夕
　　　　　　　　　　　　　　　　硬

　　　　　　　　　　　　　　　P2　　〃・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎
　　　　　）　’
　　　　　2

　　　　　　　　　H－13　　P1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　6

國“墨羅銑・
　　　　　　　　　　　　　　　　　、、　　　　　4
　　　　　　　　　　　　　　　　　1

冷，

H－13炉跡　土層注記　（1－1’断面）
1．明赤褐色焼土ブロック　5YR5／6
2．鈍い黄褐色土層　10YR5／4粘性、締まりなく、焼土・

　炭化物・灰を含む

　　　　　　　　10　　　0
　　　　　　　　．ノ＼／一＼陶ノー、、

　　　　　8イ　　隻　　、

岬＼び；
　　　　　　　　、　　　　　’η　　　　　　　，

　　　　　　　　t　　り　　　1

　　　　　　　　　￥　硬化面　　　ノ

　　　　　　　　　　＼、　　　　　　ノ

　　　＼　　　＼＿．／

織禁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鍮

3

H－13　P2　土層注記　（H－H’断面）

1．灰黄褐色土層10YR4／2粘性、締まりなく、ロームブ
　　ロック、黒褐色土ブロックを含む
2．灰黄褐色土層10YR4／2粘性、締まりなく、ロームブ
　　ロックを1％含む

虫1＞

◎
P3

B　　　140．20m

o

O　　P5

P6　　◇o

⑨
　P1

◎

H－12

牝

C，

B，

炉跡

　　H－12・13　（重複住居）　土層注記　（A－A’断面）
　　　1．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりややあり、As－C

　　　　軽石φ1～3㎜を3％含む
　　　2．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりややあり、As－C

　　　　軽石φ1～2㎜を2％含む
　　　3．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりなく、As－C軽
　　　　石φ1～2㎜を2％とロームブロックを含む
　　　4．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりなく、As－C軽
　　　　石φ1～2㎜を1％と土師片を含む
　　　5．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりなく、As－C軽
　　　　石φ1～2㎜を1％とロームブロックを1％含む
　　　6．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりなく、ロームブ
　　　　ロックを3％含む
　　　7．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりなく、As－C軽
　　　　石φ2～3㎜を1％とロームブロックを1％含む
　　　8．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりなく、As－C軽
　　　　石φ1～2㎜を2％含む
　　　9．鈍い黄褐色土層　10YR4／3粘性、締まりなく、As－C

　　　　軽石φ2～3㎜を1％含む
　　　10．鈍い黄褐色土層　10YR4／3粘性、締まりなく、As－C
　　　　軽石φ2～3㎜を1％とロームブロック1％含む
　　　11．鈍い黄褐色土層　10YR4／3粘性、締まりなく、As－C
　　　　軽石φ1～3㎜を2％とローム粒を含む
B’　12．鈍い黄褐色土層10YR5／4粘性なく、締まりややあ
　　　　り、As－C軽石φ2～3㎜を1％とローム粒を僅かに
　　　　含む
　　　13．鈍い黄褐色土層　10YR5／4粘性なく、締まりややあ
　　　　り、As－C軽石φ2～3㎜を1％とロームブロック
　　　　　1％含む
　　　14．鈍い黄褐色土層　10YR4／3粘性、締まりなく、As－C
　　　　軽石φ1～3㎜を3％とロームブロック2％含む
　　　15．鈍い黄褐色土層　10YR4／3粘性、締まりなく、As－C
　　　　軽石φ1～3㎜を2％とロームブロック1％含む
　　　16．鈍い黄褐色土層　10YR4／3粘性、締まりなく、As－C
　　　　軽石φ1～2㎜を1％とロームブロック2％含む
　　　17．鈍い黄褐色土層　10YR4／3粘性、締まりなく、軽石を
　　　　含む黒褐色土を3％と炭化物・ロームブロックを1％
　　　　含む
　　　18．鈍い黄褐色土層　10YR5／4粘性、締まりなく、黒褐色
　　　　土とロームブロックを1％含む
　　　19．鈍い黄褐色土層10YR5／4粘性、締まりなく、Hr－FP

　　　　軽石φ3～5㎜を1％とAs－C軽石φ1～2㎜、
　　　　ロームブロックを2％含む
　　　20．鈍い黄褐色土層　10YR5／3粘性、締まりなく、ローム
　　　　ブロックを2％含む
　　　21．灰黄褐色土層10YR4／2粘性、締まりなく、黒褐色土
　　　　　とロームブロックを1％含む
　　　22．鈍い黄褐色土層　10YR5／3粘性、締まりなく、ローム
　　　　ブロックを1％と僅かに黒褐色土を含む

H－12炉跡　土層注記　（E－E’断面）
1．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりなく、焼土、灰、
　黄色軽石粒を僅かに含む
2。灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりなく、焼土ブ
　　ロック、灰、ローム粒を含む
3．黄褐色ローム　10YR5／6粘性、締まりなく、僅かに焼
　　土を含む
4．明赤褐色焼土ブロック層　5YR5／6

H－12　P6　土層注記　（D－D’断面）
1．鈍い黄褐色土層　10YR4／3粘性、締まりなく、軽石φ
　　1～2㎜を2％とローム粒を含む
2．1層よりもローム土を多く含む。土器片も含む
3．鈍い黄褐色土層　10YR4／3粘性、締まりなく、ローム
　　ブロックを1％含む

C　　　159。80m

一
　　cp

一

　P6（H－12）
　139．40m
D←一　　一→D9

藤．．

　　2

　　炉跡（H司2）

　　　159．10m
E←一　　　　　　　一→E，

　　　　　p　　S　　2

2　1 2
5 0 1280 2m 0 1340 1m

第27図　H－12・13号住居跡平面・断面図
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H－15土層注記　（A－A’断面）
1．鈍い黄褐色土層10YR5／6粘性、締まりややあり、As－C軽石
　　φ2～3㎜を1％とロームブロックを2％と黒褐色土を1％
　　含む
2．

3．

4．

5．

6．

鈍い黄褐色土層　10YR5／6粘性、締まりややあり、As－C軽石

φ2～3㎜を2％とロームブロックを1％含む
鈍い黄褐色土層　10YR5／3粘性、締まりややあり、As－C軽石
φ2～3㎜を1％とロームブロックと炭化物を僅かに含む
鈍い黄褐色土層　10YR5／6・粘性、締まりなく、As－C軽石φ1
～2㎜を1％とロームブロックを1％含む
灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりなく、As－C軽石φ2
～3㎜を3％と黒褐色土ブロック・ロームブロックを1％含む
黒褐色土層　10YR3／2粘性、締まりなく、As－C軽石粒と僅か
にローム粒を含む

炉跡（H－15）

D←＿　159・50m呵D9

　B，
一

2
1

2

E．＿格9・50m＿E9

H－15　炉跡　土層注記　（D－D》断面）
1．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりなく、焼土ブロック
　　と灰を含む
2．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりなく、僅かに焼土粒
　　とロームブロックを含む
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D－1（H－16）

　159。80mE樋＿　＿＿噂E，

覧被、1
　　　　　3

　　炉跡（H司6）

　　　159．80mF＿　　　＿一→F，

H－16　D－1　土層注記　（E－E7断面）
1．鈍い黄褐色土層10YR5／4粘性、締まりややあり、ロームブロック
　　1％と軽石粒を含む
2．鈍い黄褐色土層10YR5／4粘性、締まりややあり、ローム粒を所々に
　　含む
3．鈍い黄褐色土層10YR5／4粘性、締まりあり、ロームブロックを1％
　　含む
4．鈍い黄褐色土層　10YR5／4粘性、締まりあり、ロームブロックを2％
　　含む

4
　　2

1 2 5

H－16炉跡　土層注記　（PF’断面）
1．鈍い黄褐色土層　10YR5／4粘性、締まりややあり、ロームブロックを
　　含む
2．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりややあり、焼土・炭化物・ロー
　　ムブロックを含む

H－16土層注記　（A－A’、B－B’断面）
1．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりややあり、As－C軽石φ1～2㎜を1％含む
2．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりややあり、As－C軽石φ1～2㎜を所々に含み
　　ローム粒を1％含む
3．鈍い黄褐色土層10YR4／2粘性、締まりややあり、ロームブロックを1％含む
4．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりややあり、僅かに軽石粒を含む

0 1380　　　2m　O 1340　　　1m

第28図　H－15・16号住居跡平面・断面図
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H－18土層注記　（A－A’、B－B’断面）
1．鈍い黄褐色土層　10YR4／3粘性なく、締まりややあり、As－C軽石φ2～3㎜
　　を1％と炭化物を多く含む
2．鈍い黄褐色土層　10YR4／3粘性なく、締まりややあり、As－C軽石φ2～3㎜
　　を3％とロームブロックを1％含む
3．鈍い黄褐色土層　10YR4／3粘性なく、締まりややあり、As－C軽石φ1～2㎜
　　を1％とロームブロックを3％含む
4．鈍い黄褐色土層10YR4／3粘性なく、締まりややあり、黒褐色土ブロックを
　　1％とロームブロックを3％含む
5．鈍い黄褐色土層　10YR4／3粘性なく、締まりややあり、As－C軽石φ1～2㎜
　　を1％とロームブロック・炭化物を1％含む
6．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりなく、焼土・ロームブロックを1％と僅
　　かに炭化物を含む
7．黄褐色土層　10YR5／6粘性、締まりあり、3層のブロックを2％含む

H－18　P4　土層注記　（E－E’断面）
1．鈍い黄褐色土層　10YR4／3粘性、締まりなく、ローム粒と炭化物粒を1％含む
2．鈍い黄褐色土層10YR4／3粘性、締まりなく、ロームブロックを含む

H－18　炉跡　土層注記　（F－F’断面）

1．明赤褐色焼土ブロック　5YR5／6
2．灰黄褐色土層　10YR5／2焼土・炭化物・灰を含む
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　D－1（H－19）
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画
H－19　P1～P4　土層注記　（C－C’～F－P断面）
1．鈍い黄褐色土層　10YR5／4粘性、締まりややあり、軽石粒と
　　ローム粒を含む
2．鈍い黄褐色土層　10YR5／4粘性、締まりややあり、ロームの粒
　　とブロックを含む
　　灰黄褐色土層　10YR4／2とロームブロックの混土
　　灰黄褐色土層　10YR4／23層よりもローム土が多い
　　灰黄褐色土層　10YR5／2粘性、締まりなく、軽石粒とロームブ
　　ロックを含む
6．鈍い黄褐色土層　10YR5／4粘性、締まりなく、1層よりもロー
　　ムが多い

3．

4．

5。

B　　139．60m 5 　　B，

一

H－19　D－1　土層注記　（G－G’断面）
1．鈍い黄褐色土層10YR5／4粘性、締まりなく、ロームブロック
　　を多く含む

6 4 2　　　1 8　　4

9　7

H－19土層注記　（A－A’、B－B’断面）
1．鈍い黄褐色土層10YR4／3粘性、締まりややあり、As－C軽石φ1～2㎜を
　　1％とロームを1％含む
2．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりあり、As－C軽石φ2～3㎜を3％と
　黒褐色土・ロームブロックを1％含む
3．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりややあり、As－C軽石φ2～3㎜を
　　2％含む

4．鈍い黄褐色土層　10YR4／3粘性、締まりややあり、As－C軽石φ2～3㎜を
　　1％含む
5．鈍い黄褐色土層10YR4／3粘性なく、締まりややあり、As－C軽石φ2～3
　　㎜を5％と黒褐色土・ロームブロックを含む
6．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりなく、僅かにAs－C軽石φ1～2㎜を
　　含む

7．灰黄褐色土層10YR4／2粘性、締まりなく、ロームブロックを3％含む
8．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりなく、As－C軽石φ2～3㎜を1％と
　　黒褐色土3％ロームブロックを1％含む
9．灰黄褐色土層10YR4／2粘性、締まりなく、ロームブロックを含む

6
7

H　　　139。40m

一

炉跡（H司9）

　　H，

一
2　1
　　　P
S
1

1　　139。40m　　I　P
●一一一一一一　　　　　　　　一一一一一一●

H－19　炉跡　土層注記　（H－H’断面〉
1．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりややあり、焼土粒と灰を含む
2．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりややあり、焼土粒とロームブロック
　　を所々に含む
3．鈍い黄褐色土層　10YR5／4粘性、締まりややあり、ロームブロック1％と
　焼土粒を所々に含む

O 1340 1m 0 1380 2m

第29図　H－18・19号住居跡平面・断面図
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H－21　　　土層注記　（A－A’、B－B’断面）
1．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性なく、締まりややあり、As－C軽石φ2～3㎜を
　　2％含む

2．黒褐色土層10YR3／1粘性なく、締まりややあり、As－C軽石φ2～3㎜を3％
　含む
3．鈍い黄褐色土層10YR4／3粘性、締まりややあり、As－C軽石φ2～3mmを1％
　　と黒褐色ブロック2％とロームを含む
4．鈍い黄褐色土層　10YR5／4粘性、締まりあり、3層のブロックとロームブロック
　　を1％含む
5．鈍い黄褐色土層　10YR5／3粘性、締まりややあり、As－C軽石φ2～3㎜を1％
　　とロームを3％含む
5a　鈍い黄褐色土層10YR5／3粘性、締まりややあり、As－C軽石φ2～3㎜を
　　1％と焼土ブロック1％含む
6．鈍い黄褐色土層　10YR5／3粘性、締まりややあり、ロームブロック1％と僅かに
　炭化物を含む

ビ
冒

8
ヨ

　P1（H－21）　　　P2（H－21〉
　139。OOm　　　　159．00mC　　　　　　C，D　　　　　D量

・魎瞥
炭化物

1
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＞

　　P5（H－21）　貯蔵穴（H－21）

E　159・00m　E’　F159。OOm　F『
　レ　　　　　　　リ　　　　　　　　　　ロ　　　　ロロ　

1毎・』篭1
H－21　P1　土層注記　（C－C’断面）
1．鈍い黄褐色土層　10YR4／3粘性、締まりややあり、軽石粒1％とロームブロッ
　　クを僅かに含む。
2．鈍い黄褐色土層　10YR5／3粘性、締まりなく、ロームブロックを2％含む
3．鈍い黄褐色土層　10YR5／3粘性、締まりなく、ロームブロックを3％と軽石粒
　　を含む

H－21

3．

4．

5．

　　　P2・3　土層注記　（D－D’、E－E’断面）
1，鈍い黄褐色土層　10YR5／4粘性、締まりなく、As－C軽石φ1～2㎜を2％と
　炭化物・ローム粒を含む。
2．鈍い黄褐色土層　10YR5／4粘性、締まりなく、1層より軽石とロームブロック
　　を多く含む
　鈍い黄褐色土層　10YR5／3粘性、締まりなく、ロームブロックを2％含む
　鈍い黄褐色土層　10YR5／3粘性、締まりなく、ロームブロックを1％含む
　鈍い黄褐色土層10YR5／3粘性、締まりなく、ロームブロックを3％含む

ω

幡

削

轟

o

　　　　　　　0　　　　　600　　　7　　　　1

奪　瀞5◎一、慧

H－21貯蔵穴　土層注記　（F－P断面）
1．鈍い黄褐色土層　10YR4／3粘性、締まりなく、As－C軽石φ1～2mmを1％と
　　ローム粒を1％含む
2．鈍い黄褐色土層　10YR4／3粘性、締まりなく、焼土・炭化物・ロームを含む
3．鈍い黄褐色土層　10YR5／4粘性、締まりなく、ロームブロックを1％含み、焼
　　土・炭化物を2層より多く含む
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　o
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Eワ

H－21　炉跡　土層注記　（G－G’断面）
1．鈍い黄褐色土層　10YR5／4粘性、締まりなく、焼土・ローム粒・炭化物を含む
2．鈍い黄褐色土層　10YR5／4粘性、締まりなく、焼土ブロック・ロームブロック
　　を含む

’化物
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貯蔵穴　（H－22）

　　　158。90m
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　　　土層注記　（A－A’、B－B’断面）

1．黒褐色土層　10YR3／1粘性、締まりなく、Hr－FP軽石φ2～3㎜
　　を1％とAs－C軽石とロームを1％含む
2．鈍い黄褐色土層10YR5／3粘性、締まりややあり、黒褐色土ブロッ
　　ク1％とロームブロックを3％含む
3．鈍い黄褐色土層　10YR5／4粘性、締まりややあり、Hr－FP軽石φ
　　2～3㎜を1％とロームを3％含む
4．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりなく、Hr－FP軽石φ2～3
　mmを1％とロームブロックを1％含む
5．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりなく、ロームを2％含む

o

H－22　P　l・2　土層注記　（C－C’、D－D’断面）
1．鈍い黄褐色土層10YR5／4粘性、締まりややあり、ロームブロック
　　2％と軽石粒を含む
2．鈍い黄褐色土層　10YR5／4粘性、締まりややあり、ロームブロック
　　を5％含む

　　炉跡（H＿22）

　　138．70m
●一一一 　　　　　一一一●F，

1 2　　3　1

H－22　　　炉跡　土層注記　（F－F’断面）
1．鈍い黄褐色土層　10YR5／4焼土・灰・ロームブロッ
　　クを含む
2．褐灰色土層　10YR4／1灰を多く含み、焼土・ローム

　粒を含む
3．褐灰色土層　10YR4／12層よりロームを多く含む
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第30図　H－21～23号住居跡平面・断面図
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H－23土層注記　（A－A’、B－B’断面）
1．黒褐色土層　10YR3／1粘性なく、締まりあり、Hr－FP軽石φ2～3㎜を3％とロー
　　ムブロックを1％含む
2．鈍い黄褐色土層　10YR4／3粘性なく、締まりあり、As－C軽石φ1～2㎜を1％と
　　ロームを多く含む
3．鈍い黄褐色土層10YR4／3粘性なく、締まりあり、ロームブロックを1％含む
4．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりややあり、As－C軽石φ1～2㎜を1％とロー
　　ムブロックを1％含む
5．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりややあり、As－C軽石φ1～2㎜を3％と焼
　土・炭化物を所々に含む
6．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりややあり、ロームブロックを5％と黒褐色土ブ
　　ロックを2％含む
7．鈍い黄褐色土層10YR5／3粘性なく、締まりややあり、ロームブロックを1％と僅か
　　に炭化物粒を含む
8．鈍い黄褐色土層　10YR5／4粘性、締まりなく、ロームブロックを1％含む
8a　鈍い黄褐色土層　10YR5／4粘性、締まりなく、炭化物を含みロームブロックを含む
9．黒褐色土層10YR3／1粘性、締まりややあり、ロームブロックを1％含む
10．褐灰色土層　10YR4／1粘性、締まりあり、Hr－FP軽石φ1～2㎜を1％とロームブ
　　ロックを所々に含む（道路状遺構A－3）

　　　　　　　　炉跡（H－25）

　　　　　　F＿⊥58・50LF’

㎝脇 穴製夢）　　　　1一

　　　　＄

　　　　　　　　D
　　　　o
　　　　o　　　　3　　　　　　　　　　　D－1

H－23　炉跡　土層注記　（F－F’断面）
1．鈍い黄褐色土層　10YR5／4焼土・灰・炭
　化物を含み、ローム粒を含む
2．鈍い褐色土層　7．5YR5／4焼土を多く
　含み、灰と炭化物を含む

＞

貯蔵穴（Hぞ3）
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　　　D－1（H－25）
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1．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりなく、As－C軽石φ2～3㎜を3％と
　ローム粒を含む
2．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりなく、軽石粒1％と焼土・炭化物粒を含む
3．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりなく、ロームブロックと僅かに炭化物を
　含む
4．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりなく、1層より多く炭化物を多く含み、
　焼土粒を含む
5．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりなく、As－C軽石φ2～3㎜を1％と焼
　土・炭化物を僅かに含む
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H－23　D－1　土層注記　（E－E’断面）
1．黒褐色土層　10YR3／1粘性、締まりなく、As－C軽石φ
　　1～2㎜を1％とHr－FP軽石φ2～5㎜を2％含み、
　僅かに焼土粒を含む
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鈍い黄褐色土層　10YR5／4粘性、締まりなく、1層を
2％とロームブロックを1％含む
鈍い黄褐色土層　10YR5／4粘性、締まりなく、ロームブ
ロックを3％と僅かに炭化物を含む
鈍い黄褐色土層　10YR5／4粘性、締まりなく、1層のブ
ロックとロームブロックを1％、軽石φ3～5㎜を所々
に含む
鈍い黄褐色土層　10YR5／4粘性、締まりなく、1層を
5％とロームブロックを3％含む

H－24土層注記　（A－A’断面）
1．褐灰色土層　10YR4だ粘性なく、締まりあり、黒褐色土
　　ブロックを5％含み、Hr－FP軽石φ2～3㎜を1％と
　As－C軽石φ2～3㎜を3％含む
2．褐灰色土層　10YR4／1粘性なく、締まりあり、黒褐色土

　ぷ薦寄餅鯨濯鰐瑠藻駐｝鴨多號
　含む
3．

4．

5．

6．

黒褐色土層　10YR3／1粘性なく、締まりあり、As－C軽
石φ1～2㎜を5％とロームブロックを所々に含む
鈍い黄褐色土層　10YR4／3粘性、締まりあり、ロームブ
ロックを2％含む
鈍い黄褐色土層　10YR4／3粘性、締まりあり、ロームブ
ロックを1％含む
鈍い黄褐色土層　10YR4／3粘性、締まりあり、黒褐色
土・ロームブロックを1％含み、As－C軽石φ1～2㎜
を1％含む

　D－1（H－24）

D越・9匹D・

1篠，2
H－24　D－1　土層注記　（D－D’断面）
1．黒褐色土層　10YR3／1粘性、締まりなく、As－C軽
　石φ1～2㎜を1％とHr－FP軽石φ3～5㎜を
　所々に含む
2．黒褐色土層　10YR3／1粘性、締まりなく、1層より
　軽石が少ない
3．黒褐色土層　10YR3／1粘性、締まりなく、軽石粒を
　含み、ロームブロックを1％含む

炉跡　（H－24）
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H－24炉跡　土層注記　（E－E7断面）
1，灰黄褐色土層10YR4／2締まりややあり、焼土ブ
　　ロック・灰を含み、ロームブロックを1％含む
2．灰黄褐色土層10YR4／2締まりややあり、焼土粒
　　を含む
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H－25　土層注記

1．灰黄褐色土層

　所々に含む
2．灰黄褐色土層
　　を僅かに含む
3．

4．

5．

2 1
炭化物
2

（A－A’、B－B’断面）

10YR5／2粘性、締まりややあり、ロームブロックを1％と炭化物を

10YR5／2粘性、締まりややあり、ロームブロックを5％と炭化物粒

灰黄褐色土層10YR5／2粘性なく、締まりややあり、As－C軽石を1％とロームブ
ロック・炭化物を1％含む
鈍い黄褐色土層10YR5／3粘性、締まりなく、ロームブロックを1％と軽石粒を僅
かに含む
褐灰色土層　10YR4／1粘性、締まりなく、軽石粒を含む（新しい耕作跡）

O 1380　　　2m　　O 1340　　　1m

第31図　H－23～25号住居跡平面・断面図
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H－25貯蔵穴　土層注記　（E－E’断面）
1．鈍い黄褐色土層　10YR4／3粘性、締まりなく、軽石φ1～3㎜を1％と焼土粒を含む
2．鈍い黄褐色土層　10YR4／3粘性、締まりあり、1層よりも軽石粒を多く含み、焼土粒を含む
3．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりなく、軽石φ2～3㎜を2％とローム粒を含む
4．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりなく、3層に黒褐色土ブロックと炭化物を含む
5．鈍い黄褐色土層10YR4／3粘性、締まりなく、焼土・炭化物を多く含み、ロームブロックを

　含む
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　　　　炉跡（H－25）
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H－25炉跡　土層注記　（F－F’断面）
1．鈍い黄褐色土層　10YR5／4焼土・炭化物粒と灰・
　　ロームブロックを含む
2。焼土ブロック
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H－26　土層注記　（A－A’断面）

1．黒褐色土層10YR3／1粘性なく、締まりあり、Hr
　　－FP軽石φ1～2㎜を1％とAs－C軽石φ1
　　～3㎜を3％とロームブロックを所々に含む
2．鈍い黄褐色土層　10YR4／3粘性、締まりあり、黒
　褐色土ブロック3％とロームブロックを5％含む
3．鈍い黄褐色土層10YR5／4粘性なく、締まりや
　　やあり、As－C軽石φ2～3㎜を1％とロームブ
　　ロツク1％含む
4．鈍い黄褐色土層　10YR5／4粘性なく、締まりや
　　やあり、軽石1％とロームブロックを3％含む
5．鈍い黄褐色土層　10YR4／3粘性なく、締まりや
　　やあり、As－C軽石φ2～3㎜を1％と黒褐色土
　　ブロック2％、ロームブロックを含む
6．鈍い黄褐色土層　10YR5／3粘性、締まりなく、
　　ロームブロックを1％含む

炉跡（H－26）

D←＿＿　138．50m 　D，
一●

1 2 1

H－26炉跡　土層注記　（D－D7断面）
1．鈍い黄褐色土層　10YR5／4粘性、締まりなく、As－C
　軽石φ2～3㎜を1％と焼土・炭化物・ローム粒を
　含む
2．鈍い黄褐色土層　10YR5／4粘性、締まりなく、焼土
　　ブロック5％とローム粒を含む
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H－28炉跡（北）土層注記　（E－E断面）
1．明赤褐色焼土層　2．5YR5／6灰と軽石粒
　　を含む
2。明赤褐色焼土プロック　2．5YR5／6

　　　H－28炉跡（南）　土層注記　（F－F’断面）

　　　1．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりな
　　　　　く、焼土・炭化物粒・ローム粒を含む
　　　2．明赤褐色焼土層　2．5YR5／6焼土ブロッ
　　　　　クと灰を含む
　　　3．明赤褐色焼土層　2．5YR5／6焼土ブロッ
寸　　　　クを含む
江

0 1340 1m

0 1380 2m
＞

①

第32図　H－25・26・28号住居跡平面・断面図
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3．灰黄褐色土層
4．灰黄褐色土層
5．灰黄褐色土層

C

　H－28土層注記　（A－A’断面）

　1．黒褐色土層　10YR3／1粘性なく、締まりあり、As－C軽石
　　　φ2～3mmを3％とロームブロックを1％含む
　2．灰黄褐色土層　10YR4／1粘性、締まりややあり、As－C軽
　　石φ1～2mmを1％と炭化物を1％含む
工OYR4／1粘性、締まりややあり、ロームブロックを5％含む
10YR4／3粘性、締まりなく、黒褐色土ブロックを3％含む
10YR4／3粘性、締まりなく、焼土ブロックを3％含む
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H－29土層注記　（A－A7、B－B’断面）
1．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性なく、締まりややあり、As－C軽石φ1～3㎜を5％とロー
　　ムブロックを1％含む
2．鈍い黄褐色土層　10YR4／3粘性なく、締まりややあり、As－C軽石φ1～3㎜を3％と
　　ロームブロックを1％含む
3．鈍い黄褐色土層10YR5／3粘性、締まりあり、As－C軽石φ2～3mmを1％とロームブ
　　ロックを5％含む
4．黒褐色土層10YR3／1粘性、締まりなく、As－C軽石φ2～3mmを3％とロームを含む
5．鈍い黄褐色土層　10YR5／4粘性、締まりなく、ロームを3％含む

H－29炉跡　土層注記　（E－E7断面）
1．明赤褐色焼土ブロック　5YR5／6
2．鈍い黄褐色土層　10YR5／3焼土ブロックを多く含み、僅かに炭化物・灰を含む
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H－30　土層注記　（A－A’、B－B’断面）

1．灰黄褐色土層　10YR5／2粘性、締まりなく、軽石粒を含む（耕作跡）
2．灰黄褐色土層10YR4／2粘性なく、締まりややあり、As－C軽石φ1～2mmを
　　1％含む
3．黒褐色土層　10YR3／1粘性なく、締まりややあり、As－C軽石φ1～2㎜を1％
　　とロームブロックを僅かに含む
4．褐灰色土層　10YR4／1粘性、締まりなく、As－C軽石φ1㎜を1％と炭化物を
　所々に含む
5．鈍い黄褐色土層　10YR5／3粘性、締まりなく、軽石粒とローム粒を僅かに含む
6．鈍い黄褐色土層　10YR5／4粘性、締まりややあり、黒褐色土とソフトロームブ
　　ロックを3％含む
7．灰黄褐色土層　10YR5／2粘性、締まりない（耕作跡）
8．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性ややあり、締まりあり、Hr－FP軽石φ3～5㎜を
　　1％とAs－C軽石粒・ローム粒を僅かに含む（道路状遺構A－4）
9．鈍い黄褐色土層　10YR5／3ロームブロックを含む

H－30　貯蔵穴　土層注記　（F－F’断面）

1．黒褐色土層　10YR3／1粘性、締まりなく、Hr－FP軽石φ2～3㎜を1％とロー
　　ムブロックを含む
2．鈍い黄褐色土層10YR5／4粘性、締まりなくAs－C軽石1％と僅かに焼土粒・
　　ローム粒を含む
3．鈍い黄褐色土層10YR5／4粘性、締まりなく、As－C軽石を含み、ロームブロッ
　　ク・炭化物を僅かに含む
4．鈍い黄褐色土層　10YR5／6粘性、締まりなく、ロームブロックを1％含む

H－30　炉跡　土層注記　（G－G’断面）
1．鈍い黄褐色土層　10YR5／3焼土・ローム粒を含む
2．鈍い黄褐色土層　10YR5／3焼土ブロック・ロームブロック・黒褐色土を含む
3．黄褐色土層　10YR5／6焼土ブロックを含む

H－33　P2　土層注記　（E－E’断面）
1．灰黄褐色土層　10YR4／3粘性、締まりなく、黄色軽石粒を1％とローム粒を含む
2．1層よりもローム粒を多く含む
3．灰黄褐色土層　10YR4／3粘性、締まりなく、ロームブロックを2％含む

H－33　P3　土層注記　（F－F’断面）
1．鈍い黄褐色土層　10YR4／3粘性、締まりなく、黄色軽石φ1～2㎜を1％とロー
　　ム粒・焼土・炭化物を含む
2．鈍い黄褐色土層10YR4／3粘性、締まりなく、ロームブロックを1％と僅かに炭
　　化物を含む
3．鈍い黄褐色土層　10YR5／3粘性、締まりややあり、ロームブロックを2％と僅か
　　に炭化物を含む

P2（H－55）

　158。30m
　E　　　Eレ
ロの　　　　　　ひ　ロじ

3督1

　P3（H－55）　間仕切リ（H＿55）
　138。50m　　　　　　　　158．50m

』二 韓£
・マ1

H－33間仕切り　土層注記　（G－G’断面）

1．鈍い黄褐色土層　10YR5／4粘性、締まりなく、ローム粒を2％含む
2．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりなく、ロームブロックを1％と僅かに炭化
　　物粒を含む
3．灰黄褐色土層10YR4／2粘性、締まりなく、軽石粒を含み、ロームブロックを
　　1％含む

0 1380　　　2m 0 1340　　　1m

第33図　H－28～30・33号住居跡平面・断面図
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　H－33　土層注記　（A－A’、B－B’断面）

　1．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりなく、Hr－FP軽石φ3～5㎜を1％
　　　とAs－C軽石φ1～2㎜を3％含む
　2．黒褐色土層　10YR3／1粘性、締まりなく、As－C軽石φ2～3㎜を5％含む
　3．鈍い黄褐色土層　10YR5／4粘性、締まりややありAs－C軽石φ2～3㎜を
　　　3％含む
　4．鈍い黄褐色土層10YR5／4粘性、締まりややあり、As－C軽石φ1～2㎜を
　　　1％とロームを所々に含む
　4a　鈍い黄褐色土層10YR5／4粘性、締まりややあり、4層よりもAs－C軽石
　　　とロームが少ない
　5．鈍い黄褐色土層　10YR5／4粘性、締まりややあり、焼土・炭化物ブロックを
　　　含み、As－C軽石1～2㎜とロームブロックを1％含む
　6．鈍い黄褐色土層　10YR5／4粘性、締まりなく、焼土・炭化物ブロック3％と
　　　ロームブロックを含む

ω

1
2

1
＞

H－33　D－1　土層注記　（H－H’断面）
1．鈍い黄褐色土層　10YR4／3粘性、締まりなく、As－C軽石φ2～3㎜を1％
　　含み焼土・炭化物1％とローム粒を含む
2．鈍い黄褐色土層　10YR4／3軽石粒φ1～2㎜を1％とロームブロックを
　　1％含む
3．鈍い黄褐色土層10YR4／3粘性、締まりなく、ロームブロックを2％と焼土
　　粒を僅かに含む
4．鈍い黄褐色土層　10YR4／3粘性、締まりなく、炭化物を3％と焼土粒1％、
　　ロームブロックを含む
5．黄褐色ローム土層　10YR5／6粘性、締まりあり、鈍い黄褐色土と炭化物を
　　所々に含む
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魔遂記H－34＼、一／

　　　P5　　　　　　　　　　炭化物コ焼土

8P

H－33　炉跡　土層注記　（1－1’断面）

1．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりややあり、焼土・灰を含む
2．灰黄褐色土層10YR4／2粘性、締まりややあり、焼土・炭化物・ローム粒を

　含む
3。灰黄褐色土層　10YR4／2粘性・締まりややあり・焼土ブロックを多く含み・
　　ロームブロックを含む
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H－39　カマド

エ1

H－34土層注記　（A－A’、B－B’断面）
1．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりなく、As－C軽石φ1～3㎜を3％含む
2．黒褐色土層　10YR3／1粘性、締まりなく、As－C軽石φ1～3㎜を5％含み、僅か
　　にロームブロックを含む
3．鈍い黄褐色土層10YR5／4粘性、締まりあり、2層のブロックとロームを多く含む
4．鈍い黄褐色土層　10YR5／4粘性、締まりややあり、As－C軽石φ2～3㎜を1％と
　　ロームブロックを1％含む
5。鈍い黄褐色土層　10YR5／4粘性、締まりややあり、As－C軽石φ2～3mmを所々に
　　含みロームブロックを1％含む
6．鈍い黄褐色土層10YR5／4粘性、締まりややあり、ロームブロックを2％含む

H－34　P1　土層注記　（C－C’断面）
1．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりややあり、軽石粒とロームプロック1％を含
　　む
2．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりややあり、ロームプロックを5％含む

1
　　ド

ー

H－34　P2　土層注記　（D－D’断面）
1．鈍い黄褐色土層　10YR4／3粘性、締まりややあり、軽石粒とロームブロック1％を
　　含む
2．鈍い黄褐色土層　10YR4／3粘性、締まりややあり、ロームブロックを3％含む
3．鈍い黄褐色土層　10YR4／3粘性、締まりなく、ローム・軽石粒を含む

H－34　P3　土層注記　（E－E’断面）

1。鈍い黄褐色土層10YR5／3粘性、締まりややあり、黄色軽石φ2～3㎜を1％と
　　ローム粒と僅かに炭化物を含む
2．黄褐色ローム　10YR5／6粘性、締まりあり、軽石粒を含む
3．鈍い黄褐色土とローム土の混土

H－34炉跡　土層注記　（G－G’断面）

1．鈍い黄褐色土層　10YR5／3焼土ブロック・灰・黄色軽石粒を含む
2．鈍い黄褐色土層　10YR5／3焼土ブロック・炭化物を多く含む
3．鈍い黄褐色土層　10YR5／3焼土ブロック・灰を1％含む

工 O 1380　　　2m　O 1340　　　1m

第34図　H－33・34・39号住居跡平面・断面図
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H－39　カマド　土層注記　（H－H’、1－1’断面）

1．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりややあり、軽石粒と焼土粒を1％含む
2．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりややあり、焼土粒を2％と炭化物を所々に含む
3．鈍い赤褐色土層　5YR5／4粘性、締まりややあり、焼土ブロックを多く含む
4．鈍い赤褐色土層　5YR5／4粘性、締まりややあり、焼土ブロックと灰を含む
5．鈍い褐色土層　7．5YR5／4粘性、締まりなく、焼土ブロックを1％含む
6．鈍い褐色土層　7．5YR5／4粘性、締まりなく、焼土ブロックを3％と軽石粒を含む
7．鈍い褐色土層10YR5／3粘性、締まりなく、焼土ブロックを1％とAs－C軽石φ1～2㎜を1％含む
8．鈍い褐色土層10YR5／3粘性なく、締まりあり、As－C軽石φ1～2㎜を1％含む
9．鈍い黄褐色土層　10YR5／4粘性、締まりややあり、焼土ブロックを1％と僅かに炭化物粒を含む
10．鈍い黄褐色土層　10YR5／4粘性、締まりなく、焼土・炭化物粒を僅かに含む
11．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりなく、As－C軽石φ1～2㎜を1％と僅かに焼土ローム粒を含む
12．明赤褐色焼土層　10YR5／6灰を含み、よく焼いている
13．灰黄褐色土層　10YR5／2焼土・灰・炭化物を含む
14．鈍い黄褐色土層　10YR5／3灰・炭化物を含み、焼土ブロックを多く含む

1　　　137。30m

6
5

H－59カマド

2
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1

12

　　H9

一
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H　　　157。30m

一 6 8
0　11

H－39　貯蔵穴
1．鈍い黄褐色土層
2．鈍い黄褐色土層
3．鈍い黄褐色土層
4．鈍い黄褐色土層
5．鈍い黄褐色土層

土層注記　　（G－G’断面）
10YR4／3粘性、締まりなく、焼土・炭化物粒を含み、ロームブロックを含む
10YR4／3粘性、締まりなく、1層よりも焼土粒・炭化物・ロームブロックを多く含む
10YR4／3粘性、締まりなく、焼土・炭化物を含み、ロームブロックを1％含む
10YR4／3粘性、締まりなく、ロームブロックを1％含む
10YR5／3粘性、締まりあり、焼土・炭化物・灰・ローム粒を含む
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H－39土層注記　（A－A’、B－B7断面）
1．灰黄褐色土層10YR6／2粘性なく、締まりややあり、軽石を含
　　む（耕作跡）

2．黒褐色土層　10YR3／2粘性なく、締まりややあり、Hr－FP軽石を所々に含
　　み、As－C軽石φ2～3㎜を2％含む
3．黒褐色土層10YR3／2粘性なく、締まりややあり、Hr－FP軽石φ5～10㎜を所々に含み、As－C軽石を3％含む
4．黒褐色土層　10YR3／2粘性なく、締まりややあり、As－C軽石・Hr－FP軽石を1％含む
5．灰黄褐色土層　10YR4／2粘性、締まりなく、As－C軽石φ1～2㎜を所々に含み、明黄褐色土ブロックを2％含む
6．黒褐色土層　10YR3／1粘性、締まりややあり、As－C軽石φ1～2mmを1％含む
7．鈍い黄褐色土層　10YR4／3粘性、締まりなく、As－C軽石φ1～2㎜を3％と炭化物・ローム粒を所々に含む
8．鈍い黄褐色土層10YR5／4粘性、締まりややあり、As－C軽石φ1～2㎜を1％とロームブロック2％、炭化物を所々に含む
9．鈍い黄褐色土層10YR5／3粘性、締まりややあり、As－C軽石を含みロームブロックを1％含む
10．鈍い黄褐色土層’10YR4／3粘性、締まりなく、As－C軽石φ1～2mmを！％含みロームブロック1％と僅かに炭化物を含む
11．鈍い黄褐色土層　10YR4／3粘性、締まりなく、As－C軽石φ1～2㎜を1％とローム粒・炭化物粒を僅かに含む
12．鈍い黄褐色土層　10YR4／3粘性なく、締まりややあり、軽石粒を僅かに含みロームブロックを1％と炭化物粒を所々に含む
13。灰黄褐色土層　10YR5／2粘性、締まりなく、1～5層を含む
14．灰黄褐色土層　10YR5／2粘性、締まりなく、13層より軽石が少ない
15．鈍い黄褐色土層　10YR4／3粘性、締まりなく、As－C軽石とロームブロックを含む
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　80　　　1340
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第35図　H－39号住居跡平面・断面図
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